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　議会活動の透明性を高めるため、すべての委員会の
内容を容易に知ることができるよう検討を進めます。

市民参加
及び市民
との連携

〇本会議のケーブルテレビ放送・インターネット配
信、常任委員会における付託案件審査状況の
インターネット配信
〇各種団体との 「出前座談会」およびワークショ
ップ形式による市民との意見交換会 「議会カ
フェ」の開催

評価

Ｂ

　市民の皆さまとの意見交換会については、幅広い年
代の参加を促す工夫やテーマを絞った開催など、より
効果的な広聴活動となるよう、さらなる検討を進めます。

Ｂ

今 後 の 対 策 等主 な 取 組 状 況条　項

第
５
条

　市民の皆さまにとって、開かれた、より身近な議会を
目指し、ホームページをはじめとする各種媒体による情
報発信の充実に継続して取り組みます。

議会広報
の充実

〇読みたくなる 「議会だより」を目指した分かりや
すい紙面づくり
〇各委員会における活動方針をケーブルテレビで
放送、インターネットによる配信

Ｂ
第
６
条

　執行部と政策競争をする議会を目指し、さらなる議
員の意識改革と資質向上、継続的な議論が可能な議会
体制の構築に向け取り組みます。

市長等と
の関係

〇常任委員会ごとで調整した市政の課題に対する
提言書を議会として市長に提出 Ｂ

第
８
条

　論点や争点を明確にし、市民に分かりやすい議論の
場とするため、令和８年６月定例会から 「一問一答方
式」の本運用を目指します。そのため、試行段階の検
証を行い、必要な改善に取り組みます。

一般質問 〇一問一答方式による一般質問を試行運用

Ｂ
第
10
条

　市民全体の代表者として、より高い政治倫理を確立
するため、現行の規程を条例へ格上げすることや、ハ
ラスメント防止の観点を追加することなど、必要な見直
しを行います。

議員の政
治倫理

〇現行 「議会議員政治倫理規程」の見直しに向
けた検討

Ｂ
第
23
条

　６月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。なお、一般質問
などの内容は新聞折込および下呂市メールでお知らせします。

６月定例会会期日程（予定）

※日程は変更になる
　場合もあります。

月　　日
６月　５日
１８日
１９日
２２日
２３日
２４日
２６日

金
木
金
月
火
水
金

午前9時30分～

本会議（初日）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
常任委員会
常任委員会
予算決算常任委員会（予算関係）
本会議（最終日）

会　議　内　容 時　　間曜日

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３ー１会議室）

　３月定例会では、新年度予算をはじめ暮らしに直結する
大切な議論が行われました。本号では、その要点を２～３頁
で特集しています。「これってどうなるの？」と気になる事業
があれば、ぜひお近くの議員へ気軽にお声掛けください。
　令和7年度の議会は「伝える・聴く」の向上に全力で取り
組んできました。一般質問での一問一答方式の導入や議会
カフェの開催、映像で各委員会活動方針を発信するなど、
新しい試みも始めました。
　座談会の開催数など課題も残りましたが、「市民に寄り添
い、分かりやすく伝える議会」を目指し、令和８年度も改善を
積み重ねていきます。

編 集 後 記

　下呂市議会は、議会が果たすべき役割と責任を自覚し、市民福祉の向上に全力で取り組むことを決意して、令和３年に 「下呂市議
会基本条例」を制定いたしました。
　本条例の第27条には、条例の運用状況を定期的に検証し、必要に応じて見直しを行うことが定められています。これに基づき、令
和７年度における各条項の達成状況について検証を行い、このたび、その結果と評価を取りまとめましたのでお知らせいたします。

＊議会基本条例は、制定して終わりではなく、その成果や課題を検証して、さらにレベルアップした条
例へと改正していくことが、議会活動の質の向上にとってとても重要です。そのためにも、この検証
の取り組みを継続していきます。
＊すべての条項に係る検証結果 ・評価は、下呂市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

【主な検証結果 ・評価】 《 評価の段階：Ａ「達成」、Ｂ「一部達成」、Ｃ「未達成」、－「対象外」》

議会基本条例の達成状況を検証しました議会基本条例の達成状況を検証しました

No.88
令和８年 5月1日

GERO CITY COUNCIL

　物価高騰が続く中、子育て世帯の経済的負担を軽減するための新たな支援が始まりました。
　令和８年４月６日、たけはらこども園の入園式にあわせて「入園用品贈呈式」が行われ、年少児2クラス21組
の親子に、園生活で活用できる用品一式が贈られました。
　贈呈されたのは、地元企業製の名前入り長靴、カラー帽子、自由画帳、お便り帳、名札の５品。「園でも家庭で
も楽しく使えて、思い出に残るものを」との思いで選ばれました。新しい道具を手に、楽しい園生活がスタートし
ています。

【子育て世帯を応援する 「入園用品」を贈呈】
表
紙
の
写
真

●令和８年度予算審査報告
●３月定例会報告（審議結果）・常任委員会報告（審査結果）
●一般質問（内容紹介）
●民生教育まちづくり常任委員会 管外視察報告、特別委員会報告
●「議会への意見・提案箱」へのご意見等と対応状況
●議会基本条例の達成状況検証、６月定例会日程

TOPICS

詳細は
下呂市HPを
ご覧ください
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令和８年度 下呂市当初予算令和８年度 下呂市当初予算

予算規模の大きい事業等予算規模の大きい事業等

議会からの「市政の課題に対する提言書」関連事業の予算状況議会からの「市政の課題に対する提言書」関連事業の予算状況

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに
予算決算常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに
予算決算常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

※話し合いがされた主な項目と分類ごとに質疑の状況を紹介しています。
※★印のついた項目は、７ページで詳しく内容を紹介していますので、あわせてご覧ください。

一般会計　231億7,000万円　　　 　6億2,000万円 （対前年度2.7％増）
（福祉や教育、まちづくりなど幅広い市民サービス）

特別会計　 83億4,083万円　　　　  △5,321万円 （対前年度0.6％減）
（国民健康保険、介護保険など特定事業に係る７会計）

企業会計　 63億4,715万5千円　△3億3,516万1千円 （対前年度5.0％減） 
合計 378億5,798万5千円  　2億3,162万9千円 （対前年度0.6％増） 合計 378億5,798万5千円  　2億3,162万9千円 （対前年度0.6％増） 

歳入のポイント
地方交付税　　　　    81億3,000万円
市　　　税　　　　　 46億7,955万円
　宿泊税　　　　　      1億9,528万円
　入湯税　　　  　　    1億5,054万円
基金繰入金　　　　    23億1,516万円
　ふるさと応援基金繰入金　6億8,000万円
　財政調整基金繰入金　5億円
　ふるさと基金繰入金　4億3,596万円
市　　　債　　　　　 12億5,080万円
　　　　　　   　  （うちハード11億5,480万円）

歳出のポイント
基金積立
　次期クリーンセンター整備基金  　　   3億9,771万円
　市内JR駅整備基金　　　        　　   3億　 96万円
　第２回下呂市芸術祭開催に向けた基金　    5,030万円
下呂温泉賑わいファンド事業補助金（温泉街街歩き起点整備）  2億円
浄郷苑基幹的設備改良事業（設計施工業務）　1億3,375万円
第１回下呂市芸術祭開催経費  　　　　   １億1,427万円

提言書の項目抜粋
①移住定住の促進により街の活性化を
②あさぎりサニーランド移転新築の
　早期実現を
③猛暑から市民を守るために
④市民の生活の足となる公共交通の
　確保・実現に向けて
⑤根拠に基づいた実のある防災・減災
　対策を

「進化するインフラ・深化する子育て支援～未来への基盤を構築する予算～」と位置付けられ、子育て支援、
生活基盤整備、人材育成という３つの柱を中心に、下呂市の将来を見据えた明確な方向性が示されています。

①
体
験
移
住
プ
ロ
グ
ラ
ム

移住体験ツアーとして特に移住の可能性が
高い方を対象に「空家見学」「移住体験」「農
業体験」等を実施

具体化に向けた助走期間として民間活
力導入の可能性調査の実施、造成工事
のための現地測量と地質調査、詳細設計

②
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
移
転
新
設
事
業

③
猛
暑
対
策

空調設備整備事業として国庫補助等を活
用し、特別教室の空調設備整備（下呂小・
竹原小・金山小）、屋内運動場空調整備実
施設計（小坂小・萩原南中・下呂中）

1 心豊かで健康に暮らせるまち（健康・福祉）
●サニーランド移転の調査・設計の内容
●クアオルト健康ウォーキング参加人数の拡大に向けた取り組み
★高等学校等通学費等支援交付事業の拡充と申請手続き簡略化
●通所・訪問介護事業の安定運営を支援する移動距離・送迎
　に係る補助の内容
★市立金山病院の医業収益と繰入金
　小中学校の給食費無償化と保護者の負担軽減策の内容は。
　小学校は通年無償化し、国交付金と市費で全額を賄います。
　中学校は４～６月分を無償とし、７～３月分についても、
　300円の保護者負担額の半額を市が助成します。

④
公
共
交
通
の
確
保・実
現

デマンドバスの運行エリアを拡充〔デマン
ド竹原（御廐野・宮地から下呂市街地へ）〕
濃飛バス加子母線のバス停から離れた
「交通空白地」を解消し、移動手段を確保

防災行政無線の操作システムを刷新します。この
更新により、放送内容を防災アプリ「げろ情報ナ
ビ」を通じて文字と音声でお届けします。お手元の
スマートフォンで確実に情報を確認できるようにな
ります。

⑤
防
災・減
災
対
策

5 安心安全に暮らせるまち（防災・防犯）
●避難者主体の防災訓練と外部団体との連携
●下呂市防災士育成事業の受講に対する交通費助成
●消防詰所集約の方向性
●耐震性防火水槽の新設と維持管理
●防災行政無線と防災アプリの連携
　はしご車分解整備の頻度や期間、不在時の火災対応は。
　令和８年度に「屈折はしご自動車等の安全基準」に基づき、
　機能及び安全性を確保するため、７年目の分解整備点検を
　３～４カ月かけ実施します。その後は５年以内に行い、常
　に車両の安全性能を保ちます。不在時は高山市・中津川市
　消防本部と連携し体制を確保します。

6 暮らしを支える生活基盤が整ったまち（基盤整備）
●JR下呂駅周辺の基本計画策定への手順
●下呂温泉街賑わいづくりファンドの方向性
●デマンドバスの見直し、デマンド竹原新設
★空き家自主解体への支援
　下水道事業ダウンサイジングの対象施設と削減効果は。
　竹原処理区の汚泥脱水機を能力半分で更新し、更新費を
　約１億円から３千万円へ大幅に削減します。今後も機器更
　新のたびに精査し、適正な運用に努めます。

7 行財政運営が市民に信頼されるまち（行財政運営）
●行政手続きのオンライン化
●システムのクラウド化と職員の働き方
●公共施設適正化の方向性
●職員の適正配置の取り組み
●人材確保・育成の取り組み
　デジタル化によるコスト削減効果とシステムの使い分けは。
　デジタル通知やPCによる事務作業の自動化により、年間約
　600万円相当のコストを圧縮します。システム面では、セキュリ
　ティを重視し、庁内の電子承認に活用するものと、市民からの
　オンライン申請など外部とのやり取りに活用するものを目的
　別に使い分け、効率化を図ります。

8 賑わいを生む産業が盛んなまち（産業経済）
●宿泊税の活用方針
●新規就農者の定着と農地確保の取り組み
●獣害防除・水産業振興への支援内容
●湯めぐり館・観光案内所の直営化に伴うコストとプロモーション
●市公式オンラインショップ「岐阜県下呂市湯けむりテラス」の内容
　オンラインショップに不慣れな事業者への支援策は。
　地元事業者への事務委託と専門家の助言で支援します。ペー
　ジ作成や受注管理は地元運営事務局が代行し、事業者の負
　担を軽減します。さらに、ネット販売 （EC）専門家が直接助
　言を行う体制を整え、ネット販売を強力に後押しします。

4 みんなで地域づくりに取り組むまち（地域づくり）
●移住相談イベントと体験ツアーの拡充内容
●多文化共生への新たな取り組み
●女性活躍推進に向けた取り組み
●地域運営組織の運営・活動支援の内容
　地域団体向けクラウドファンディングの予算や予定は。
　初年度となる令和８年度内に、事業募集から実施までを行うモ
　デルケースを構築します。事業の実施期間の確保が課題となり
　ますが、予算の繰り越しなど議会と相談し、柔軟な対応を検討
　していきます。

萩原南中学校屋内運動場

予算審査は以下のポイントに着眼して行いました
①予算が効率的かつ効果的に活用され
　ているか。 
②優先度の高い政策に重点的に予算配
　分されているか。 
③持続可能な財政運営となっているか。
④「市政の課題に対する提言書」に掲げ
　た項目が、新年度予算にどのように反
　映されているか。

予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル
予算執行

議会から
市長への提言

９月決算審査3月予算に反映

問
答

★下呂 Art Discovery 2026 の周遊バスルート・作品の
　恒久設置等
●学業支援員等による外国籍の児童生徒への対応
●文化財活用のためのワイヤレスガイドと街歩きマップの内容
●小中学校の特別教室と屋内運動場の空調設備整備の方向性
　アートプロジェクトにおける地域おこし協力隊の活動の展望は。
　任期中は芸術祭の準備や地域資源の掘り起こしを行い、
　将来的には芸術祭の運営を担う人材として活躍されること
　を期待しています。

3 人と文化を育むまち（教育・文化）

問
答

2 自然環境を守るまち（自然・環境）
●省エネ対策としてのLED化支援
●LED化による公共施設の電気料削減
●中山浄化園（し尿処理施設）の省電力化と民間活力導入
●浄郷苑（火葬場）設備改良の内容と実施時期
●御嶽山の国定公園化に係る修繕等整備内容
　ごみカレンダーの外国人や若年層向けの電子化は。
　現在は「下呂情報ナビ」で公開中ですが担当部門と協議し、
　より利便性の高いシステムの導入について、前向きに検討
　を進めていきたいと考えています。

問
答

問
答

問

答

問

答

問

答

問

答
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企業会計　 63億4,715万5千円　△3億3,516万1千円 （対前年度5.0％減） 
合計 378億5,798万5千円  　2億3,162万9千円 （対前年度0.6％増） 合計 378億5,798万5千円  　2億3,162万9千円 （対前年度0.6％増） 

歳入のポイント
地方交付税　　　　    81億3,000万円
市　　　税　　　　　 46億7,955万円
　宿泊税　　　　　      1億9,528万円
　入湯税　　　  　　    1億5,054万円
基金繰入金　　　　    23億1,516万円
　ふるさと応援基金繰入金　6億8,000万円
　財政調整基金繰入金　5億円
　ふるさと基金繰入金　4億3,596万円
市　　　債　　　　　 12億5,080万円
　　　　　　   　  （うちハード11億5,480万円）

歳出のポイント
基金積立
　次期クリーンセンター整備基金  　　   3億9,771万円
　市内JR駅整備基金　　　        　　   3億　 96万円
　第２回下呂市芸術祭開催に向けた基金　    5,030万円
下呂温泉賑わいファンド事業補助金（温泉街街歩き起点整備）  2億円
浄郷苑基幹的設備改良事業（設計施工業務）　1億3,375万円
第１回下呂市芸術祭開催経費  　　　　   １億1,427万円

提言書の項目抜粋
①移住定住の促進により街の活性化を
②あさぎりサニーランド移転新築の
　早期実現を
③猛暑から市民を守るために
④市民の生活の足となる公共交通の
　確保・実現に向けて
⑤根拠に基づいた実のある防災・減災
　対策を

「進化するインフラ・深化する子育て支援～未来への基盤を構築する予算～」と位置付けられ、子育て支援、
生活基盤整備、人材育成という３つの柱を中心に、下呂市の将来を見据えた明確な方向性が示されています。

①
体
験
移
住
プ
ロ
グ
ラ
ム

移住体験ツアーとして特に移住の可能性が
高い方を対象に「空家見学」「移住体験」「農
業体験」等を実施

具体化に向けた助走期間として民間活
力導入の可能性調査の実施、造成工事
のための現地測量と地質調査、詳細設計

②
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
移
転
新
設
事
業

③
猛
暑
対
策

空調設備整備事業として国庫補助等を活
用し、特別教室の空調設備整備（下呂小・
竹原小・金山小）、屋内運動場空調整備実
施設計（小坂小・萩原南中・下呂中）

1 心豊かで健康に暮らせるまち（健康・福祉）
●サニーランド移転の調査・設計の内容
●クアオルト健康ウォーキング参加人数の拡大に向けた取り組み
★高等学校等通学費等支援交付事業の拡充と申請手続き簡略化
●通所・訪問介護事業の安定運営を支援する移動距離・送迎
　に係る補助の内容
★市立金山病院の医業収益と繰入金
　小中学校の給食費無償化と保護者の負担軽減策の内容は。
　小学校は通年無償化し、国交付金と市費で全額を賄います。
　中学校は４～６月分を無償とし、７～３月分についても、
　300円の保護者負担額の半額を市が助成します。

④
公
共
交
通
の
確
保・実
現

デマンドバスの運行エリアを拡充〔デマン
ド竹原（御廐野・宮地から下呂市街地へ）〕
濃飛バス加子母線のバス停から離れた
「交通空白地」を解消し、移動手段を確保

防災行政無線の操作システムを刷新します。この
更新により、放送内容を防災アプリ「げろ情報ナ
ビ」を通じて文字と音声でお届けします。お手元の
スマートフォンで確実に情報を確認できるようにな
ります。

⑤
防
災・減
災
対
策

5 安心安全に暮らせるまち（防災・防犯）
●避難者主体の防災訓練と外部団体との連携
●下呂市防災士育成事業の受講に対する交通費助成
●消防詰所集約の方向性
●耐震性防火水槽の新設と維持管理
●防災行政無線と防災アプリの連携
　はしご車分解整備の頻度や期間、不在時の火災対応は。
　令和８年度に「屈折はしご自動車等の安全基準」に基づき、
　機能及び安全性を確保するため、７年目の分解整備点検を
　３～４カ月かけ実施します。その後は５年以内に行い、常
　に車両の安全性能を保ちます。不在時は高山市・中津川市
　消防本部と連携し体制を確保します。

6 暮らしを支える生活基盤が整ったまち（基盤整備）
●JR下呂駅周辺の基本計画策定への手順
●下呂温泉街賑わいづくりファンドの方向性
●デマンドバスの見直し、デマンド竹原新設
★空き家自主解体への支援
　下水道事業ダウンサイジングの対象施設と削減効果は。
　竹原処理区の汚泥脱水機を能力半分で更新し、更新費を
　約１億円から３千万円へ大幅に削減します。今後も機器更
　新のたびに精査し、適正な運用に努めます。

7 行財政運営が市民に信頼されるまち（行財政運営）
●行政手続きのオンライン化
●システムのクラウド化と職員の働き方
●公共施設適正化の方向性
●職員の適正配置の取り組み
●人材確保・育成の取り組み
　デジタル化によるコスト削減効果とシステムの使い分けは。
　デジタル通知やPCによる事務作業の自動化により、年間約
　600万円相当のコストを圧縮します。システム面では、セキュリ
　ティを重視し、庁内の電子承認に活用するものと、市民からの
　オンライン申請など外部とのやり取りに活用するものを目的
　別に使い分け、効率化を図ります。

8 賑わいを生む産業が盛んなまち（産業経済）
●宿泊税の活用方針
●新規就農者の定着と農地確保の取り組み
●獣害防除・水産業振興への支援内容
●湯めぐり館・観光案内所の直営化に伴うコストとプロモーション
●市公式オンラインショップ「岐阜県下呂市湯けむりテラス」の内容
　オンラインショップに不慣れな事業者への支援策は。
　地元事業者への事務委託と専門家の助言で支援します。ペー
　ジ作成や受注管理は地元運営事務局が代行し、事業者の負
　担を軽減します。さらに、ネット販売 （EC）専門家が直接助
　言を行う体制を整え、ネット販売を強力に後押しします。

4 みんなで地域づくりに取り組むまち（地域づくり）
●移住相談イベントと体験ツアーの拡充内容
●多文化共生への新たな取り組み
●女性活躍推進に向けた取り組み
●地域運営組織の運営・活動支援の内容
　地域団体向けクラウドファンディングの予算や予定は。
　初年度となる令和８年度内に、事業募集から実施までを行うモ
　デルケースを構築します。事業の実施期間の確保が課題となり
　ますが、予算の繰り越しなど議会と相談し、柔軟な対応を検討
　していきます。

萩原南中学校屋内運動場

予算審査は以下のポイントに着眼して行いました
①予算が効率的かつ効果的に活用され
　ているか。 
②優先度の高い政策に重点的に予算配
　分されているか。 
③持続可能な財政運営となっているか。
④「市政の課題に対する提言書」に掲げ
　た項目が、新年度予算にどのように反
　映されているか。

予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル
予算執行

議会から
市長への提言

９月決算審査3月予算に反映

問
答

★下呂 Art Discovery 2026 の周遊バスルート・作品の
　恒久設置等
●学業支援員等による外国籍の児童生徒への対応
●文化財活用のためのワイヤレスガイドと街歩きマップの内容
●小中学校の特別教室と屋内運動場の空調設備整備の方向性
　アートプロジェクトにおける地域おこし協力隊の活動の展望は。
　任期中は芸術祭の準備や地域資源の掘り起こしを行い、
　将来的には芸術祭の運営を担う人材として活躍されること
　を期待しています。

3 人と文化を育むまち（教育・文化）

問
答

2 自然環境を守るまち（自然・環境）
●省エネ対策としてのLED化支援
●LED化による公共施設の電気料削減
●中山浄化園（し尿処理施設）の省電力化と民間活力導入
●浄郷苑（火葬場）設備改良の内容と実施時期
●御嶽山の国定公園化に係る修繕等整備内容
　ごみカレンダーの外国人や若年層向けの電子化は。
　現在は「下呂情報ナビ」で公開中ですが担当部門と協議し、
　より利便性の高いシステムの導入について、前向きに検討
　を進めていきたいと考えています。

問
答

問
答

問

答

問

答

問

答

問

答
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G E R O  C I T Y  C O U N C I LG E R O  C I T Y  C O U N C I L

令和８年度 下呂市当初予算令和８年度 下呂市当初予算

予算規模の大きい事業等予算規模の大きい事業等

議会からの「市政の課題に対する提言書」関連事業の予算状況議会からの「市政の課題に対する提言書」関連事業の予算状況

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに
予算決算常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに
予算決算常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

※話し合いがされた主な項目と分類ごとに質疑の状況を紹介しています。
※★印のついた項目は、７ページで詳しく内容を紹介していますので、あわせてご覧ください。

一般会計　231億7,000万円　　　 　6億2,000万円 （対前年度2.7％増）
（福祉や教育、まちづくりなど幅広い市民サービス）

特別会計　 83億4,083万円　　　　  △5,321万円 （対前年度0.6％減）
（国民健康保険、介護保険など特定事業に係る７会計）

企業会計　 63億4,715万5千円　△3億3,516万1千円 （対前年度5.0％減） 
合計 378億5,798万5千円  　2億3,162万9千円 （対前年度0.6％増） 合計 378億5,798万5千円  　2億3,162万9千円 （対前年度0.6％増） 

歳入のポイント
地方交付税　　　　    81億3,000万円
市　　　税　　　　　 46億7,955万円
　宿泊税　　　　　      1億9,528万円
　入湯税　　　  　　    1億5,054万円
基金繰入金　　　　    23億1,516万円
　ふるさと応援基金繰入金　6億8,000万円
　財政調整基金繰入金　5億円
　ふるさと基金繰入金　4億3,596万円
市　　　債　　　　　 12億5,080万円
　　　　　　   　  （うちハード11億5,480万円）

歳出のポイント
基金積立
　次期クリーンセンター整備基金  　　   3億9,771万円
　市内JR駅整備基金　　　        　　   3億　 96万円
　第２回下呂市芸術祭開催に向けた基金　    5,030万円
下呂温泉賑わいファンド事業補助金（温泉街街歩き起点整備）  2億円
浄郷苑基幹的設備改良事業（設計施工業務）　1億3,375万円
第１回下呂市芸術祭開催経費  　　　　   １億1,427万円

提言書の項目抜粋
①移住定住の促進により街の活性化を
②あさぎりサニーランド移転新築の
　早期実現を
③猛暑から市民を守るために
④市民の生活の足となる公共交通の
　確保・実現に向けて
⑤根拠に基づいた実のある防災・減災
　対策を

「進化するインフラ・深化する子育て支援～未来への基盤を構築する予算～」と位置付けられ、子育て支援、
生活基盤整備、人材育成という３つの柱を中心に、下呂市の将来を見据えた明確な方向性が示されています。

①
体
験
移
住
プ
ロ
グ
ラ
ム

移住体験ツアーとして特に移住の可能性が
高い方を対象に「空家見学」「移住体験」「農
業体験」等を実施

具体化に向けた助走期間として民間活
力導入の可能性調査の実施、造成工事
のための現地測量と地質調査、詳細設計

②
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
移
転
新
設
事
業

③
猛
暑
対
策

空調設備整備事業として国庫補助等を活
用し、特別教室の空調設備整備（下呂小・
竹原小・金山小）、屋内運動場空調整備実
施設計（小坂小・萩原南中・下呂中）

1 心豊かで健康に暮らせるまち（健康・福祉）
●サニーランド移転の調査・設計の内容
●クアオルト健康ウォーキング参加人数の拡大に向けた取り組み
★高等学校等通学費等支援交付事業の拡充と申請手続き簡略化
●通所・訪問介護事業の安定運営を支援する移動距離・送迎
　に係る補助の内容
★市立金山病院の医業収益と繰入金
　小中学校の給食費無償化と保護者の負担軽減策の内容は。
　小学校は通年無償化し、国交付金と市費で全額を賄います。
　中学校は４～６月分を無償とし、７～３月分についても、
　300円の保護者負担額の半額を市が助成します。

④
公
共
交
通
の
確
保・実
現

デマンドバスの運行エリアを拡充〔デマン
ド竹原（御廐野・宮地から下呂市街地へ）〕
濃飛バス加子母線のバス停から離れた
「交通空白地」を解消し、移動手段を確保

防災行政無線の操作システムを刷新します。この
更新により、放送内容を防災アプリ「げろ情報ナ
ビ」を通じて文字と音声でお届けします。お手元の
スマートフォンで確実に情報を確認できるようにな
ります。

⑤
防
災・減
災
対
策

5 安心安全に暮らせるまち（防災・防犯）
●避難者主体の防災訓練と外部団体との連携
●下呂市防災士育成事業の受講に対する交通費助成
●消防詰所集約の方向性
●耐震性防火水槽の新設と維持管理
●防災行政無線と防災アプリの連携
　はしご車分解整備の頻度や期間、不在時の火災対応は。
　令和８年度に「屈折はしご自動車等の安全基準」に基づき、
　機能及び安全性を確保するため、７年目の分解整備点検を
　３～４カ月かけ実施します。その後は５年以内に行い、常
　に車両の安全性能を保ちます。不在時は高山市・中津川市
　消防本部と連携し体制を確保します。

6 暮らしを支える生活基盤が整ったまち（基盤整備）
●JR下呂駅周辺の基本計画策定への手順
●下呂温泉街賑わいづくりファンドの方向性
●デマンドバスの見直し、デマンド竹原新設
★空き家自主解体への支援
　下水道事業ダウンサイジングの対象施設と削減効果は。
　竹原処理区の汚泥脱水機を能力半分で更新し、更新費を
　約１億円から３千万円へ大幅に削減します。今後も機器更
　新のたびに精査し、適正な運用に努めます。

7 行財政運営が市民に信頼されるまち（行財政運営）
●行政手続きのオンライン化
●システムのクラウド化と職員の働き方
●公共施設適正化の方向性
●職員の適正配置の取り組み
●人材確保・育成の取り組み
　デジタル化によるコスト削減効果とシステムの使い分けは。
　デジタル通知やPCによる事務作業の自動化により、年間約
　600万円相当のコストを圧縮します。システム面では、セキュリ
　ティを重視し、庁内の電子承認に活用するものと、市民からの
　オンライン申請など外部とのやり取りに活用するものを目的
　別に使い分け、効率化を図ります。

8 賑わいを生む産業が盛んなまち（産業経済）
●宿泊税の活用方針
●新規就農者の定着と農地確保の取り組み
●獣害防除・水産業振興への支援内容
●湯めぐり館・観光案内所の直営化に伴うコストとプロモーション
●市公式オンラインショップ「岐阜県下呂市湯けむりテラス」の内容
　オンラインショップに不慣れな事業者への支援策は。
　地元事業者への事務委託と専門家の助言で支援します。ペー
　ジ作成や受注管理は地元運営事務局が代行し、事業者の負
　担を軽減します。さらに、ネット販売 （EC）専門家が直接助
　言を行う体制を整え、ネット販売を強力に後押しします。

4 みんなで地域づくりに取り組むまち（地域づくり）
●移住相談イベントと体験ツアーの拡充内容
●多文化共生への新たな取り組み
●女性活躍推進に向けた取り組み
●地域運営組織の運営・活動支援の内容
　地域団体向けクラウドファンディングの予算や予定は。
　初年度となる令和８年度内に、事業募集から実施までを行うモ
　デルケースを構築します。事業の実施期間の確保が課題となり
　ますが、予算の繰り越しなど議会と相談し、柔軟な対応を検討
　していきます。

萩原南中学校屋内運動場

予算審査は以下のポイントに着眼して行いました
①予算が効率的かつ効果的に活用され
　ているか。 
②優先度の高い政策に重点的に予算配
　分されているか。 
③持続可能な財政運営となっているか。
④「市政の課題に対する提言書」に掲げ
　た項目が、新年度予算にどのように反
　映されているか。

予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル
予算執行

議会から
市長への提言

９月決算審査3月予算に反映

問
答

★下呂 Art Discovery 2026 の周遊バスルート・作品の
　恒久設置等
●学業支援員等による外国籍の児童生徒への対応
●文化財活用のためのワイヤレスガイドと街歩きマップの内容
●小中学校の特別教室と屋内運動場の空調設備整備の方向性
　アートプロジェクトにおける地域おこし協力隊の活動の展望は。
　任期中は芸術祭の準備や地域資源の掘り起こしを行い、
　将来的には芸術祭の運営を担う人材として活躍されること
　を期待しています。

3 人と文化を育むまち（教育・文化）

問
答

2 自然環境を守るまち（自然・環境）
●省エネ対策としてのLED化支援
●LED化による公共施設の電気料削減
●中山浄化園（し尿処理施設）の省電力化と民間活力導入
●浄郷苑（火葬場）設備改良の内容と実施時期
●御嶽山の国定公園化に係る修繕等整備内容
　ごみカレンダーの外国人や若年層向けの電子化は。
　現在は「下呂情報ナビ」で公開中ですが担当部門と協議し、
　より利便性の高いシステムの導入について、前向きに検討
　を進めていきたいと考えています。

問
答

問
答

問

答

問

答

問

答

問

答
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令和８年度 下呂市当初予算令和８年度 下呂市当初予算

予算規模の大きい事業等予算規模の大きい事業等

議会からの「市政の課題に対する提言書」関連事業の予算状況議会からの「市政の課題に対する提言書」関連事業の予算状況

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに
予算決算常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

下呂市第三次総合計画（基本計画）の分類ごとに
予算決算常任委員会での話し合いの内容の一部をご紹介します

※話し合いがされた主な項目と分類ごとに質疑の状況を紹介しています。
※★印のついた項目は、７ページで詳しく内容を紹介していますので、あわせてご覧ください。

一般会計　231億7,000万円　　　 　6億2,000万円 （対前年度2.7％増）
（福祉や教育、まちづくりなど幅広い市民サービス）

特別会計　 83億4,083万円　　　　  △5,321万円 （対前年度0.6％減）
（国民健康保険、介護保険など特定事業に係る７会計）

企業会計　 63億4,715万5千円　△3億3,516万1千円 （対前年度5.0％減） 
合計 378億5,798万5千円  　2億3,162万9千円 （対前年度0.6％増） 合計 378億5,798万5千円  　2億3,162万9千円 （対前年度0.6％増） 

歳入のポイント
地方交付税　　　　    81億3,000万円
市　　　税　　　　　 46億7,955万円
　宿泊税　　　　　      1億9,528万円
　入湯税　　　  　　    1億5,054万円
基金繰入金　　　　    23億1,516万円
　ふるさと応援基金繰入金　6億8,000万円
　財政調整基金繰入金　5億円
　ふるさと基金繰入金　4億3,596万円
市　　　債　　　　　 12億5,080万円
　　　　　　   　  （うちハード11億5,480万円）

歳出のポイント
基金積立
　次期クリーンセンター整備基金  　　   3億9,771万円
　市内JR駅整備基金　　　        　　   3億　 96万円
　第２回下呂市芸術祭開催に向けた基金　    5,030万円
下呂温泉賑わいファンド事業補助金（温泉街街歩き起点整備）  2億円
浄郷苑基幹的設備改良事業（設計施工業務）　1億3,375万円
第１回下呂市芸術祭開催経費  　　　　   １億1,427万円

提言書の項目抜粋
①移住定住の促進により街の活性化を
②あさぎりサニーランド移転新築の
　早期実現を
③猛暑から市民を守るために
④市民の生活の足となる公共交通の
　確保・実現に向けて
⑤根拠に基づいた実のある防災・減災
　対策を

「進化するインフラ・深化する子育て支援～未来への基盤を構築する予算～」と位置付けられ、子育て支援、
生活基盤整備、人材育成という３つの柱を中心に、下呂市の将来を見据えた明確な方向性が示されています。

①
体
験
移
住
プ
ロ
グ
ラ
ム

移住体験ツアーとして特に移住の可能性が
高い方を対象に「空家見学」「移住体験」「農
業体験」等を実施

具体化に向けた助走期間として民間活
力導入の可能性調査の実施、造成工事
のための現地測量と地質調査、詳細設計

②
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
移
転
新
設
事
業

③
猛
暑
対
策

空調設備整備事業として国庫補助等を活
用し、特別教室の空調設備整備（下呂小・
竹原小・金山小）、屋内運動場空調整備実
施設計（小坂小・萩原南中・下呂中）

1 心豊かで健康に暮らせるまち（健康・福祉）
●サニーランド移転の調査・設計の内容
●クアオルト健康ウォーキング参加人数の拡大に向けた取り組み
★高等学校等通学費等支援交付事業の拡充と申請手続き簡略化
●通所・訪問介護事業の安定運営を支援する移動距離・送迎
　に係る補助の内容
★市立金山病院の医業収益と繰入金
　小中学校の給食費無償化と保護者の負担軽減策の内容は。
　小学校は通年無償化し、国交付金と市費で全額を賄います。
　中学校は４～６月分を無償とし、７～３月分についても、
　300円の保護者負担額の半額を市が助成します。

④
公
共
交
通
の
確
保・実
現

デマンドバスの運行エリアを拡充〔デマン
ド竹原（御廐野・宮地から下呂市街地へ）〕
濃飛バス加子母線のバス停から離れた
「交通空白地」を解消し、移動手段を確保

防災行政無線の操作システムを刷新します。この
更新により、放送内容を防災アプリ「げろ情報ナ
ビ」を通じて文字と音声でお届けします。お手元の
スマートフォンで確実に情報を確認できるようにな
ります。

⑤
防
災・減
災
対
策

5 安心安全に暮らせるまち（防災・防犯）
●避難者主体の防災訓練と外部団体との連携
●下呂市防災士育成事業の受講に対する交通費助成
●消防詰所集約の方向性
●耐震性防火水槽の新設と維持管理
●防災行政無線と防災アプリの連携
　はしご車分解整備の頻度や期間、不在時の火災対応は。
　令和８年度に「屈折はしご自動車等の安全基準」に基づき、
　機能及び安全性を確保するため、７年目の分解整備点検を
　３～４カ月かけ実施します。その後は５年以内に行い、常
　に車両の安全性能を保ちます。不在時は高山市・中津川市
　消防本部と連携し体制を確保します。

6 暮らしを支える生活基盤が整ったまち（基盤整備）
●JR下呂駅周辺の基本計画策定への手順
●下呂温泉街賑わいづくりファンドの方向性
●デマンドバスの見直し、デマンド竹原新設
★空き家自主解体への支援
　下水道事業ダウンサイジングの対象施設と削減効果は。
　竹原処理区の汚泥脱水機を能力半分で更新し、更新費を
　約１億円から３千万円へ大幅に削減します。今後も機器更
　新のたびに精査し、適正な運用に努めます。

7 行財政運営が市民に信頼されるまち（行財政運営）
●行政手続きのオンライン化
●システムのクラウド化と職員の働き方
●公共施設適正化の方向性
●職員の適正配置の取り組み
●人材確保・育成の取り組み
　デジタル化によるコスト削減効果とシステムの使い分けは。
　デジタル通知やPCによる事務作業の自動化により、年間約
　600万円相当のコストを圧縮します。システム面では、セキュリ
　ティを重視し、庁内の電子承認に活用するものと、市民からの
　オンライン申請など外部とのやり取りに活用するものを目的
　別に使い分け、効率化を図ります。

8 賑わいを生む産業が盛んなまち（産業経済）
●宿泊税の活用方針
●新規就農者の定着と農地確保の取り組み
●獣害防除・水産業振興への支援内容
●湯めぐり館・観光案内所の直営化に伴うコストとプロモーション
●市公式オンラインショップ「岐阜県下呂市湯けむりテラス」の内容
　オンラインショップに不慣れな事業者への支援策は。
　地元事業者への事務委託と専門家の助言で支援します。ペー
　ジ作成や受注管理は地元運営事務局が代行し、事業者の負
　担を軽減します。さらに、ネット販売 （EC）専門家が直接助
　言を行う体制を整え、ネット販売を強力に後押しします。

4 みんなで地域づくりに取り組むまち（地域づくり）
●移住相談イベントと体験ツアーの拡充内容
●多文化共生への新たな取り組み
●女性活躍推進に向けた取り組み
●地域運営組織の運営・活動支援の内容
　地域団体向けクラウドファンディングの予算や予定は。
　初年度となる令和８年度内に、事業募集から実施までを行うモ
　デルケースを構築します。事業の実施期間の確保が課題となり
　ますが、予算の繰り越しなど議会と相談し、柔軟な対応を検討
　していきます。

萩原南中学校屋内運動場

予算審査は以下のポイントに着眼して行いました
①予算が効率的かつ効果的に活用され
　ているか。 
②優先度の高い政策に重点的に予算配
　分されているか。 
③持続可能な財政運営となっているか。
④「市政の課題に対する提言書」に掲げ
　た項目が、新年度予算にどのように反
　映されているか。

予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル予算決算審査サイクル
予算執行

議会から
市長への提言

９月決算審査3月予算に反映

問
答

★下呂 Art Discovery 2026 の周遊バスルート・作品の
　恒久設置等
●学業支援員等による外国籍の児童生徒への対応
●文化財活用のためのワイヤレスガイドと街歩きマップの内容
●小中学校の特別教室と屋内運動場の空調設備整備の方向性
　アートプロジェクトにおける地域おこし協力隊の活動の展望は。
　任期中は芸術祭の準備や地域資源の掘り起こしを行い、
　将来的には芸術祭の運営を担う人材として活躍されること
　を期待しています。

3 人と文化を育むまち（教育・文化）

問
答

2 自然環境を守るまち（自然・環境）
●省エネ対策としてのLED化支援
●LED化による公共施設の電気料削減
●中山浄化園（し尿処理施設）の省電力化と民間活力導入
●浄郷苑（火葬場）設備改良の内容と実施時期
●御嶽山の国定公園化に係る修繕等整備内容
　ごみカレンダーの外国人や若年層向けの電子化は。
　現在は「下呂情報ナビ」で公開中ですが担当部門と協議し、
　より利便性の高いシステムの導入について、前向きに検討
　を進めていきたいと考えています。

問
答

問
答

問

答

問

答

問

答

問

答
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３月定例会の報告
　２月25日から３月24日までの28日間において、令和８年第１回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、国の交付金事業に係る繰越明許費、降雪や低温による除排雪 ・凍結防止剤散布経費及び第51回衆議院議員総選挙 ・
第27回最高裁判官国民審査を執行するための経費等に係る補正予算の専決処分の承認、人権擁護委員候補者の推薦に係る諮問、
下呂市特別名誉市民表彰に係る同意、条例制定・改廃、一般会計、７特別会計、４企業会計の補正予算などについて可決しました。
　また、最終日には、条例改正、財産の取得、令和７年度の一般会計補正予算、令和８年度の各会計当初予算などについて可決
しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第13号））

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第14号））

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第15号））

人権擁護委員候補者の推薦について【推薦者２名】

下呂市特別名誉市民表彰につき同意を求めることについて【表彰者２名】

下呂市農業委員会委員の任命について【任命者１名】

下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市第１号会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第16号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）

令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）

令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第４号）

令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第６号）

令和７年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第２号）

令和７年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市水道事業会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第４号）

―

― 適任（全会一致）

― 同意（全会一致）

―

―

同意（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

承　認
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

財産の取得について

下呂市過疎地域持続的発展計画の策定について

下呂市一般住宅の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市基金条例の一部を改正する条例について

下呂市まち・ひと・しごと情報交流施設条例の一部を改正する条例について

下呂市公民館条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険診療所設置条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険病院事業の設置に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

下呂市介護保険条例の一部を改正する条例について

下呂市障がい者支援施設設置条例を廃止する条例について

下呂市子育て・保育ステーション条例の一部を改正する条例について

下呂市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について

下呂市乳児等通園支援事業の利用者負担額に関する条例について

下呂市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について

下呂市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市児童福祉金支給条例を廃止する条例について

下呂市火葬場・斎場条例の一部を改正する条例について

下呂市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例について

令和８年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

下呂市職員定数条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市条件付採用期間中の職員の分限に関する条例について

下呂市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

下呂市観光交流センター条例の一部を改正する条例について

下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

下呂市下水道条例の一部を改正する条例について

令和８年度下呂市水道事業会計への繰出について

令和８年度下呂市下水道事業会計への繰出について

令和８年度下呂市一般会計予算

令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算

令和８年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算

令和８年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

予算決算　
常任委員会

予算決算　
常任委員会

民生教育
まちづくり
常任委員会

総務産業
建設常任
委員会　

５　　下呂市議会だより 2026.5 No.88 下呂市議会だより 2026.5 No.88　　４
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３月定例会の報告
　２月25日から３月24日までの28日間において、令和８年第１回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、国の交付金事業に係る繰越明許費、降雪や低温による除排雪 ・凍結防止剤散布経費及び第51回衆議院議員総選挙 ・
第27回最高裁判官国民審査を執行するための経費等に係る補正予算の専決処分の承認、人権擁護委員候補者の推薦に係る諮問、
下呂市特別名誉市民表彰に係る同意、条例制定・改廃、一般会計、７特別会計、４企業会計の補正予算などについて可決しました。
　また、最終日には、条例改正、財産の取得、令和７年度の一般会計補正予算、令和８年度の各会計当初予算などについて可決
しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第13号））

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第14号））

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第15号））

人権擁護委員候補者の推薦について【推薦者２名】

下呂市特別名誉市民表彰につき同意を求めることについて【表彰者２名】

下呂市農業委員会委員の任命について【任命者１名】

下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市第１号会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第16号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）

令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）

令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第４号）

令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第６号）

令和７年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第２号）

令和７年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市水道事業会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第４号）

―

― 適任（全会一致）

― 同意（全会一致）

―

―

同意（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

承　認
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

財産の取得について

下呂市過疎地域持続的発展計画の策定について

下呂市一般住宅の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市基金条例の一部を改正する条例について

下呂市まち・ひと・しごと情報交流施設条例の一部を改正する条例について

下呂市公民館条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険診療所設置条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険病院事業の設置に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

下呂市介護保険条例の一部を改正する条例について

下呂市障がい者支援施設設置条例を廃止する条例について

下呂市子育て・保育ステーション条例の一部を改正する条例について

下呂市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について

下呂市乳児等通園支援事業の利用者負担額に関する条例について

下呂市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について

下呂市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市児童福祉金支給条例を廃止する条例について

下呂市火葬場・斎場条例の一部を改正する条例について

下呂市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例について

令和８年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

下呂市職員定数条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市条件付採用期間中の職員の分限に関する条例について

下呂市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

下呂市観光交流センター条例の一部を改正する条例について

下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

下呂市下水道条例の一部を改正する条例について

令和８年度下呂市水道事業会計への繰出について

令和８年度下呂市下水道事業会計への繰出について

令和８年度下呂市一般会計予算

令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算

令和８年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算

令和８年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

予算決算　
常任委員会

予算決算　
常任委員会

民生教育
まちづくり
常任委員会

総務産業
建設常任
委員会　



５　　下呂市議会だより 2026.5 No.88 下呂市議会だより 2026.5 No.88　　４
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３月定例会の報告
　２月25日から３月24日までの28日間において、令和８年第１回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、国の交付金事業に係る繰越明許費、降雪や低温による除排雪 ・凍結防止剤散布経費及び第51回衆議院議員総選挙 ・
第27回最高裁判官国民審査を執行するための経費等に係る補正予算の専決処分の承認、人権擁護委員候補者の推薦に係る諮問、
下呂市特別名誉市民表彰に係る同意、条例制定・改廃、一般会計、７特別会計、４企業会計の補正予算などについて可決しました。
　また、最終日には、条例改正、財産の取得、令和７年度の一般会計補正予算、令和８年度の各会計当初予算などについて可決
しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第13号））

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第14号））

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第15号））

人権擁護委員候補者の推薦について【推薦者２名】

下呂市特別名誉市民表彰につき同意を求めることについて【表彰者２名】

下呂市農業委員会委員の任命について【任命者１名】

下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市第１号会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第16号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）

令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）

令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第４号）

令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第６号）

令和７年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第２号）

令和７年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市水道事業会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第４号）

―

― 適任（全会一致）

― 同意（全会一致）

―

―

同意（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

承　認
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

財産の取得について

下呂市過疎地域持続的発展計画の策定について

下呂市一般住宅の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市基金条例の一部を改正する条例について

下呂市まち・ひと・しごと情報交流施設条例の一部を改正する条例について

下呂市公民館条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険診療所設置条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険病院事業の設置に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

下呂市介護保険条例の一部を改正する条例について

下呂市障がい者支援施設設置条例を廃止する条例について

下呂市子育て・保育ステーション条例の一部を改正する条例について

下呂市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について

下呂市乳児等通園支援事業の利用者負担額に関する条例について

下呂市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について

下呂市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市児童福祉金支給条例を廃止する条例について

下呂市火葬場・斎場条例の一部を改正する条例について

下呂市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例について

令和８年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

下呂市職員定数条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市条件付採用期間中の職員の分限に関する条例について

下呂市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

下呂市観光交流センター条例の一部を改正する条例について

下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

下呂市下水道条例の一部を改正する条例について

令和８年度下呂市水道事業会計への繰出について

令和８年度下呂市下水道事業会計への繰出について

令和８年度下呂市一般会計予算

令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算

令和８年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算

令和８年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

予算決算　
常任委員会

予算決算　
常任委員会

民生教育
まちづくり
常任委員会

総務産業
建設常任
委員会　
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３月定例会の報告
　２月25日から３月24日までの28日間において、令和８年第１回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、国の交付金事業に係る繰越明許費、降雪や低温による除排雪 ・凍結防止剤散布経費及び第51回衆議院議員総選挙 ・
第27回最高裁判官国民審査を執行するための経費等に係る補正予算の専決処分の承認、人権擁護委員候補者の推薦に係る諮問、
下呂市特別名誉市民表彰に係る同意、条例制定・改廃、一般会計、７特別会計、４企業会計の補正予算などについて可決しました。
　また、最終日には、条例改正、財産の取得、令和７年度の一般会計補正予算、令和８年度の各会計当初予算などについて可決
しました。

★各上程議案の詳細は、下呂市ホー
ムページをご覧ください。
　（右の二次元コードを読み取ると
ホームページが閲覧できます）

上程議案と審議結果
○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第13号））

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第14号））

専決処分の承認について（令和７年度下呂市一般会計補正予算（第15号））

人権擁護委員候補者の推薦について【推薦者２名】

下呂市特別名誉市民表彰につき同意を求めることについて【表彰者２名】

下呂市農業委員会委員の任命について【任命者１名】

下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市第１号会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

令和７年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第16号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）

令和７年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）

令和７年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第４号）

令和７年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第４号）

令和７年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第６号）

令和７年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第２号）

令和７年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市水道事業会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第３号）

令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第４号）

―

― 適任（全会一致）

― 同意（全会一致）

―

―

同意（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

承　認
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

財産の取得について

下呂市過疎地域持続的発展計画の策定について

下呂市一般住宅の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市基金条例の一部を改正する条例について

下呂市まち・ひと・しごと情報交流施設条例の一部を改正する条例について

下呂市公民館条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険診療所設置条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険病院事業の設置に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

下呂市介護保険条例の一部を改正する条例について

下呂市障がい者支援施設設置条例を廃止する条例について

下呂市子育て・保育ステーション条例の一部を改正する条例について

下呂市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について

下呂市乳児等通園支援事業の利用者負担額に関する条例について

下呂市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について

下呂市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市児童福祉金支給条例を廃止する条例について

下呂市火葬場・斎場条例の一部を改正する条例について

下呂市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例について

令和８年度下呂市立金山病院事業会計への繰出について

下呂市職員定数条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市条件付採用期間中の職員の分限に関する条例について

下呂市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

下呂市観光交流センター条例の一部を改正する条例について

下呂市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

下呂市下水道条例の一部を改正する条例について

令和８年度下呂市水道事業会計への繰出について

令和８年度下呂市下水道事業会計への繰出について

令和８年度下呂市一般会計予算

令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算

令和８年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算

令和８年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

予算決算　
常任委員会

予算決算　
常任委員会

民生教育
まちづくり
常任委員会

総務産業
建設常任
委員会　
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○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【委員会提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和８年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算

令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算

令和８年度下呂市下呂財産区特別会計予算

令和８年度下呂市学校給食費特別会計予算

令和８年度下呂市水道事業会計予算

令和８年度下呂市下水道事業会計予算

令和８年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算

令和８年度下呂市立金山病院事業会計予算

下呂市議会委員会条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会基本条例の一部を改正する条例について

下呂市議会会議規則の一部を改正する規則について

可　決
（全会一致）

― 可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（最終日追加提出）】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第17号） ― 可決（全会一致）

　
３
月
16
日 

か
ら
19
日
の
４
日
間
、
委
員

会
を
開
催
し
、
一
般
会
計
、
７
特
別
会
計
、

４
公
営
企
業
会
計
の
令
和
８
年
度
当
初
予

算
に
つ
い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
地
域
の
魅
力
発
信
と
活
性
化
を
目
指
す

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

（
下
呂
ア
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
２
０
２

６ 

「
芸
術
祭
」
開
催
に
伴
う
運
営
お
よ
び

準
備
経
費
を
計
上
）

　
　
芸
術
祭
に
対
す
る
県
の
支
援
の
見
通

し
と
、
想
定
す
る
来
場
者
数
お
よ
び
経
済

効
果
は
。

　
　
知
事
お
よ
び
関
係
部
長
と
の
面
談
を

通
じ
、
後
援
や
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て

前
向
き
な
意
向
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
作

品
鑑
賞
者
と
し
て
は
、
延
べ
３
万
人
以
上

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
１

回
目
と
な
る
令
和
８
年
度
を
ト
ラ
イ
ア
ル

と
し
て
位
置
づ
け
、
着
実
に
実
施
し
、「
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
」
や 

「
越
後
妻
有
大
地

の
芸
術
祭
」
の
よ
う
に
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
、
下
呂
市
独
自
の
形
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。併
せ
て
、

経
済
効
果
の
算
定
に
つ
い
て
も
、
適
切
な

検
証
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

《
高
校
生
等
へ
の
通
学
支
援
》

（
高
校
生
等
の
Ｊ
Ｒ 

・
バ
ス
に
よ
る
通
学

定
期
代
、
そ
の
他
の
通
学
手
段
、
お
よ
び

下
宿
を
利
用
し
た
通
学
に
対
す
る
支
援
交

付
金
を
計
上
）

　
　
市
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
益
田
清
風

高
校
へ
の
入
学
を
促
す
効
果
は
。

　
　
通
学
定
期
相
当
額
か
ら
、
自
己
負
担

と
し
て
市
内
高
校
等
へ
通
学
の
場
合
は
３

万
円
、
市
外
高
校
等
の
場
合
は
６
万
円
を

控
除
し
た
額
を
交
付
す
る
制
度
で
あ
り
、

制
度
上
で
は
、
市
内
高
校
へ
通
う
方
が
経

済
的
負
担
に
お
い

て
有
利
と
な
る
設

計
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
益
田
清
風

高
校
の
魅
力
向
上

に
向
け
て
は
、
通

学
費
支
援
と
は
別

の
枠
組
み
で
施
策

を
展
開
し
て
い
く

考
え
で
す
。

《
老
朽
化
し
た
空
き
家
等
の
除
却
支
援
》

（
空
家
等
対
策
協
議
会
開
催
経
費
の
ほ
か
、

空
き
家
所
有
者
が
自
ら
実
施
す
る
建
物
解

体
処
分
を
支
援
す
る
補
助
金
等
を
計
上
）

　  

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た 

「
不
良

空
家
等
除
却
支
援
事
業
」
に
加
え
、
新
た

な
除
却
支
援
事
業
を
創
設
し
た
経
緯
は
。

　
　
さ
ら
な
る
空
き
家
の
除
却
を
促
進
す

る
た
め
、
国
の
補
助
要
件
を
満
た
さ
ず
、

利
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
中
間
層
に

該
当
す
る
空
き
家
を
対
象
と
す
る
新
た
な

補
助
制
度 

「
老
朽
空
家
等
除
却
支
援
事

業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
中
間
層
に

該
当
す
る
空
き
家
は
、
あ
と
数
年
経
過
す

る
と
不
良
空
き
家
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、

そ
う
な
る
前
に
所
有
者
自
ら
が
こ
の
補
助

金
を
活
用
し
て
早
め
に
除
却
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
い
ま
す
。
こ
の

補
助
制
度
は
、
建
築
士
の
資
格
を
保
有
す

る
市
職
員
、
ま
た
は
空
家
等
対
策
協
議
会

委
員
の
建
築
士
が
、
空
き
家
の
損
傷
状
況

を
判
定
し
、

評
点
が
高
い

順
に 

「
不
良

空
き
家
」、「
老

朽
空
き
家
」

と
区
分
し
、

補
助
金
を
交

付
す
る
も
の

に
な
り
ま
す
。

《
市
立
金
山
病
院
の
医
業
収
支
に
つ
い
て
》

（
病
院
経
営
活
動
に
伴
う
医
業
収
益
と
し

て
、
入
院
は
１
日
平
均
患
者
数
43
人
、
外

来
は
１
日
平
均
患
者
数
１
３
２
人
を
見
込

み
、
総
額
10
億
１
１
０
１
万
６
０
０
０
円

を
計
上
、
そ
れ
に
対
す
る
医
業
費
用
は
12

億
９
３
８
４
万
９
０
０
０
円
を
計
上
）

　  

令
和
７
年
度
３
月
補
正
予
算
に
お
け

る
入
院
患
者
見
込
み
１
日
平
均
23
人
に
対

し
、
令
和
８
年
度
予
算
で
は
43
人
と
な
っ

て
い
る
が
、
大
き
な
差
異
が
生
じ
て
い
る

理
由
は
。
ま
た
、
こ
れ
が
予
算
上
の
目
標

値
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
具
体
的
な
方
策
は
。

　
　
令
和
８
年
度
予
算
に
お
け
る
１
日
平

均
入
院
患
者
数
43
人
は
、
病
床
稼
働
率

80
％
以
上
と
い
う
病
院
経
営
の
適
正
水
準

を
確
保
し
、
市
か
ら
の
繰
入
金
を
最
大
限

抑
え
、
地
域
医
療
を
継
続
す
る
た
め
に
ク

リ
ア
す
べ
き
最
低
限
の
ラ
イ
ン
と
し
て
、
院

内
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
も
の
で
す
。

現
状
と
の
乖
離
は
大
き
い
で
す
が
、
訪
問

診
療
、
訪
問
看
護
の
積
極
的
な
推
進
に
よ

る
在
宅
医
療
の
強
化
と
、
入
院
か
ら
在
宅

ま
で
の
一
貫
し
た
ケ
ア
体
制
の
構
築
に
よ

り
、
病
床
の
効
率
的
運
用
を
図
る
こ
と
で
、

目
標
達
成
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
そ
れ
で
も
改
善
が
見
込
め
な
い

場
合
に
は
、
県
立

下
呂
温
泉
病
院

と
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
た
上

で
、
病
院
機
能
の

適
正
化
や
規
模

縮
小
も
視
野
に
検

討
を
進
め
て
い
く

方
針
で
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答

問

問 問答

答

答

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議案審議の詳細
令和８年３月24日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和８年２月25日
（定例会初日）

★二次元コードから３月定例会の議案の提案
　説明から採決までの映像を動画共有サービス
　「ＹｏｕTｕｂｅ」にて視聴できます。

３月定例会の議案審議の詳細
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第1６号）

【主な補正内容】
●訪問介護推進事業
　不採算地域における訪問介護事業所への補助金増額　2,087千円
●災害対策諸経費臨時
　市内小中学校児童生徒のための防災マット購入費　    3,410千円
●（歳入）ふるさと寄付金
　４月から12月までの収入確定分による増額　         707,213千円 

令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第４号）

（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）
【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●患者数の減による入院収益の減額　△120,687千円
●一般会計繰入金（補助金）の増額　　 100,000千円
問：現状の認識と今後の収支改善の見通しは。
答：病棟の一部削減に伴う入院収益の減少等のなかで、病院運営の
強化を最優先課題とし、新院長のもと、市民に信頼される病院経
営の実現に向けた抜本的な改革と、持続可能な地域医療体制の
構築に全力を注いでいきます。

▲市立金山病院

予算決算　
常任委員会

市立金山病院1階中央待合
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○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【委員会提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和８年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算

令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算

令和８年度下呂市下呂財産区特別会計予算

令和８年度下呂市学校給食費特別会計予算

令和８年度下呂市水道事業会計予算

令和８年度下呂市下水道事業会計予算

令和８年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算

令和８年度下呂市立金山病院事業会計予算

下呂市議会委員会条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会基本条例の一部を改正する条例について

下呂市議会会議規則の一部を改正する規則について

可　決
（全会一致）

― 可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（最終日追加提出）】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第17号） ― 可決（全会一致）

　
３
月
16
日 

か
ら
19
日
の
４
日
間
、
委
員

会
を
開
催
し
、
一
般
会
計
、
７
特
別
会
計
、

４
公
営
企
業
会
計
の
令
和
８
年
度
当
初
予

算
に
つ
い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
地
域
の
魅
力
発
信
と
活
性
化
を
目
指
す

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

（
下
呂
ア
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
２
０
２

６ 

「
芸
術
祭
」
開
催
に
伴
う
運
営
お
よ
び

準
備
経
費
を
計
上
）

　
　
芸
術
祭
に
対
す
る
県
の
支
援
の
見
通

し
と
、
想
定
す
る
来
場
者
数
お
よ
び
経
済

効
果
は
。

　
　
知
事
お
よ
び
関
係
部
長
と
の
面
談
を

通
じ
、
後
援
や
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て

前
向
き
な
意
向
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
作

品
鑑
賞
者
と
し
て
は
、
延
べ
３
万
人
以
上

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
１

回
目
と
な
る
令
和
８
年
度
を
ト
ラ
イ
ア
ル

と
し
て
位
置
づ
け
、
着
実
に
実
施
し
、「
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
」
や 

「
越
後
妻
有
大
地

の
芸
術
祭
」
の
よ
う
に
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
、
下
呂
市
独
自
の
形
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。併
せ
て
、

経
済
効
果
の
算
定
に
つ
い
て
も
、
適
切
な

検
証
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

《
高
校
生
等
へ
の
通
学
支
援
》

（
高
校
生
等
の
Ｊ
Ｒ 

・
バ
ス
に
よ
る
通
学

定
期
代
、
そ
の
他
の
通
学
手
段
、
お
よ
び

下
宿
を
利
用
し
た
通
学
に
対
す
る
支
援
交

付
金
を
計
上
）

　
　
市
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
益
田
清
風

高
校
へ
の
入
学
を
促
す
効
果
は
。

　
　
通
学
定
期
相
当
額
か
ら
、
自
己
負
担

と
し
て
市
内
高
校
等
へ
通
学
の
場
合
は
３

万
円
、
市
外
高
校
等
の
場
合
は
６
万
円
を

控
除
し
た
額
を
交
付
す
る
制
度
で
あ
り
、

制
度
上
で
は
、
市
内
高
校
へ
通
う
方
が
経

済
的
負
担
に
お
い

て
有
利
と
な
る
設

計
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
益
田
清
風

高
校
の
魅
力
向
上

に
向
け
て
は
、
通

学
費
支
援
と
は
別

の
枠
組
み
で
施
策

を
展
開
し
て
い
く

考
え
で
す
。

《
老
朽
化
し
た
空
き
家
等
の
除
却
支
援
》

（
空
家
等
対
策
協
議
会
開
催
経
費
の
ほ
か
、

空
き
家
所
有
者
が
自
ら
実
施
す
る
建
物
解

体
処
分
を
支
援
す
る
補
助
金
等
を
計
上
）

　  

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た 

「
不
良

空
家
等
除
却
支
援
事
業
」
に
加
え
、
新
た

な
除
却
支
援
事
業
を
創
設
し
た
経
緯
は
。

　
　
さ
ら
な
る
空
き
家
の
除
却
を
促
進
す

る
た
め
、
国
の
補
助
要
件
を
満
た
さ
ず
、

利
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
中
間
層
に

該
当
す
る
空
き
家
を
対
象
と
す
る
新
た
な

補
助
制
度 

「
老
朽
空
家
等
除
却
支
援
事

業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
中
間
層
に

該
当
す
る
空
き
家
は
、
あ
と
数
年
経
過
す

る
と
不
良
空
き
家
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、

そ
う
な
る
前
に
所
有
者
自
ら
が
こ
の
補
助

金
を
活
用
し
て
早
め
に
除
却
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
い
ま
す
。
こ
の

補
助
制
度
は
、
建
築
士
の
資
格
を
保
有
す

る
市
職
員
、
ま
た
は
空
家
等
対
策
協
議
会

委
員
の
建
築
士
が
、
空
き
家
の
損
傷
状
況

を
判
定
し
、

評
点
が
高
い

順
に 

「
不
良

空
き
家
」、「
老

朽
空
き
家
」

と
区
分
し
、

補
助
金
を
交

付
す
る
も
の

に
な
り
ま
す
。

《
市
立
金
山
病
院
の
医
業
収
支
に
つ
い
て
》

（
病
院
経
営
活
動
に
伴
う
医
業
収
益
と
し

て
、
入
院
は
１
日
平
均
患
者
数
43
人
、
外

来
は
１
日
平
均
患
者
数
１
３
２
人
を
見
込

み
、
総
額
10
億
１
１
０
１
万
６
０
０
０
円

を
計
上
、
そ
れ
に
対
す
る
医
業
費
用
は
12

億
９
３
８
４
万
９
０
０
０
円
を
計
上
）

　  

令
和
７
年
度
３
月
補
正
予
算
に
お
け

る
入
院
患
者
見
込
み
１
日
平
均
23
人
に
対

し
、
令
和
８
年
度
予
算
で
は
43
人
と
な
っ

て
い
る
が
、
大
き
な
差
異
が
生
じ
て
い
る

理
由
は
。
ま
た
、
こ
れ
が
予
算
上
の
目
標

値
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
具
体
的
な
方
策
は
。

　
　
令
和
８
年
度
予
算
に
お
け
る
１
日
平

均
入
院
患
者
数
43
人
は
、
病
床
稼
働
率

80
％
以
上
と
い
う
病
院
経
営
の
適
正
水
準

を
確
保
し
、
市
か
ら
の
繰
入
金
を
最
大
限

抑
え
、
地
域
医
療
を
継
続
す
る
た
め
に
ク

リ
ア
す
べ
き
最
低
限
の
ラ
イ
ン
と
し
て
、
院

内
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
も
の
で
す
。

現
状
と
の
乖
離
は
大
き
い
で
す
が
、
訪
問

診
療
、
訪
問
看
護
の
積
極
的
な
推
進
に
よ

る
在
宅
医
療
の
強
化
と
、
入
院
か
ら
在
宅

ま
で
の
一
貫
し
た
ケ
ア
体
制
の
構
築
に
よ

り
、
病
床
の
効
率
的
運
用
を
図
る
こ
と
で
、

目
標
達
成
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
そ
れ
で
も
改
善
が
見
込
め
な
い

場
合
に
は
、
県
立

下
呂
温
泉
病
院

と
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
た
上

で
、
病
院
機
能
の

適
正
化
や
規
模

縮
小
も
視
野
に
検

討
を
進
め
て
い
く

方
針
で
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答

問

問 問答

答

答

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議案審議の詳細
令和８年３月24日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和８年２月25日
（定例会初日）

★二次元コードから３月定例会の議案の提案
　説明から採決までの映像を動画共有サービス
　「ＹｏｕTｕｂｅ」にて視聴できます。

３月定例会の議案審議の詳細
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第1６号）

【主な補正内容】
●訪問介護推進事業
　不採算地域における訪問介護事業所への補助金増額　2,087千円
●災害対策諸経費臨時
　市内小中学校児童生徒のための防災マット購入費　    3,410千円
●（歳入）ふるさと寄付金
　４月から12月までの収入確定分による増額　         707,213千円 

令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第４号）

（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）
【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●患者数の減による入院収益の減額　△120,687千円
●一般会計繰入金（補助金）の増額　　 100,000千円
問：現状の認識と今後の収支改善の見通しは。
答：病棟の一部削減に伴う入院収益の減少等のなかで、病院運営の
強化を最優先課題とし、新院長のもと、市民に信頼される病院経
営の実現に向けた抜本的な改革と、持続可能な地域医療体制の
構築に全力を注いでいきます。

▲市立金山病院

予算決算　
常任委員会

市立金山病院1階中央待合
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○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【委員会提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和８年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算

令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算

令和８年度下呂市下呂財産区特別会計予算

令和８年度下呂市学校給食費特別会計予算

令和８年度下呂市水道事業会計予算

令和８年度下呂市下水道事業会計予算

令和８年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算

令和８年度下呂市立金山病院事業会計予算

下呂市議会委員会条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会基本条例の一部を改正する条例について

下呂市議会会議規則の一部を改正する規則について

可　決
（全会一致）

― 可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（最終日追加提出）】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第17号） ― 可決（全会一致）

　
３
月
16
日 

か
ら
19
日
の
４
日
間
、
委
員

会
を
開
催
し
、
一
般
会
計
、
７
特
別
会
計
、

４
公
営
企
業
会
計
の
令
和
８
年
度
当
初
予

算
に
つ
い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
地
域
の
魅
力
発
信
と
活
性
化
を
目
指
す

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

（
下
呂
ア
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
２
０
２

６ 

「
芸
術
祭
」
開
催
に
伴
う
運
営
お
よ
び

準
備
経
費
を
計
上
）

　
　
芸
術
祭
に
対
す
る
県
の
支
援
の
見
通

し
と
、
想
定
す
る
来
場
者
数
お
よ
び
経
済

効
果
は
。

　
　
知
事
お
よ
び
関
係
部
長
と
の
面
談
を

通
じ
、
後
援
や
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て

前
向
き
な
意
向
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
作

品
鑑
賞
者
と
し
て
は
、
延
べ
３
万
人
以
上

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
１

回
目
と
な
る
令
和
８
年
度
を
ト
ラ
イ
ア
ル

と
し
て
位
置
づ
け
、
着
実
に
実
施
し
、「
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
」
や 
「
越
後
妻
有
大
地

の
芸
術
祭
」
の
よ
う
に
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
、
下
呂
市
独
自
の
形
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。併
せ
て
、

経
済
効
果
の
算
定
に
つ
い
て
も
、
適
切
な

検
証
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

《
高
校
生
等
へ
の
通
学
支
援
》

（
高
校
生
等
の
Ｊ
Ｒ 

・
バ
ス
に
よ
る
通
学

定
期
代
、
そ
の
他
の
通
学
手
段
、
お
よ
び

下
宿
を
利
用
し
た
通
学
に
対
す
る
支
援
交

付
金
を
計
上
）

　
　
市
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
益
田
清
風

高
校
へ
の
入
学
を
促
す
効
果
は
。

　
　
通
学
定
期
相
当
額
か
ら
、
自
己
負
担

と
し
て
市
内
高
校
等
へ
通
学
の
場
合
は
３

万
円
、
市
外
高
校
等
の
場
合
は
６
万
円
を

控
除
し
た
額
を
交
付
す
る
制
度
で
あ
り
、

制
度
上
で
は
、
市
内
高
校
へ
通
う
方
が
経

済
的
負
担
に
お
い

て
有
利
と
な
る
設

計
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
益
田
清
風

高
校
の
魅
力
向
上

に
向
け
て
は
、
通

学
費
支
援
と
は
別

の
枠
組
み
で
施
策

を
展
開
し
て
い
く

考
え
で
す
。

《
老
朽
化
し
た
空
き
家
等
の
除
却
支
援
》

（
空
家
等
対
策
協
議
会
開
催
経
費
の
ほ
か
、

空
き
家
所
有
者
が
自
ら
実
施
す
る
建
物
解

体
処
分
を
支
援
す
る
補
助
金
等
を
計
上
）

　  

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た 

「
不
良

空
家
等
除
却
支
援
事
業
」
に
加
え
、
新
た

な
除
却
支
援
事
業
を
創
設
し
た
経
緯
は
。

　
　
さ
ら
な
る
空
き
家
の
除
却
を
促
進
す

る
た
め
、
国
の
補
助
要
件
を
満
た
さ
ず
、

利
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
中
間
層
に

該
当
す
る
空
き
家
を
対
象
と
す
る
新
た
な

補
助
制
度 

「
老
朽
空
家
等
除
却
支
援
事

業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
中
間
層
に

該
当
す
る
空
き
家
は
、
あ
と
数
年
経
過
す

る
と
不
良
空
き
家
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、

そ
う
な
る
前
に
所
有
者
自
ら
が
こ
の
補
助

金
を
活
用
し
て
早
め
に
除
却
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
い
ま
す
。
こ
の

補
助
制
度
は
、
建
築
士
の
資
格
を
保
有
す

る
市
職
員
、
ま
た
は
空
家
等
対
策
協
議
会

委
員
の
建
築
士
が
、
空
き
家
の
損
傷
状
況

を
判
定
し
、

評
点
が
高
い

順
に 

「
不
良

空
き
家
」、「
老

朽
空
き
家
」

と
区
分
し
、

補
助
金
を
交

付
す
る
も
の

に
な
り
ま
す
。

《
市
立
金
山
病
院
の
医
業
収
支
に
つ
い
て
》

（
病
院
経
営
活
動
に
伴
う
医
業
収
益
と
し

て
、
入
院
は
１
日
平
均
患
者
数
43
人
、
外

来
は
１
日
平
均
患
者
数
１
３
２
人
を
見
込

み
、
総
額
10
億
１
１
０
１
万
６
０
０
０
円

を
計
上
、
そ
れ
に
対
す
る
医
業
費
用
は
12

億
９
３
８
４
万
９
０
０
０
円
を
計
上
）

　  

令
和
７
年
度
３
月
補
正
予
算
に
お
け

る
入
院
患
者
見
込
み
１
日
平
均
23
人
に
対

し
、
令
和
８
年
度
予
算
で
は
43
人
と
な
っ

て
い
る
が
、
大
き
な
差
異
が
生
じ
て
い
る

理
由
は
。
ま
た
、
こ
れ
が
予
算
上
の
目
標

値
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
具
体
的
な
方
策
は
。

　
　
令
和
８
年
度
予
算
に
お
け
る
１
日
平

均
入
院
患
者
数
43
人
は
、
病
床
稼
働
率

80
％
以
上
と
い
う
病
院
経
営
の
適
正
水
準

を
確
保
し
、
市
か
ら
の
繰
入
金
を
最
大
限

抑
え
、
地
域
医
療
を
継
続
す
る
た
め
に
ク

リ
ア
す
べ
き
最
低
限
の
ラ
イ
ン
と
し
て
、
院

内
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
も
の
で
す
。

現
状
と
の
乖
離
は
大
き
い
で
す
が
、
訪
問

診
療
、
訪
問
看
護
の
積
極
的
な
推
進
に
よ

る
在
宅
医
療
の
強
化
と
、
入
院
か
ら
在
宅

ま
で
の
一
貫
し
た
ケ
ア
体
制
の
構
築
に
よ

り
、
病
床
の
効
率
的
運
用
を
図
る
こ
と
で
、

目
標
達
成
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
そ
れ
で
も
改
善
が
見
込
め
な
い

場
合
に
は
、
県
立

下
呂
温
泉
病
院

と
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
た
上

で
、
病
院
機
能
の

適
正
化
や
規
模

縮
小
も
視
野
に
検

討
を
進
め
て
い
く

方
針
で
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答

問

問 問答

答

答

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議案審議の詳細
令和８年３月24日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和８年２月25日
（定例会初日）

★二次元コードから３月定例会の議案の提案
　説明から採決までの映像を動画共有サービス
　「ＹｏｕTｕｂｅ」にて視聴できます。

３月定例会の議案審議の詳細
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第1６号）

【主な補正内容】
●訪問介護推進事業
　不採算地域における訪問介護事業所への補助金増額　2,087千円
●災害対策諸経費臨時
　市内小中学校児童生徒のための防災マット購入費　    3,410千円
●（歳入）ふるさと寄付金
　４月から12月までの収入確定分による増額　         707,213千円 

令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第４号）

（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）
【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●患者数の減による入院収益の減額　△120,687千円
●一般会計繰入金（補助金）の増額　　 100,000千円
問：現状の認識と今後の収支改善の見通しは。
答：病棟の一部削減に伴う入院収益の減少等のなかで、病院運営の
強化を最優先課題とし、新院長のもと、市民に信頼される病院経
営の実現に向けた抜本的な改革と、持続可能な地域医療体制の
構築に全力を注いでいきます。

▲市立金山病院

予算決算　
常任委員会

市立金山病院1階中央待合
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○（引き続き）全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

○全会一致で可決した議案【委員会提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和８年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算

令和８年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算

令和８年度下呂市下呂財産区特別会計予算

令和８年度下呂市学校給食費特別会計予算

令和８年度下呂市水道事業会計予算

令和８年度下呂市下水道事業会計予算

令和８年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算

令和８年度下呂市立金山病院事業会計予算

下呂市議会委員会条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会基本条例の一部を改正する条例について

下呂市議会会議規則の一部を改正する規則について

可　決
（全会一致）

― 可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案（最終日追加提出）】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

令和７年度下呂市一般会計補正予算（第17号） ― 可決（全会一致）

　
３
月
16
日 

か
ら
19
日
の
４
日
間
、
委
員

会
を
開
催
し
、
一
般
会
計
、
７
特
別
会
計
、

４
公
営
企
業
会
計
の
令
和
８
年
度
当
初
予

算
に
つ
い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

《
地
域
の
魅
力
発
信
と
活
性
化
を
目
指
す

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

（
下
呂
ア
ー
ト
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
２
０
２

６ 

「
芸
術
祭
」
開
催
に
伴
う
運
営
お
よ
び

準
備
経
費
を
計
上
）

　
　
芸
術
祭
に
対
す
る
県
の
支
援
の
見
通

し
と
、
想
定
す
る
来
場
者
数
お
よ
び
経
済

効
果
は
。

　
　
知
事
お
よ
び
関
係
部
長
と
の
面
談
を

通
じ
、
後
援
や
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て

前
向
き
な
意
向
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
作

品
鑑
賞
者
と
し
て
は
、
延
べ
３
万
人
以
上

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
１

回
目
と
な
る
令
和
８
年
度
を
ト
ラ
イ
ア
ル

と
し
て
位
置
づ
け
、
着
実
に
実
施
し
、「
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
」
や 

「
越
後
妻
有
大
地

の
芸
術
祭
」
の
よ
う
に
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
、
下
呂
市
独
自
の
形
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。併
せ
て
、

経
済
効
果
の
算
定
に
つ
い
て
も
、
適
切
な

検
証
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

《
高
校
生
等
へ
の
通
学
支
援
》

（
高
校
生
等
の
Ｊ
Ｒ 

・
バ
ス
に
よ
る
通
学

定
期
代
、
そ
の
他
の
通
学
手
段
、
お
よ
び

下
宿
を
利
用
し
た
通
学
に
対
す
る
支
援
交

付
金
を
計
上
）

　
　
市
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
益
田
清
風

高
校
へ
の
入
学
を
促
す
効
果
は
。

　
　
通
学
定
期
相
当
額
か
ら
、
自
己
負
担

と
し
て
市
内
高
校
等
へ
通
学
の
場
合
は
３

万
円
、
市
外
高
校
等
の
場
合
は
６
万
円
を

控
除
し
た
額
を
交
付
す
る
制
度
で
あ
り
、

制
度
上
で
は
、
市
内
高
校
へ
通
う
方
が
経

済
的
負
担
に
お
い

て
有
利
と
な
る
設

計
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
益
田
清
風

高
校
の
魅
力
向
上

に
向
け
て
は
、
通

学
費
支
援
と
は
別

の
枠
組
み
で
施
策

を
展
開
し
て
い
く

考
え
で
す
。

《
老
朽
化
し
た
空
き
家
等
の
除
却
支
援
》

（
空
家
等
対
策
協
議
会
開
催
経
費
の
ほ
か
、

空
き
家
所
有
者
が
自
ら
実
施
す
る
建
物
解

体
処
分
を
支
援
す
る
補
助
金
等
を
計
上
）

　  

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た 

「
不
良

空
家
等
除
却
支
援
事
業
」
に
加
え
、
新
た

な
除
却
支
援
事
業
を
創
設
し
た
経
緯
は
。

　
　
さ
ら
な
る
空
き
家
の
除
却
を
促
進
す

る
た
め
、
国
の
補
助
要
件
を
満
た
さ
ず
、

利
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
中
間
層
に

該
当
す
る
空
き
家
を
対
象
と
す
る
新
た
な

補
助
制
度 

「
老
朽
空
家
等
除
却
支
援
事

業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
中
間
層
に

該
当
す
る
空
き
家
は
、
あ
と
数
年
経
過
す

る
と
不
良
空
き
家
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、

そ
う
な
る
前
に
所
有
者
自
ら
が
こ
の
補
助

金
を
活
用
し
て
早
め
に
除
却
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
い
ま
す
。
こ
の

補
助
制
度
は
、
建
築
士
の
資
格
を
保
有
す

る
市
職
員
、
ま
た
は
空
家
等
対
策
協
議
会

委
員
の
建
築
士
が
、
空
き
家
の
損
傷
状
況

を
判
定
し
、

評
点
が
高
い

順
に 

「
不
良

空
き
家
」、「
老

朽
空
き
家
」

と
区
分
し
、

補
助
金
を
交

付
す
る
も
の

に
な
り
ま
す
。

《
市
立
金
山
病
院
の
医
業
収
支
に
つ
い
て
》

（
病
院
経
営
活
動
に
伴
う
医
業
収
益
と
し

て
、
入
院
は
１
日
平
均
患
者
数
43
人
、
外

来
は
１
日
平
均
患
者
数
１
３
２
人
を
見
込

み
、
総
額
10
億
１
１
０
１
万
６
０
０
０
円

を
計
上
、
そ
れ
に
対
す
る
医
業
費
用
は
12

億
９
３
８
４
万
９
０
０
０
円
を
計
上
）

　  

令
和
７
年
度
３
月
補
正
予
算
に
お
け

る
入
院
患
者
見
込
み
１
日
平
均
23
人
に
対

し
、
令
和
８
年
度
予
算
で
は
43
人
と
な
っ

て
い
る
が
、
大
き
な
差
異
が
生
じ
て
い
る

理
由
は
。
ま
た
、
こ
れ
が
予
算
上
の
目
標

値
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
具
体
的
な
方
策
は
。

　
　
令
和
８
年
度
予
算
に
お
け
る
１
日
平

均
入
院
患
者
数
43
人
は
、
病
床
稼
働
率

80
％
以
上
と
い
う
病
院
経
営
の
適
正
水
準

を
確
保
し
、
市
か
ら
の
繰
入
金
を
最
大
限

抑
え
、
地
域
医
療
を
継
続
す
る
た
め
に
ク

リ
ア
す
べ
き
最
低
限
の
ラ
イ
ン
と
し
て
、
院

内
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
も
の
で
す
。

現
状
と
の
乖
離
は
大
き
い
で
す
が
、
訪
問

診
療
、
訪
問
看
護
の
積
極
的
な
推
進
に
よ

る
在
宅
医
療
の
強
化
と
、
入
院
か
ら
在
宅

ま
で
の
一
貫
し
た
ケ
ア
体
制
の
構
築
に
よ

り
、
病
床
の
効
率
的
運
用
を
図
る
こ
と
で
、

目
標
達
成
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
そ
れ
で
も
改
善
が
見
込
め
な
い

場
合
に
は
、
県
立

下
呂
温
泉
病
院

と
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
た
上

で
、
病
院
機
能
の

適
正
化
や
規
模

縮
小
も
視
野
に
検

討
を
進
め
て
い
く

方
針
で
す
。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

問答

問

問 問答

答

答

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議案審議の詳細
令和８年３月24日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和８年２月25日
（定例会初日）

★二次元コードから３月定例会の議案の提案
　説明から採決までの映像を動画共有サービス
　「ＹｏｕTｕｂｅ」にて視聴できます。

３月定例会の議案審議の詳細
令和７年度下呂市一般会計補正予算（第1６号）

【主な補正内容】
●訪問介護推進事業
　不採算地域における訪問介護事業所への補助金増額　2,087千円
●災害対策諸経費臨時
　市内小中学校児童生徒のための防災マット購入費　    3,410千円
●（歳入）ふるさと寄付金
　４月から12月までの収入確定分による増額　         707,213千円 

令和７年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第４号）

（市長提出議案：予算決算常任委員会審査付託）
【全会一致で可決】

【主な補正内容】
●患者数の減による入院収益の減額　△120,687千円
●一般会計繰入金（補助金）の増額　　 100,000千円
問：現状の認識と今後の収支改善の見通しは。
答：病棟の一部削減に伴う入院収益の減少等のなかで、病院運営の
強化を最優先課題とし、新院長のもと、市民に信頼される病院経
営の実現に向けた抜本的な改革と、持続可能な地域医療体制の
構築に全力を注いでいきます。

▲市立金山病院

予算決算　
常任委員会

市立金山病院1階中央待合
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民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
３
月
12
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
20
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
一
般
住
宅
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
市
が
設
置
す
る
一
般
住
宅
の
入
居
者
資

格
に
つ
い
て
拡
充
を
図
り
、
移
住
施
策
に

活
用
す
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
）

　
　
移
住
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
す
る

上
で
の
必
要
な
条
例
改
正
で
あ
る
が
入
居

す
る
条
件
は
。

　
　
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
、
ま

た
は
住
民
登
録
を
こ

れ
か
ら
行
う
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
住
お
た
め

し
以
外
に
も
、
短
期

的
に
市
内
で
仕
事
を

す
る
た
め
の
単
身
赴

任
と
い
っ
た
よ
う
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
移
住
を
希
望

す
る
も
の
と
い
う
よ

う
な
扱
い
を
加
え
て

い
ま
す
。

《
下
呂
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
》

（
下
呂
市
介
護
保
険
基
金
の
活
用
範
囲
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
下
呂
市
ふ
る
さ
と

基
金
を
廃
止
す
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
こ
の
基
金
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
今

ま
で
一
般
会
計
の
中
で
や
っ
て
い
た
事
業

が
、
介
護
保
険
の
事
業
と
な
る
の
か
。

　
　
今
ま
で
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
た
訪

問
介
護
事
業
へ
の

補
助
金
交
付
な
ど

を
市
町
村
独
自
事

業
と
し
て
介
護
保

険
特
別
会
計
で
実

施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
他
の
介
護
保

険
事
業
と
同
様
に

基
金
活
用
で
き
る

よ
う
改
正
す
る
も

の
で
す
。

《
下
呂
市
児
童
福
祉
金
支
給
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
国 
・
県
の
制
度
変
更
を
踏
ま
え
、
市
の

施
策
を
再
構
築
す
る
中
で
、
重
複
整
理
と

空
白
の
解
消
を
図
り
、
地
域
実
情
に
即
し

た
負
担
軽
減
を
図
る
新
制
度
へ
移
行
す
る

た
め
、
特
定
世
帯
を
対
象
と
し
た
当
該
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
）

　
　
既
存
の
就
学
援
助
制
度
が
拡
充
さ

れ
、
実
際
の
必
要
額
に
追
い
つ
く
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
く
ら
い
増

額
さ
れ
る
の
か
。

　
　
小
学
校
へ
の

入
学
準
備
資
金
が

現
在
の
５
万
７
０

６
０
円
か
ら
７
千

円
程
度
増
額
さ
れ
、

中
学
生
に
つ
い
て

は
６
万
３
千
円
か

ら
１
万
８
千
円
の

増
額
と
な
り
ま
す
。

問

問 問

答

答答

　
２
月
25
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
10
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
令
和
８
年
度
組
織
再
編
等
に
伴
い
職
員

定
数
を
改
め
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
類
似
団
体
と
比
べ
職
員
数
が
多
い
現

状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
職
員
の
定
数
適
正

化
計
画
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
本
市
の
人
口
千
人
当
た
り
の
職
員
数

は
15
・
31
人
と
、高
山
市 

（
8
・
79
人
） 

に
比

べ
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
20

〜
30
代
が
少
な
い
年
齢
構
成
の
偏
り
を
解

消
す
る
た
め
、
若
手

を
積
極
的
に
採
用
し

て
お
り
一
時
的
に
定

数
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
10
数
年
後
に
は

構
成
の
均
衡
が
保
た

れ
る
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
雇
用
の
維
持

と
い
う
役
割
も
勘
案

し
、
中
長
期
的
な
視

点
で
適
正
化
に
努
め

ま
す
。

《
下
呂
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
こ
ど
も
園
で
勤
務
す
る
市
保
育
士
の
勤

務
条
件
を
総
合
的
に
見
直
し
、
市
保
育
士

給
与
に
関
す
る
当
該
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
）

　
　
市
直
営
の
こ
ど
も
園
と
指
定
管
理
の

こ
ど
も
園
と
で
、
職
員
の
給
与
体
系
が
一

本
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
指
定
管
理
施
設
は
福
祉
職
給
料
表
を

基
本
と
し
て
お
り
、
市
直
営
の
こ
ど
も
園

に
お
い
て
も
、
今
回
、
同
じ
福
祉
職
給
料

表
に
移
行
す
る
も
の
で
す
。
初
任
給
が
よ

り
高
い
福
祉
職
の
基
準
を
適
用
す
る
こ
と

で
、
採
用
面
で
の
優
位
性
を
高
め
、
人
材

の
安
定
確
保
を
図
り
ま
す
。

《
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
子
ど
も 

・
子
育
て
支
援
法
等
の
改
正
、

令
和
８
年
度
分
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

及
び
税
額
を
改
め
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
基
金
を
活
用
し
た
保
険
税
の
抑
制
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
令
和
11
年
度
ま
で
に
県
内
の
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
が
統
一
化
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
基

金
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
今
後
の
急

激
な
保
険
税
の
増

額
が
抑
え
ら
れ
る

も
の
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

問

問問

答

答 答

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

３月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

加
藤
久
人

大
西
尚
子

下
平
裕
次
郎

□
□
□

組織再編による市政運営の方向性

空き家対策の強化

湯めぐり館の市直営化に伴う今後の方向性

□
□
□

下呂アートディスカバリー 2026の今後の展開

組織再編に伴う今後の振興事務所のあり方

市内道路事業の進捗状況と今後の課題

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□

□
□

谷沿倒木処理事業の現状と課題、今後の
方向性
森林造成組合の必要性
森林経営管理制度に基づく取組状況

高
井
範
和

□
□
「上ケ平サンビレッジ」の存続

市長公約実現に向けた新年度予算と組織
再編

□
□
交通空白地解消と新たな交通の創出

地域コミュニティの核となる多様な遊び場
の創出

桂
川
融
己

鷲
見
昌
己

森

　哲
士

□
□
上下水道事業の持続可能な運営

消防団活動の今後の方向性

□
□
家庭ごみの出し方

救急搬送に係る現状と課題

□
□
森林づくりの現状と今後の課題

市内における民泊の現状と支援策

田
中
喜
登

尾
里
集
務

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

□
□
農業の担い手確保

バス停のあり方

□
□
多文化共生への新たな施策

環境事業への取り組みと環境備品の活用

□

□

障がい者就労支援と親亡き後の安心を支
える体制づくり

子どもの健康教育 ×持続可能な下呂市

□ 公共施設の見直しに向けた取り組み

桂
川
い
ず
み

□
□
オーガニックビレッジ宣言に向けた取り組み

ＤＸ推進による行政サービス向上と職員の
業務移行

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。 民生教育まちづくり

常任委員会
総務産業建設
常任委員会

９　　下呂市議会だより 2026.5 No.88 下呂市議会だより 2026.5 No.88　　８
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民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
３
月
12
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
20
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
一
般
住
宅
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
市
が
設
置
す
る
一
般
住
宅
の
入
居
者
資

格
に
つ
い
て
拡
充
を
図
り
、
移
住
施
策
に

活
用
す
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
）

　
　
移
住
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
す
る

上
で
の
必
要
な
条
例
改
正
で
あ
る
が
入
居

す
る
条
件
は
。

　
　
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
、
ま

た
は
住
民
登
録
を
こ

れ
か
ら
行
う
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
住
お
た
め

し
以
外
に
も
、
短
期

的
に
市
内
で
仕
事
を

す
る
た
め
の
単
身
赴

任
と
い
っ
た
よ
う
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
移
住
を
希
望

す
る
も
の
と
い
う
よ

う
な
扱
い
を
加
え
て

い
ま
す
。

《
下
呂
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
》

（
下
呂
市
介
護
保
険
基
金
の
活
用
範
囲
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
下
呂
市
ふ
る
さ
と

基
金
を
廃
止
す
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
こ
の
基
金
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
今

ま
で
一
般
会
計
の
中
で
や
っ
て
い
た
事
業

が
、
介
護
保
険
の
事
業
と
な
る
の
か
。

　
　
今
ま
で
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
た
訪

問
介
護
事
業
へ
の

補
助
金
交
付
な
ど

を
市
町
村
独
自
事

業
と
し
て
介
護
保

険
特
別
会
計
で
実

施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
他
の
介
護
保

険
事
業
と
同
様
に

基
金
活
用
で
き
る

よ
う
改
正
す
る
も

の
で
す
。

《
下
呂
市
児
童
福
祉
金
支
給
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
国 

・
県
の
制
度
変
更
を
踏
ま
え
、
市
の

施
策
を
再
構
築
す
る
中
で
、
重
複
整
理
と

空
白
の
解
消
を
図
り
、
地
域
実
情
に
即
し

た
負
担
軽
減
を
図
る
新
制
度
へ
移
行
す
る

た
め
、
特
定
世
帯
を
対
象
と
し
た
当
該
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
）

　
　
既
存
の
就
学
援
助
制
度
が
拡
充
さ

れ
、
実
際
の
必
要
額
に
追
い
つ
く
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
く
ら
い
増

額
さ
れ
る
の
か
。

　
　
小
学
校
へ
の

入
学
準
備
資
金
が

現
在
の
５
万
７
０

６
０
円
か
ら
７
千

円
程
度
増
額
さ
れ
、

中
学
生
に
つ
い
て

は
６
万
３
千
円
か

ら
１
万
８
千
円
の

増
額
と
な
り
ま
す
。

問

問 問

答

答答

　
２
月
25
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
10
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
令
和
８
年
度
組
織
再
編
等
に
伴
い
職
員

定
数
を
改
め
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
類
似
団
体
と
比
べ
職
員
数
が
多
い
現

状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
職
員
の
定
数
適
正

化
計
画
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
本
市
の
人
口
千
人
当
た
り
の
職
員
数

は
15
・
31
人
と
、高
山
市 

（
8
・
79
人
） 

に
比

べ
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
20

〜
30
代
が
少
な
い
年
齢
構
成
の
偏
り
を
解

消
す
る
た
め
、
若
手

を
積
極
的
に
採
用
し

て
お
り
一
時
的
に
定

数
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
10
数
年
後
に
は

構
成
の
均
衡
が
保
た

れ
る
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
雇
用
の
維
持

と
い
う
役
割
も
勘
案

し
、
中
長
期
的
な
視

点
で
適
正
化
に
努
め

ま
す
。

《
下
呂
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
こ
ど
も
園
で
勤
務
す
る
市
保
育
士
の
勤

務
条
件
を
総
合
的
に
見
直
し
、
市
保
育
士

給
与
に
関
す
る
当
該
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
）

　
　
市
直
営
の
こ
ど
も
園
と
指
定
管
理
の

こ
ど
も
園
と
で
、
職
員
の
給
与
体
系
が
一

本
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
指
定
管
理
施
設
は
福
祉
職
給
料
表
を

基
本
と
し
て
お
り
、
市
直
営
の
こ
ど
も
園

に
お
い
て
も
、
今
回
、
同
じ
福
祉
職
給
料

表
に
移
行
す
る
も
の
で
す
。
初
任
給
が
よ

り
高
い
福
祉
職
の
基
準
を
適
用
す
る
こ
と

で
、
採
用
面
で
の
優
位
性
を
高
め
、
人
材

の
安
定
確
保
を
図
り
ま
す
。

《
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
子
ど
も 

・
子
育
て
支
援
法
等
の
改
正
、

令
和
８
年
度
分
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

及
び
税
額
を
改
め
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
基
金
を
活
用
し
た
保
険
税
の
抑
制
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
令
和
11
年
度
ま
で
に
県
内
の
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
が
統
一
化
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
基

金
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
今
後
の
急

激
な
保
険
税
の
増

額
が
抑
え
ら
れ
る

も
の
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

問

問問

答

答 答

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

３月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

加
藤
久
人

大
西
尚
子

下
平
裕
次
郎

□
□
□

組織再編による市政運営の方向性

空き家対策の強化

湯めぐり館の市直営化に伴う今後の方向性

□
□
□

下呂アートディスカバリー 2026の今後の展開

組織再編に伴う今後の振興事務所のあり方

市内道路事業の進捗状況と今後の課題

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□

□
□

谷沿倒木処理事業の現状と課題、今後の
方向性
森林造成組合の必要性
森林経営管理制度に基づく取組状況

高
井
範
和

□
□
「上ケ平サンビレッジ」の存続

市長公約実現に向けた新年度予算と組織
再編

□
□
交通空白地解消と新たな交通の創出

地域コミュニティの核となる多様な遊び場
の創出

桂
川
融
己

鷲
見
昌
己

森

　哲
士

□
□
上下水道事業の持続可能な運営

消防団活動の今後の方向性

□
□
家庭ごみの出し方

救急搬送に係る現状と課題

□
□
森林づくりの現状と今後の課題

市内における民泊の現状と支援策

田
中
喜
登

尾
里
集
務

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

□
□
農業の担い手確保

バス停のあり方

□
□
多文化共生への新たな施策

環境事業への取り組みと環境備品の活用

□

□

障がい者就労支援と親亡き後の安心を支
える体制づくり

子どもの健康教育 ×持続可能な下呂市

□ 公共施設の見直しに向けた取り組み

桂
川
い
ず
み

□
□
オーガニックビレッジ宣言に向けた取り組み

ＤＸ推進による行政サービス向上と職員の
業務移行

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。 民生教育まちづくり

常任委員会
総務産業建設
常任委員会
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民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
３
月
12
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
20
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
一
般
住
宅
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
市
が
設
置
す
る
一
般
住
宅
の
入
居
者
資

格
に
つ
い
て
拡
充
を
図
り
、
移
住
施
策
に

活
用
す
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
）

　
　
移
住
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
す
る

上
で
の
必
要
な
条
例
改
正
で
あ
る
が
入
居

す
る
条
件
は
。

　
　
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
、
ま

た
は
住
民
登
録
を
こ

れ
か
ら
行
う
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
住
お
た
め

し
以
外
に
も
、
短
期

的
に
市
内
で
仕
事
を

す
る
た
め
の
単
身
赴

任
と
い
っ
た
よ
う
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
移
住
を
希
望

す
る
も
の
と
い
う
よ

う
な
扱
い
を
加
え
て

い
ま
す
。

《
下
呂
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
》

（
下
呂
市
介
護
保
険
基
金
の
活
用
範
囲
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
下
呂
市
ふ
る
さ
と

基
金
を
廃
止
す
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
こ
の
基
金
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
今

ま
で
一
般
会
計
の
中
で
や
っ
て
い
た
事
業

が
、
介
護
保
険
の
事
業
と
な
る
の
か
。

　
　
今
ま
で
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
た
訪

問
介
護
事
業
へ
の

補
助
金
交
付
な
ど

を
市
町
村
独
自
事

業
と
し
て
介
護
保

険
特
別
会
計
で
実

施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
他
の
介
護
保

険
事
業
と
同
様
に

基
金
活
用
で
き
る

よ
う
改
正
す
る
も

の
で
す
。

《
下
呂
市
児
童
福
祉
金
支
給
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
国 

・
県
の
制
度
変
更
を
踏
ま
え
、
市
の

施
策
を
再
構
築
す
る
中
で
、
重
複
整
理
と

空
白
の
解
消
を
図
り
、
地
域
実
情
に
即
し

た
負
担
軽
減
を
図
る
新
制
度
へ
移
行
す
る

た
め
、
特
定
世
帯
を
対
象
と
し
た
当
該
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
）

　
　
既
存
の
就
学
援
助
制
度
が
拡
充
さ

れ
、
実
際
の
必
要
額
に
追
い
つ
く
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
く
ら
い
増

額
さ
れ
る
の
か
。

　
　
小
学
校
へ
の

入
学
準
備
資
金
が

現
在
の
５
万
７
０

６
０
円
か
ら
７
千

円
程
度
増
額
さ
れ
、

中
学
生
に
つ
い
て

は
６
万
３
千
円
か

ら
１
万
８
千
円
の

増
額
と
な
り
ま
す
。

問

問 問

答

答答

　
２
月
25
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
10
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
令
和
８
年
度
組
織
再
編
等
に
伴
い
職
員

定
数
を
改
め
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
類
似
団
体
と
比
べ
職
員
数
が
多
い
現

状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
職
員
の
定
数
適
正

化
計
画
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
本
市
の
人
口
千
人
当
た
り
の
職
員
数

は
15
・
31
人
と
、高
山
市 

（
8
・
79
人
） 

に
比

べ
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
20

〜
30
代
が
少
な
い
年
齢
構
成
の
偏
り
を
解

消
す
る
た
め
、
若
手

を
積
極
的
に
採
用
し

て
お
り
一
時
的
に
定

数
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
10
数
年
後
に
は

構
成
の
均
衡
が
保
た

れ
る
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
雇
用
の
維
持

と
い
う
役
割
も
勘
案

し
、
中
長
期
的
な
視

点
で
適
正
化
に
努
め

ま
す
。

《
下
呂
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
こ
ど
も
園
で
勤
務
す
る
市
保
育
士
の
勤

務
条
件
を
総
合
的
に
見
直
し
、
市
保
育
士

給
与
に
関
す
る
当
該
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
）

　
　
市
直
営
の
こ
ど
も
園
と
指
定
管
理
の

こ
ど
も
園
と
で
、
職
員
の
給
与
体
系
が
一

本
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
指
定
管
理
施
設
は
福
祉
職
給
料
表
を

基
本
と
し
て
お
り
、
市
直
営
の
こ
ど
も
園

に
お
い
て
も
、
今
回
、
同
じ
福
祉
職
給
料

表
に
移
行
す
る
も
の
で
す
。
初
任
給
が
よ

り
高
い
福
祉
職
の
基
準
を
適
用
す
る
こ
と

で
、
採
用
面
で
の
優
位
性
を
高
め
、
人
材

の
安
定
確
保
を
図
り
ま
す
。

《
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
子
ど
も 

・
子
育
て
支
援
法
等
の
改
正
、

令
和
８
年
度
分
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

及
び
税
額
を
改
め
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
基
金
を
活
用
し
た
保
険
税
の
抑
制
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
令
和
11
年
度
ま
で
に
県
内
の
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
が
統
一
化
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
基

金
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
今
後
の
急

激
な
保
険
税
の
増

額
が
抑
え
ら
れ
る

も
の
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

問

問問

答

答 答

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

３月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

加
藤
久
人

大
西
尚
子

下
平
裕
次
郎

□
□
□

組織再編による市政運営の方向性

空き家対策の強化

湯めぐり館の市直営化に伴う今後の方向性

□
□
□

下呂アートディスカバリー 2026の今後の展開

組織再編に伴う今後の振興事務所のあり方

市内道路事業の進捗状況と今後の課題

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□

□
□

谷沿倒木処理事業の現状と課題、今後の
方向性
森林造成組合の必要性
森林経営管理制度に基づく取組状況

高
井
範
和

□
□
「上ケ平サンビレッジ」の存続

市長公約実現に向けた新年度予算と組織
再編

□
□
交通空白地解消と新たな交通の創出

地域コミュニティの核となる多様な遊び場
の創出

桂
川
融
己

鷲
見
昌
己

森

　哲
士

□
□
上下水道事業の持続可能な運営

消防団活動の今後の方向性

□
□
家庭ごみの出し方

救急搬送に係る現状と課題

□
□
森林づくりの現状と今後の課題

市内における民泊の現状と支援策

田
中
喜
登

尾
里
集
務

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

□
□
農業の担い手確保

バス停のあり方

□
□
多文化共生への新たな施策

環境事業への取り組みと環境備品の活用

□

□

障がい者就労支援と親亡き後の安心を支
える体制づくり

子どもの健康教育 ×持続可能な下呂市

□ 公共施設の見直しに向けた取り組み

桂
川
い
ず
み

□
□
オーガニックビレッジ宣言に向けた取り組み

ＤＸ推進による行政サービス向上と職員の
業務移行

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。 民生教育まちづくり

常任委員会
総務産業建設
常任委員会
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民
生
教
育
ま
ち
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く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り

常

任

委

員

会

　
３
月
12
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
20
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
一
般
住
宅
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
市
が
設
置
す
る
一
般
住
宅
の
入
居
者
資

格
に
つ
い
て
拡
充
を
図
り
、
移
住
施
策
に

活
用
す
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
）

　
　
移
住
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
す
る

上
で
の
必
要
な
条
例
改
正
で
あ
る
が
入
居

す
る
条
件
は
。

　
　
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
、
ま

た
は
住
民
登
録
を
こ

れ
か
ら
行
う
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
住
お
た
め

し
以
外
に
も
、
短
期

的
に
市
内
で
仕
事
を

す
る
た
め
の
単
身
赴

任
と
い
っ
た
よ
う
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
移
住
を
希
望

す
る
も
の
と
い
う
よ

う
な
扱
い
を
加
え
て

い
ま
す
。

《
下
呂
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
》

（
下
呂
市
介
護
保
険
基
金
の
活
用
範
囲
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
下
呂
市
ふ
る
さ
と

基
金
を
廃
止
す
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
こ
の
基
金
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
今

ま
で
一
般
会
計
の
中
で
や
っ
て
い
た
事
業

が
、
介
護
保
険
の
事
業
と
な
る
の
か
。

　
　
今
ま
で
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
た
訪

問
介
護
事
業
へ
の

補
助
金
交
付
な
ど

を
市
町
村
独
自
事

業
と
し
て
介
護
保

険
特
別
会
計
で
実

施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
他
の
介
護
保

険
事
業
と
同
様
に

基
金
活
用
で
き
る

よ
う
改
正
す
る
も

の
で
す
。

《
下
呂
市
児
童
福
祉
金
支
給
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
国 

・
県
の
制
度
変
更
を
踏
ま
え
、
市
の

施
策
を
再
構
築
す
る
中
で
、
重
複
整
理
と

空
白
の
解
消
を
図
り
、
地
域
実
情
に
即
し

た
負
担
軽
減
を
図
る
新
制
度
へ
移
行
す
る

た
め
、
特
定
世
帯
を
対
象
と
し
た
当
該
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
）

　
　
既
存
の
就
学
援
助
制
度
が
拡
充
さ

れ
、
実
際
の
必
要
額
に
追
い
つ
く
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
く
ら
い
増

額
さ
れ
る
の
か
。

　
　
小
学
校
へ
の

入
学
準
備
資
金
が

現
在
の
５
万
７
０

６
０
円
か
ら
７
千

円
程
度
増
額
さ
れ
、

中
学
生
に
つ
い
て

は
６
万
３
千
円
か

ら
１
万
８
千
円
の

増
額
と
な
り
ま
す
。

問

問 問

答

答答

　
２
月
25
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
10
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
令
和
８
年
度
組
織
再
編
等
に
伴
い
職
員

定
数
を
改
め
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
類
似
団
体
と
比
べ
職
員
数
が
多
い
現

状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
職
員
の
定
数
適
正

化
計
画
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
本
市
の
人
口
千
人
当
た
り
の
職
員
数

は
15
・
31
人
と
、高
山
市 

（
8
・
79
人
） 

に
比

べ
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
20

〜
30
代
が
少
な
い
年
齢
構
成
の
偏
り
を
解

消
す
る
た
め
、
若
手

を
積
極
的
に
採
用
し

て
お
り
一
時
的
に
定

数
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
10
数
年
後
に
は

構
成
の
均
衡
が
保
た

れ
る
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
雇
用
の
維
持

と
い
う
役
割
も
勘
案

し
、
中
長
期
的
な
視

点
で
適
正
化
に
努
め

ま
す
。

《
下
呂
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
こ
ど
も
園
で
勤
務
す
る
市
保
育
士
の
勤

務
条
件
を
総
合
的
に
見
直
し
、
市
保
育
士

給
与
に
関
す
る
当
該
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
）

　
　
市
直
営
の
こ
ど
も
園
と
指
定
管
理
の

こ
ど
も
園
と
で
、
職
員
の
給
与
体
系
が
一

本
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
指
定
管
理
施
設
は
福
祉
職
給
料
表
を

基
本
と
し
て
お
り
、
市
直
営
の
こ
ど
も
園

に
お
い
て
も
、
今
回
、
同
じ
福
祉
職
給
料

表
に
移
行
す
る
も
の
で
す
。
初
任
給
が
よ

り
高
い
福
祉
職
の
基
準
を
適
用
す
る
こ
と

で
、
採
用
面
で
の
優
位
性
を
高
め
、
人
材

の
安
定
確
保
を
図
り
ま
す
。

《
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

（
子
ど
も 

・
子
育
て
支
援
法
等
の
改
正
、

令
和
８
年
度
分
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

及
び
税
額
を
改
め
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

　
　
基
金
を
活
用
し
た
保
険
税
の
抑
制
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
令
和
11
年
度
ま
で
に
県
内
の
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
が
統
一
化
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
基

金
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
今
後
の
急

激
な
保
険
税
の
増

額
が
抑
え
ら
れ
る

も
の
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

問

問問

答

答 答

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

市民に代わって 議員が市政を問う市民に代わって 議員が市政を問う

３月定例会  一般質問

議員が市長をはじめとした執行部に対して、執行状況や将来の方針、課題や疑問点など
行政全般について報告や説明を求めたり、質問することを一般質問といいます。

加
藤
久
人

大
西
尚
子

下
平
裕
次
郎

□
□
□

組織再編による市政運営の方向性

空き家対策の強化

湯めぐり館の市直営化に伴う今後の方向性

□
□
□

下呂アートディスカバリー 2026の今後の展開

組織再編に伴う今後の振興事務所のあり方

市内道路事業の進捗状況と今後の課題

□   チェックしてある項目を次ページ以降に掲載

□

□
□

谷沿倒木処理事業の現状と課題、今後の
方向性
森林造成組合の必要性
森林経営管理制度に基づく取組状況

高
井
範
和

□
□
「上ケ平サンビレッジ」の存続

市長公約実現に向けた新年度予算と組織
再編

□
□
交通空白地解消と新たな交通の創出

地域コミュニティの核となる多様な遊び場
の創出

桂
川
融
己

鷲
見
昌
己

森

　哲
士

□
□
上下水道事業の持続可能な運営

消防団活動の今後の方向性

□
□
家庭ごみの出し方

救急搬送に係る現状と課題

□
□
森林づくりの現状と今後の課題

市内における民泊の現状と支援策

田
中
喜
登

尾
里
集
務

田
口
琢
弥

今
井
政
良

中
島
ゆ
き
子

議員の写真下の二次元コードから各議員の一般質問の映像を
動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

□
□
農業の担い手確保

バス停のあり方

□
□
多文化共生への新たな施策

環境事業への取り組みと環境備品の活用

□

□

障がい者就労支援と親亡き後の安心を支
える体制づくり

子どもの健康教育 ×持続可能な下呂市

□ 公共施設の見直しに向けた取り組み

桂
川
い
ず
み

□
□
オーガニックビレッジ宣言に向けた取り組み

ＤＸ推進による行政サービス向上と職員の
業務移行

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。 民生教育まちづくり

常任委員会
総務産業建設
常任委員会
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近
年
、
局
所
的
な
集
中
豪

雨
の
頻
発
な
ど
異
常
気
象
が

常
態
化
し
、
各
地
で
山
地
災

害
が
相
次
い
で
い
る
。
特
に
、

倒
木
の
流
出
や
土
砂
の
堆
積

が
河
川
お
よ
び
生
活
圏
に
及

ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、
谷
沿

い
の
倒
木
処
理
や
治
山
施
設

の
整
備
は
、
災
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
谷
沿
い
の
倒
木
処
理

を
災
害
対
策
と
し
て
明
確
に

位
置
づ
け
、
関
係
部
局
と
の

連
携
を
一
層
強
化
す
る
考
え

は
。

　 

農
林
部
長

　
林
務
課
で
は
、
市
内
の
倒
木
箇

所
を
全
て
把
握
す
る
に
至
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
は
、

森
林
造
成
組
合
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
全
容
把
握
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
そ
の
上
で
、
特
に
危
険
と
判

断
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
危

機
管
理
課
や
建
設
課
と
緊
密
に
情

報
共
有
を
図
り
、
適
切
な
対
応
を

検
討
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
倒
木
の
み
な
ら
ず
、
谷

全
体
の
状
況
を
調
査
し
、
治
山
施

設
の
整
備
等
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
把
握
し
て
い
る

治
山
事
業
等
が
必
要
な
箇
所
に
、

谷
沿
い
の
倒
木
箇
所
を
加
え
、
総

合
的
な
災
害
対
策
と
し
て
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

災害を未然に防ぐ「谷沿いの倒木処理」の推進を災害を未然に防ぐ「谷沿いの倒木処理」の推進を災害を未然に防ぐ「谷沿いの倒木処理」の推進を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

少
子
高
齢
化
に
よ
り
増
加

し
続
け
る 「
空
き
家
」
へ
の

対
策
と
し
て
、
新
設
さ
れ
る 

「
住
宅
対
策
課
」
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
い
、
解
決
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
考
え
か
。

　 

総
務
部
長

　
令
和
８
年
度
の
組
織
再
編
に
よ

り
、「
住
宅
対
策
課
」
を
新
設
し
、

住
ま
い
に
関
す
る
課
題
に
総
合
的

に
取
り
組
む
体
制
を
整
え
ま
す
。

「
住
宅
対
策
課
」
で
は
、
空
き
家

対
策
だ
け
で
な
く
、
市
営
住
宅
管

理
や
住
宅
耐
震
化
、
建
築
指
導
、

景
観
保
全
等
に
対
応
す
る
技
術
系

職
員
を
配
置
し
、
よ
り
専
門
的
な

見
地
か
ら
対
策
を
講
じ
ま
す
。
併

せ
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

も
推
進
し
、
移
住
定
住
促
進
担
当

と
緊
密
な
連
携
に
よ
り
、
空
き
家

の
有
効
活
用
へ
と
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　
今
回
の
再
編
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
は
、
空
き
家
対
策
の
所
管
を
、

総
合
窓
口
や
税
を
担
う
市
民
サ
ー

ビ
ス
課 

・
税
務
課
と
同
じ 

「
市
民

生
活
部
」に
配
置
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
窓
口
デ
ー
タ
や
課

税
情
報
を
部
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
共

有
で
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
現
状

把
握
が
容
易
と
な
り
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
空
き
家
問
題
に
対
し
、

よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
に
結

び
つ
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

増加しつつある「空き家」への実効性ある対策を増加しつつある「空き家」への実効性ある対策を増加しつつある「空き家」への実効性ある対策を
問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

命をつなぐ国道41号、雨量規制解消の早期実現を命をつなぐ国道41号、雨量規制解消の早期実現を命をつなぐ国道41号、雨量規制解消の早期実現を
　 

全
国
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
お
り
、
当
市
に
お

い
て
も
、
近
年
は
線
状
降
水

帯
発
生
等
に
よ
り
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
い
る
。
有
事

の
際
、
迅
速
な
救
援
活
動
を

受
け
、
市
民
の
命
を
守
る
た

め
に
は
、
市
外
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
確
保
は
不
可
欠

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

を
踏
ま
え
、
北
部
方
面
か
ら

の
重
要
な
ル
ー
ト
で
あ
る
国

道
41
号
の
雨
量
規
制
区
間（
高

山
市
久
々
野
町
渚
）の
解
消
に

向
け
た
対
策
の
現
状
は
。

　 

建
設
部
長

　
国
道
41 

号
の
高
山
市
久
々
野
町

渚
〜
無
数
河
区
間
の
雨
量
規
制
の

解
消
に
つ
い
て
は
、「
飛
騨
地
域

基
盤
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
を

中
心
に
、
国
等
へ
の
働
き
か
け
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
　

　
具
体
的
に
は
、
国
の
予
算
編
成

の
節
目
と
な
る
夏
と
秋
の
年
２

回
、
飛
騨
地
域
３
市
１
村
の
首
長

が
足
並
み
を
揃
え
て
、
岐
阜
県
選

出
の
国
会
議
員
や
国
土
交
通
省
、

財
務
省
、
中
部
地
方
整
備
局
、
岐

阜
県
等
に
対
し
、
要
望
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
国

の
事
業
化
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
早
期
実
現
に
向
け
強

力
に
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

　 

下
水
処
理
施
設
の
更
新
費

を
削
減
す
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

進
捗
状
況
と
費
用
削
減
効
果

は
。
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

　 

上
下
水
道
部
長

　
小
規
模
な
下
水
道
処
理
区
を
対

象
と
し
た
転
換
事
業
に
係
る
地
元

説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
十
分
な
理

解
が
得
る
に
至
ら
ず
、
事
業
を
中

断
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
一
方
で
、
一
部
の
処
理
区
で
は

設
備
更
新
の
時
期
が
迫
っ
て
い
る

た
め
、
機
械
設
備
等
の
規
模
縮
小

に
よ
る
更
新
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
事
業
再
構
築
の
た
め
、
制
度

設
計
の
見
直
し
も
含
め
た
持
続
可

能
な
方
策
を
検
討
し
て
い
る
段
階

で
す
。
費
用
削
減
効
果
に
つ
い
て

は
、
転
換
事
業
が
進
め
ば
維
持
管

理
費
や
将
来
の
設
備
更
新
費
を
抑

制
で
き
、
計
画
し
て
い
る
８
つ
の

処
理
区
全
体
で
年
約
5
0
0
0
万

円
の
削
減
が
可
能
と
試
算
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
つ
い
て
は
、
使
用
量
が
少
な
い

世
帯
で
料
金
負
担
が
増
加
す
る
面

が
あ
る
も
の
の
、
大
規
模
災
害
時

の
リ
ス
ク
に
強
く
、
復
旧
も
早
い

点
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

上下水道事業の持続可能な運営に向けて上下水道事業の持続可能な運営に向けて上下水道事業の持続可能な運営に向けて

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

谷沿い倒木処理前

谷沿い倒木処理後▲国道41号久々野町無数河付近
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近
年
、
局
所
的
な
集
中
豪

雨
の
頻
発
な
ど
異
常
気
象
が

常
態
化
し
、
各
地
で
山
地
災

害
が
相
次
い
で
い
る
。
特
に
、

倒
木
の
流
出
や
土
砂
の
堆
積

が
河
川
お
よ
び
生
活
圏
に
及

ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、
谷
沿

い
の
倒
木
処
理
や
治
山
施
設

の
整
備
は
、
災
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
谷
沿
い
の
倒
木
処
理

を
災
害
対
策
と
し
て
明
確
に

位
置
づ
け
、
関
係
部
局
と
の

連
携
を
一
層
強
化
す
る
考
え

は
。

　 

農
林
部
長

　
林
務
課
で
は
、
市
内
の
倒
木
箇

所
を
全
て
把
握
す
る
に
至
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
は
、

森
林
造
成
組
合
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
全
容
把
握
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
そ
の
上
で
、
特
に
危
険
と
判

断
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
危

機
管
理
課
や
建
設
課
と
緊
密
に
情

報
共
有
を
図
り
、
適
切
な
対
応
を

検
討
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
倒
木
の
み
な
ら
ず
、
谷

全
体
の
状
況
を
調
査
し
、
治
山
施

設
の
整
備
等
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
把
握
し
て
い
る

治
山
事
業
等
が
必
要
な
箇
所
に
、

谷
沿
い
の
倒
木
箇
所
を
加
え
、
総

合
的
な
災
害
対
策
と
し
て
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

災害を未然に防ぐ「谷沿いの倒木処理」の推進を災害を未然に防ぐ「谷沿いの倒木処理」の推進を災害を未然に防ぐ「谷沿いの倒木処理」の推進を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

少
子
高
齢
化
に
よ
り
増
加

し
続
け
る 「
空
き
家
」
へ
の

対
策
と
し
て
、
新
設
さ
れ
る 

「
住
宅
対
策
課
」
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
い
、
解
決
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
考
え
か
。

　 

総
務
部
長

　
令
和
８
年
度
の
組
織
再
編
に
よ

り
、「
住
宅
対
策
課
」
を
新
設
し
、

住
ま
い
に
関
す
る
課
題
に
総
合
的

に
取
り
組
む
体
制
を
整
え
ま
す
。

「
住
宅
対
策
課
」
で
は
、
空
き
家

対
策
だ
け
で
な
く
、
市
営
住
宅
管

理
や
住
宅
耐
震
化
、
建
築
指
導
、

景
観
保
全
等
に
対
応
す
る
技
術
系

職
員
を
配
置
し
、
よ
り
専
門
的
な

見
地
か
ら
対
策
を
講
じ
ま
す
。
併

せ
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

も
推
進
し
、
移
住
定
住
促
進
担
当

と
緊
密
な
連
携
に
よ
り
、
空
き
家

の
有
効
活
用
へ
と
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　
今
回
の
再
編
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
は
、
空
き
家
対
策
の
所
管
を
、

総
合
窓
口
や
税
を
担
う
市
民
サ
ー

ビ
ス
課 

・
税
務
課
と
同
じ 

「
市
民

生
活
部
」に
配
置
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
窓
口
デ
ー
タ
や
課

税
情
報
を
部
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
共

有
で
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
現
状

把
握
が
容
易
と
な
り
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
空
き
家
問
題
に
対
し
、

よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
に
結

び
つ
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

増加しつつある「空き家」への実効性ある対策を増加しつつある「空き家」への実効性ある対策を増加しつつある「空き家」への実効性ある対策を
問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

命をつなぐ国道41号、雨量規制解消の早期実現を命をつなぐ国道41号、雨量規制解消の早期実現を命をつなぐ国道41号、雨量規制解消の早期実現を
　 

全
国
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
お
り
、
当
市
に
お

い
て
も
、
近
年
は
線
状
降
水

帯
発
生
等
に
よ
り
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
い
る
。
有
事

の
際
、
迅
速
な
救
援
活
動
を

受
け
、
市
民
の
命
を
守
る
た

め
に
は
、
市
外
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
確
保
は
不
可
欠

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

を
踏
ま
え
、
北
部
方
面
か
ら

の
重
要
な
ル
ー
ト
で
あ
る
国

道
41
号
の
雨
量
規
制
区
間（
高

山
市
久
々
野
町
渚
）の
解
消
に

向
け
た
対
策
の
現
状
は
。

　 

建
設
部
長

　
国
道
41 

号
の
高
山
市
久
々
野
町

渚
〜
無
数
河
区
間
の
雨
量
規
制
の

解
消
に
つ
い
て
は
、「
飛
騨
地
域

基
盤
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
を

中
心
に
、
国
等
へ
の
働
き
か
け
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
　

　
具
体
的
に
は
、
国
の
予
算
編
成

の
節
目
と
な
る
夏
と
秋
の
年
２

回
、
飛
騨
地
域
３
市
１
村
の
首
長

が
足
並
み
を
揃
え
て
、
岐
阜
県
選

出
の
国
会
議
員
や
国
土
交
通
省
、

財
務
省
、
中
部
地
方
整
備
局
、
岐

阜
県
等
に
対
し
、
要
望
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
国

の
事
業
化
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
早
期
実
現
に
向
け
強

力
に
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

　 

下
水
処
理
施
設
の
更
新
費

を
削
減
す
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

進
捗
状
況
と
費
用
削
減
効
果

は
。
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

　 

上
下
水
道
部
長

　
小
規
模
な
下
水
道
処
理
区
を
対

象
と
し
た
転
換
事
業
に
係
る
地
元

説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
十
分
な
理

解
が
得
る
に
至
ら
ず
、
事
業
を
中

断
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
一
方
で
、
一
部
の
処
理
区
で
は

設
備
更
新
の
時
期
が
迫
っ
て
い
る

た
め
、
機
械
設
備
等
の
規
模
縮
小

に
よ
る
更
新
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
事
業
再
構
築
の
た
め
、
制
度

設
計
の
見
直
し
も
含
め
た
持
続
可

能
な
方
策
を
検
討
し
て
い
る
段
階

で
す
。
費
用
削
減
効
果
に
つ
い
て

は
、
転
換
事
業
が
進
め
ば
維
持
管

理
費
や
将
来
の
設
備
更
新
費
を
抑

制
で
き
、
計
画
し
て
い
る
８
つ
の

処
理
区
全
体
で
年
約
5
0
0
0
万

円
の
削
減
が
可
能
と
試
算
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
つ
い
て
は
、
使
用
量
が
少
な
い

世
帯
で
料
金
負
担
が
増
加
す
る
面

が
あ
る
も
の
の
、
大
規
模
災
害
時

の
リ
ス
ク
に
強
く
、
復
旧
も
早
い

点
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

上下水道事業の持続可能な運営に向けて上下水道事業の持続可能な運営に向けて上下水道事業の持続可能な運営に向けて

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

谷沿い倒木処理前

谷沿い倒木処理後▲国道41号久々野町無数河付近
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ら

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

　 

下
水
処
理
施
設
の
更
新
費

を
削
減
す
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

進
捗
状
況
と
費
用
削
減
効
果

は
。
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

　 

上
下
水
道
部
長

　
小
規
模
な
下
水
道
処
理
区
を
対

象
と
し
た
転
換
事
業
に
係
る
地
元

説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
十
分
な
理

解
が
得
る
に
至
ら
ず
、
事
業
を
中

断
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
一
方
で
、
一
部
の
処
理
区
で
は

設
備
更
新
の
時
期
が
迫
っ
て
い
る

た
め
、
機
械
設
備
等
の
規
模
縮
小

に
よ
る
更
新
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
事
業
再
構
築
の
た
め
、
制
度

設
計
の
見
直
し
も
含
め
た
持
続
可

能
な
方
策
を
検
討
し
て
い
る
段
階

で
す
。
費
用
削
減
効
果
に
つ
い
て

は
、
転
換
事
業
が
進
め
ば
維
持
管

理
費
や
将
来
の
設
備
更
新
費
を
抑

制
で
き
、
計
画
し
て
い
る
８
つ
の

処
理
区
全
体
で
年
約
5
0
0
0
万

円
の
削
減
が
可
能
と
試
算
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
つ
い
て
は
、
使
用
量
が
少
な
い

世
帯
で
料
金
負
担
が
増
加
す
る
面

が
あ
る
も
の
の
、
大
規
模
災
害
時

の
リ
ス
ク
に
強
く
、
復
旧
も
早
い

点
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

上下水道事業の持続可能な運営に向けて上下水道事業の持続可能な運営に向けて上下水道事業の持続可能な運営に向けて

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

谷沿い倒木処理前

谷沿い倒木処理後▲国道41号久々野町無数河付近
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近
年
、
局
所
的
な
集
中
豪

雨
の
頻
発
な
ど
異
常
気
象
が

常
態
化
し
、
各
地
で
山
地
災

害
が
相
次
い
で
い
る
。
特
に
、

倒
木
の
流
出
や
土
砂
の
堆
積

が
河
川
お
よ
び
生
活
圏
に
及

ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、
谷
沿

い
の
倒
木
処
理
や
治
山
施
設

の
整
備
は
、
災
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
谷
沿
い
の
倒
木
処
理

を
災
害
対
策
と
し
て
明
確
に

位
置
づ
け
、
関
係
部
局
と
の

連
携
を
一
層
強
化
す
る
考
え

は
。

　 

農
林
部
長

　
林
務
課
で
は
、
市
内
の
倒
木
箇

所
を
全
て
把
握
す
る
に
至
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
は
、

森
林
造
成
組
合
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
全
容
把
握
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
そ
の
上
で
、
特
に
危
険
と
判

断
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
危

機
管
理
課
や
建
設
課
と
緊
密
に
情

報
共
有
を
図
り
、
適
切
な
対
応
を

検
討
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
倒
木
の
み
な
ら
ず
、
谷

全
体
の
状
況
を
調
査
し
、
治
山
施

設
の
整
備
等
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
把
握
し
て
い
る

治
山
事
業
等
が
必
要
な
箇
所
に
、

谷
沿
い
の
倒
木
箇
所
を
加
え
、
総

合
的
な
災
害
対
策
と
し
て
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

災害を未然に防ぐ「谷沿いの倒木処理」の推進を災害を未然に防ぐ「谷沿いの倒木処理」の推進を災害を未然に防ぐ「谷沿いの倒木処理」の推進を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

加
藤
久
人
議員

か

ひ
さ

と

と
う

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

　 

少
子
高
齢
化
に
よ
り
増
加

し
続
け
る 「
空
き
家
」
へ
の

対
策
と
し
て
、
新
設
さ
れ
る 

「
住
宅
対
策
課
」
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
い
、
解
決
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
考
え
か
。

　 

総
務
部
長

　
令
和
８
年
度
の
組
織
再
編
に
よ

り
、「
住
宅
対
策
課
」
を
新
設
し
、

住
ま
い
に
関
す
る
課
題
に
総
合
的

に
取
り
組
む
体
制
を
整
え
ま
す
。

「
住
宅
対
策
課
」
で
は
、
空
き
家

対
策
だ
け
で
な
く
、
市
営
住
宅
管

理
や
住
宅
耐
震
化
、
建
築
指
導
、

景
観
保
全
等
に
対
応
す
る
技
術
系

職
員
を
配
置
し
、
よ
り
専
門
的
な

見
地
か
ら
対
策
を
講
じ
ま
す
。
併

せ
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

も
推
進
し
、
移
住
定
住
促
進
担
当

と
緊
密
な
連
携
に
よ
り
、
空
き
家

の
有
効
活
用
へ
と
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　
今
回
の
再
編
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
は
、
空
き
家
対
策
の
所
管
を
、

総
合
窓
口
や
税
を
担
う
市
民
サ
ー

ビ
ス
課 

・
税
務
課
と
同
じ 

「
市
民

生
活
部
」に
配
置
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
窓
口
デ
ー
タ
や
課

税
情
報
を
部
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
共

有
で
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
現
状

把
握
が
容
易
と
な
り
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
空
き
家
問
題
に
対
し
、

よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
に
結

び
つ
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

増加しつつある「空き家」への実効性ある対策を増加しつつある「空き家」への実効性ある対策を増加しつつある「空き家」への実効性ある対策を
問答

桂
川
い
ず
み
議員

か
つ
ら

が
わ

命をつなぐ国道41号、雨量規制解消の早期実現を命をつなぐ国道41号、雨量規制解消の早期実現を命をつなぐ国道41号、雨量規制解消の早期実現を
　 

全
国
各
地
で
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
お
り
、
当
市
に
お

い
て
も
、
近
年
は
線
状
降
水

帯
発
生
等
に
よ
り
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
い
る
。
有
事

の
際
、
迅
速
な
救
援
活
動
を

受
け
、
市
民
の
命
を
守
る
た

め
に
は
、
市
外
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
確
保
は
不
可
欠

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

を
踏
ま
え
、
北
部
方
面
か
ら

の
重
要
な
ル
ー
ト
で
あ
る
国

道
41
号
の
雨
量
規
制
区
間（
高

山
市
久
々
野
町
渚
）の
解
消
に

向
け
た
対
策
の
現
状
は
。

　 

建
設
部
長

　
国
道
41 

号
の
高
山
市
久
々
野
町

渚
〜
無
数
河
区
間
の
雨
量
規
制
の

解
消
に
つ
い
て
は
、「
飛
騨
地
域

基
盤
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
を

中
心
に
、
国
等
へ
の
働
き
か
け
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
　

　
具
体
的
に
は
、
国
の
予
算
編
成

の
節
目
と
な
る
夏
と
秋
の
年
２

回
、
飛
騨
地
域
３
市
１
村
の
首
長

が
足
並
み
を
揃
え
て
、
岐
阜
県
選

出
の
国
会
議
員
や
国
土
交
通
省
、

財
務
省
、
中
部
地
方
整
備
局
、
岐

阜
県
等
に
対
し
、
要
望
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
国

の
事
業
化
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
早
期
実
現
に
向
け
強

力
に
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す

問答

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

森

　哲
士
議員

も
り

て
つ

し

　 

下
水
処
理
施
設
の
更
新
費

を
削
減
す
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

進
捗
状
況
と
費
用
削
減
効
果

は
。
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

　 

上
下
水
道
部
長

　
小
規
模
な
下
水
道
処
理
区
を
対

象
と
し
た
転
換
事
業
に
係
る
地
元

説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
十
分
な
理

解
が
得
る
に
至
ら
ず
、
事
業
を
中

断
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
一
方
で
、
一
部
の
処
理
区
で
は

設
備
更
新
の
時
期
が
迫
っ
て
い
る

た
め
、
機
械
設
備
等
の
規
模
縮
小

に
よ
る
更
新
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
事
業
再
構
築
の
た
め
、
制
度

設
計
の
見
直
し
も
含
め
た
持
続
可

能
な
方
策
を
検
討
し
て
い
る
段
階

で
す
。
費
用
削
減
効
果
に
つ
い
て

は
、
転
換
事
業
が
進
め
ば
維
持
管

理
費
や
将
来
の
設
備
更
新
費
を
抑

制
で
き
、
計
画
し
て
い
る
８
つ
の

処
理
区
全
体
で
年
約
5
0
0
0
万

円
の
削
減
が
可
能
と
試
算
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
つ
い
て
は
、
使
用
量
が
少
な
い

世
帯
で
料
金
負
担
が
増
加
す
る
面

が
あ
る
も
の
の
、
大
規
模
災
害
時

の
リ
ス
ク
に
強
く
、
復
旧
も
早
い

点
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

上下水道事業の持続可能な運営に向けて上下水道事業の持続可能な運営に向けて上下水道事業の持続可能な運営に向けて

高
井
範
和
議員

た
か

い

の
り

か
ず

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

谷沿い倒木処理前

谷沿い倒木処理後▲国道41号久々野町無数河付近
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今
後
、
交
通
空
白
地
を
ど

う
解
消
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
む
中
、
移
動
機
会
を
創
出

す
る
具
体
策
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
現
在
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
運
行
に
よ
り
、
交
通
空

白
地
の
解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。

残
る
交
通
空
白
地
で
あ
る
主
要
な

バ
ス
停
か
ら
離
れ
た
竹
原
地
域
や

中
心
市
街
地
周
辺
の
住
宅
地
に
対

し
て
は
、
公
共
交
通
人
口
カ
バ
ー

率
1
0
0
％
を
目
指
し
、
ま
ず
は

令
和
８
年
４
月
か
ら
竹
原
地
域
の

御
廐
野 

・
宮
地
の
一
部
で
デ
マ
ン

ド
交
通
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、

下
呂 

・
萩
原
地
域
の
市
街
地
周
辺

で
は
、「
福
祉
パ
ス
ポ
ー
ト
」
や 

「
福
祉
乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
め
な

カ
ー
」
等
の
福
祉
的
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
を
再
編
し
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア

の
近
距
離
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

を
検
討
し
ま
す
。

　 

市
長

　
現
行
の 

「
福
祉
パ
ス
ポ
ー
ト
」

は
、
年
額
一
括
払
い
の
た
め
、
割
高

感
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、

よ
り
多
く
の
方
に
気
軽
に
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
１
乗
車
当
た
り

の
定
額 
・
低
料
金
制
へ
の
見
直
し

も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
他
自
治
体
の
成
功
事

例
も
参
考
に
、
公
共
交
通
施
策
を

総
合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

誰もが多様な移動手段により社会参加できるまちへ誰もが多様な移動手段により社会参加できるまちへ誰もが多様な移動手段により社会参加できるまちへ

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

答

　 

市
域
の
92
％
を
占
め
る
森

林
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と

深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
近
年
、

森
林
の
多
面
的
な
機
能
が
改

め
て
注
目
さ
れ
る
中
、
市
は
、

「
1
0
0
年
先
を
見
据
え
た

温
故
創
新
の
森
林
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
森
林
づ
く
り
基
本

計
画
を
策
定
し
た
。
こ
の
計

画
の
柱
の
一
つ
と
な
る
主

伐 

・
再
造
林
の
現
状
と
今
後

の
課
題
は
。

　 

農
林
部
長

　
戦
後
に
植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
が
全
国
的
に
高
齢
化
し
て
お

り
、
国
や
県
は
森
林
の
若
返
り
と

世
代
交
代
を
目
指
し
て
、
主
伐 

（
伐
採
）
と
再
造
林 

（
植
林
）
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
樹
齢
50
年

か
ら
70
年
に
達
し
た
人
工
林
は
約

１
万
9
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お

よ
び
、
そ
の
約
６
割
を
ス
ギ 

・
ヒ

ノ
キ
が
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
令
和
６

年
度
は
市
内
約
43
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

お
い
て
主
伐 

・
再
造
林
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
、
森
林
の
健
全
な
若
返
り

を
図
る
た
め
、
ま
ず
は
市
有
林
に

お
い
て
主
伐 

・
再
造
林
を
推
進
し

て
い
く
方
針
で
す
。
併
せ
て
、
民

有
林
に
つ
い
て
も
、
林
業
事
業
体

と
緊
密
に
協
力
し
な
が
ら
、
着
実

な
事
業
実
施
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

100年先へつなぐ、私たちの森づくり100年先へつなぐ、私たちの森づくり100年先へつなぐ、私たちの森づくり

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

　 

も
え
る
ご
み
処
理
券
や
専

用
ご
み
袋
等
に
名
前
を
記
入

す
る
こ
と
は
、
分
別
の
責
任

を
明
確
に
す
る
た
め
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観

点
か
ら
問
題
が
あ
る
」
と
の

切
実
な
指
摘
も
あ
る
。
市
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
ご
み

を
出
せ
る
よ
う
、
現
在
の
記

名
す
る
運
用
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
。

　 

環
境
部
長

　
ご
み
処
理
券
等
へ
の
記
名
は
、

「
ご
み
の
出
し
方
ル
ー
ル
」
が
守

ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
個
別
の

指
導
や
注
意
喚
起
を
行
う
目
的
で

お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
一
方
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の

配
慮
や
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
十
分
に

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
分
別
の
徹
底
と
い
う

「
排
出
者
責
任
の
確
保
」
と
、
市

民
の
皆
さ
ま
の 

「
個
人
情
報
の
保

護
」
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
他
自

治
体
の
事
例
や
、
記
名
に
代
わ
る

手
法
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
研
究

し
つ
つ
、
総
合
的
に
検
証
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ごみ処理券等への記名廃止で安心できるごみ出しをごみ処理券等への記名廃止で安心できるごみ出しをごみ処理券等への記名廃止で安心できるごみ出しを

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

豊
か
な
自
然
と
下
呂
温
泉

を
誇
る
本
市
に
お
い
て
、

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
」は
、市
の
魅
力
を
さ
ら
に

高
め
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

切
り
拓
く
大
き
な
第
一
歩
に
な

る
と
考
え
る
。そ
こ
で
、市
長

が
思
い
描
く
下
呂
市
ら
し
い

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
姿
と
今
後
の

展
望
は
。

　 

市
長

　
地
域
ぐ
る
み
で
有
機
農
業
を
推

進
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す 

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
」
は
、
本
市
の
魅
力
の
一
つ

で
あ
る 

「
食
」
の
安
全 

・
安
心
を

高
め
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
展
望
と
し
ま
し
て
は
、

令
和
８
年
度
中
の
宣
言
を
目
標
に

掲
げ
て
い
ま
す
が
、
長
年
、
農
地

を
守
り
抜
い
て
こ
ら
れ
た
熟
練
の

農
業
生
産
者
の
方
々
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う
に
有

機
農
業
を
進
め
て
い
く
か
、
こ
れ

に
は
丁
寧
に
対
話
を
重
ね
る
た
め

の
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
2
0
3
0
年
に
は

全
国
2
0
0
市
町
村
の
宣
言
を
目

指
す
と
い
う
国
の
方
針
も
踏
ま
え

つ
つ
、
農
業
生
産
者
の
皆
さ
ま
は

も
ち
ろ
ん
、
関
係
各
位
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
着
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未来を拓く「オーガニックビレッジ宣言」に向けて未来を拓く「オーガニックビレッジ宣言」に向けて未来を拓く「オーガニックビレッジ宣言」に向けて
答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら
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今
後
、
交
通
空
白
地
を
ど

う
解
消
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
む
中
、
移
動
機
会
を
創
出

す
る
具
体
策
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
現
在
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
運
行
に
よ
り
、
交
通
空

白
地
の
解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。

残
る
交
通
空
白
地
で
あ
る
主
要
な

バ
ス
停
か
ら
離
れ
た
竹
原
地
域
や

中
心
市
街
地
周
辺
の
住
宅
地
に
対

し
て
は
、
公
共
交
通
人
口
カ
バ
ー

率
1
0
0
％
を
目
指
し
、
ま
ず
は

令
和
８
年
４
月
か
ら
竹
原
地
域
の

御
廐
野 

・
宮
地
の
一
部
で
デ
マ
ン

ド
交
通
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、

下
呂 

・
萩
原
地
域
の
市
街
地
周
辺

で
は
、「
福
祉
パ
ス
ポ
ー
ト
」
や 

「
福
祉
乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
め
な

カ
ー
」
等
の
福
祉
的
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
を
再
編
し
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア

の
近
距
離
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

を
検
討
し
ま
す
。

　 

市
長

　
現
行
の 

「
福
祉
パ
ス
ポ
ー
ト
」

は
、
年
額
一
括
払
い
の
た
め
、
割
高

感
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、

よ
り
多
く
の
方
に
気
軽
に
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
１
乗
車
当
た
り

の
定
額 

・
低
料
金
制
へ
の
見
直
し

も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
他
自
治
体
の
成
功
事

例
も
参
考
に
、
公
共
交
通
施
策
を

総
合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

誰もが多様な移動手段により社会参加できるまちへ誰もが多様な移動手段により社会参加できるまちへ誰もが多様な移動手段により社会参加できるまちへ

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

答

　 

市
域
の
92
％
を
占
め
る
森

林
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と

深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
近
年
、

森
林
の
多
面
的
な
機
能
が
改

め
て
注
目
さ
れ
る
中
、
市
は
、

「
1
0
0
年
先
を
見
据
え
た

温
故
創
新
の
森
林
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
森
林
づ
く
り
基
本

計
画
を
策
定
し
た
。
こ
の
計

画
の
柱
の
一
つ
と
な
る
主

伐 

・
再
造
林
の
現
状
と
今
後

の
課
題
は
。

　 

農
林
部
長

　
戦
後
に
植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
が
全
国
的
に
高
齢
化
し
て
お

り
、
国
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県
は
森
林
の
若
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り
と

世
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を
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指
し
て
、
主
伐 

（
伐
採
）
と
再
造
林 

（
植
林
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を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
樹
齢
50
年

か
ら
70
年
に
達
し
た
人
工
林
は
約

１
万
9
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お

よ
び
、
そ
の
約
６
割
を
ス
ギ 

・
ヒ

ノ
キ
が
占
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て
い
る
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。
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和
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43
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・
再
造
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が
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す
。
今
後
の
取
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組
み

と
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、
森
林
の
健
全
な
若
返
り

を
図
る
た
め
、
ま
ず
は
市
有
林
に

お
い
て
主
伐 

・
再
造
林
を
推
進
し

て
い
く
方
針
で
す
。
併
せ
て
、
民

有
林
に
つ
い
て
も
、
林
業
事
業
体

と
緊
密
に
協
力
し
な
が
ら
、
着
実

な
事
業
実
施
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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も
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に
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う
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任
の
確
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と
、
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の
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ま
の 

「
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情
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の
保

護
」
を
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立
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せ
る
た
め
、
他
自

治
体
の
事
例
や
、
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に
代
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る

手
法
の
可
能
性
に
つ
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て
も
研
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、
総
合
的
に
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、
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、市
の
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を
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に

高
め
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
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拓
く
大
き
な
第
一
歩
に
な

る
と
考
え
る
。そ
こ
で
、市
長

が
思
い
描
く
下
呂
市
ら
し
い

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
姿
と
今
後
の

展
望
は
。

　 

市
長

　
地
域
ぐ
る
み
で
有
機
農
業
を
推

進
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
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「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
」
は
、
本
市
の
魅
力
の
一
つ

で
あ
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「
食
」
の
安
全 

・
安
心
を

高
め
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
展
望
と
し
ま
し
て
は
、

令
和
８
年
度
中
の
宣
言
を
目
標
に

掲
げ
て
い
ま
す
が
、
長
年
、
農
地

を
守
り
抜
い
て
こ
ら
れ
た
熟
練
の

農
業
生
産
者
の
方
々
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う
に
有

機
農
業
を
進
め
て
い
く
か
、
こ
れ

に
は
丁
寧
に
対
話
を
重
ね
る
た
め

の
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
2
0
3
0
年
に
は

全
国
2
0
0
市
町
村
の
宣
言
を
目

指
す
と
い
う
国
の
方
針
も
踏
ま
え

つ
つ
、
農
業
生
産
者
の
皆
さ
ま
は

も
ち
ろ
ん
、
関
係
各
位
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
着
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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今
後
、
交
通
空
白
地
を
ど

う
解
消
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
む
中
、
移
動
機
会
を
創
出

す
る
具
体
策
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
現
在
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
運
行
に
よ
り
、
交
通
空

白
地
の
解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。

残
る
交
通
空
白
地
で
あ
る
主
要
な

バ
ス
停
か
ら
離
れ
た
竹
原
地
域
や

中
心
市
街
地
周
辺
の
住
宅
地
に
対

し
て
は
、
公
共
交
通
人
口
カ
バ
ー

率
1
0
0
％
を
目
指
し
、
ま
ず
は

令
和
８
年
４
月
か
ら
竹
原
地
域
の

御
廐
野 

・
宮
地
の
一
部
で
デ
マ
ン

ド
交
通
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、

下
呂 

・
萩
原
地
域
の
市
街
地
周
辺

で
は
、「
福
祉
パ
ス
ポ
ー
ト
」
や 

「
福
祉
乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
め
な

カ
ー
」
等
の
福
祉
的
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
を
再
編
し
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア

の
近
距
離
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

を
検
討
し
ま
す
。

　 

市
長

　
現
行
の 

「
福
祉
パ
ス
ポ
ー
ト
」

は
、
年
額
一
括
払
い
の
た
め
、
割
高

感
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、

よ
り
多
く
の
方
に
気
軽
に
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
１
乗
車
当
た
り

の
定
額 

・
低
料
金
制
へ
の
見
直
し

も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
他
自
治
体
の
成
功
事

例
も
参
考
に
、
公
共
交
通
施
策
を

総
合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

答

　 

市
域
の
92
％
を
占
め
る
森

林
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と

深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
近
年
、

森
林
の
多
面
的
な
機
能
が
改

め
て
注
目
さ
れ
る
中
、
市
は
、

「
1
0
0
年
先
を
見
据
え
た

温
故
創
新
の
森
林
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
森
林
づ
く
り
基
本

計
画
を
策
定
し
た
。
こ
の
計

画
の
柱
の
一
つ
と
な
る
主

伐 

・
再
造
林
の
現
状
と
今
後

の
課
題
は
。

　 
農
林
部
長

　
戦
後
に
植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
が
全
国
的
に
高
齢
化
し
て
お

り
、
国
や
県
は
森
林
の
若
返
り
と

世
代
交
代
を
目
指
し
て
、
主
伐 

（
伐
採
）
と
再
造
林 
（
植
林
）
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
樹
齢
50
年

か
ら
70
年
に
達
し
た
人
工
林
は
約

１
万
9
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お

よ
び
、
そ
の
約
６
割
を
ス
ギ 

・
ヒ

ノ
キ
が
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
令
和
６

年
度
は
市
内
約
43
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

お
い
て
主
伐 

・
再
造
林
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
、
森
林
の
健
全
な
若
返
り

を
図
る
た
め
、
ま
ず
は
市
有
林
に

お
い
て
主
伐 

・
再
造
林
を
推
進
し

て
い
く
方
針
で
す
。
併
せ
て
、
民

有
林
に
つ
い
て
も
、
林
業
事
業
体

と
緊
密
に
協
力
し
な
が
ら
、
着
実

な
事
業
実
施
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

100年先へつなぐ、私たちの森づくり100年先へつなぐ、私たちの森づくり100年先へつなぐ、私たちの森づくり

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

　 

も
え
る
ご
み
処
理
券
や
専

用
ご
み
袋
等
に
名
前
を
記
入

す
る
こ
と
は
、
分
別
の
責
任

を
明
確
に
す
る
た
め
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観

点
か
ら
問
題
が
あ
る
」
と
の

切
実
な
指
摘
も
あ
る
。
市
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
ご
み

を
出
せ
る
よ
う
、
現
在
の
記

名
す
る
運
用
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
。

　 

環
境
部
長

　
ご
み
処
理
券
等
へ
の
記
名
は
、

「
ご
み
の
出
し
方
ル
ー
ル
」
が
守

ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
個
別
の

指
導
や
注
意
喚
起
を
行
う
目
的
で

お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
一
方
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の

配
慮
や
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
十
分
に

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
分
別
の
徹
底
と
い
う

「
排
出
者
責
任
の
確
保
」
と
、
市

民
の
皆
さ
ま
の 

「
個
人
情
報
の
保

護
」
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
他
自

治
体
の
事
例
や
、
記
名
に
代
わ
る

手
法
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
研
究

し
つ
つ
、
総
合
的
に
検
証
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ごみ処理券等への記名廃止で安心できるごみ出しをごみ処理券等への記名廃止で安心できるごみ出しをごみ処理券等への記名廃止で安心できるごみ出しを

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

豊
か
な
自
然
と
下
呂
温
泉

を
誇
る
本
市
に
お
い
て
、

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
」は
、市
の
魅
力
を
さ
ら
に

高
め
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

切
り
拓
く
大
き
な
第
一
歩
に
な

る
と
考
え
る
。そ
こ
で
、市
長

が
思
い
描
く
下
呂
市
ら
し
い

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
姿
と
今
後
の

展
望
は
。

　 

市
長

　
地
域
ぐ
る
み
で
有
機
農
業
を
推

進
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す 

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
」
は
、
本
市
の
魅
力
の
一
つ

で
あ
る 

「
食
」
の
安
全 

・
安
心
を

高
め
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
展
望
と
し
ま
し
て
は
、

令
和
８
年
度
中
の
宣
言
を
目
標
に

掲
げ
て
い
ま
す
が
、
長
年
、
農
地

を
守
り
抜
い
て
こ
ら
れ
た
熟
練
の

農
業
生
産
者
の
方
々
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う
に
有

機
農
業
を
進
め
て
い
く
か
、
こ
れ

に
は
丁
寧
に
対
話
を
重
ね
る
た
め

の
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
2
0
3
0
年
に
は

全
国
2
0
0
市
町
村
の
宣
言
を
目

指
す
と
い
う
国
の
方
針
も
踏
ま
え

つ
つ
、
農
業
生
産
者
の
皆
さ
ま
は

も
ち
ろ
ん
、
関
係
各
位
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
着
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未来を拓く「オーガニックビレッジ宣言」に向けて未来を拓く「オーガニックビレッジ宣言」に向けて未来を拓く「オーガニックビレッジ宣言」に向けて
答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲デマンド竹原
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今
後
、
交
通
空
白
地
を
ど

う
解
消
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
む
中
、
移
動
機
会
を
創
出

す
る
具
体
策
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
現
在
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
運
行
に
よ
り
、
交
通
空

白
地
の
解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。

残
る
交
通
空
白
地
で
あ
る
主
要
な

バ
ス
停
か
ら
離
れ
た
竹
原
地
域
や

中
心
市
街
地
周
辺
の
住
宅
地
に
対

し
て
は
、
公
共
交
通
人
口
カ
バ
ー

率
1
0
0
％
を
目
指
し
、
ま
ず
は

令
和
８
年
４
月
か
ら
竹
原
地
域
の

御
廐
野 

・
宮
地
の
一
部
で
デ
マ
ン

ド
交
通
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、

下
呂 

・
萩
原
地
域
の
市
街
地
周
辺

で
は
、「
福
祉
パ
ス
ポ
ー
ト
」
や 

「
福
祉
乗
合
タ
ク
シ
ー
ま
め
な

カ
ー
」
等
の
福
祉
的
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
を
再
編
し
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア

の
近
距
離
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

を
検
討
し
ま
す
。

　 

市
長

　
現
行
の 

「
福
祉
パ
ス
ポ
ー
ト
」

は
、
年
額
一
括
払
い
の
た
め
、
割
高

感
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、

よ
り
多
く
の
方
に
気
軽
に
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
１
乗
車
当
た
り

の
定
額 

・
低
料
金
制
へ
の
見
直
し

も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
他
自
治
体
の
成
功
事

例
も
参
考
に
、
公
共
交
通
施
策
を

総
合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

誰もが多様な移動手段により社会参加できるまちへ誰もが多様な移動手段により社会参加できるまちへ誰もが多様な移動手段により社会参加できるまちへ

鷲
見
昌
己
議員

す

ま
さ

み

み
一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

答

　 

市
域
の
92
％
を
占
め
る
森

林
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と

深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
近
年
、

森
林
の
多
面
的
な
機
能
が
改

め
て
注
目
さ
れ
る
中
、
市
は
、

「
1
0
0
年
先
を
見
据
え
た

温
故
創
新
の
森
林
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
森
林
づ
く
り
基
本

計
画
を
策
定
し
た
。
こ
の
計

画
の
柱
の
一
つ
と
な
る
主

伐 

・
再
造
林
の
現
状
と
今
後

の
課
題
は
。

　 

農
林
部
長

　
戦
後
に
植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
が
全
国
的
に
高
齢
化
し
て
お

り
、
国
や
県
は
森
林
の
若
返
り
と

世
代
交
代
を
目
指
し
て
、
主
伐 

（
伐
採
）
と
再
造
林 

（
植
林
）
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
樹
齢
50
年

か
ら
70
年
に
達
し
た
人
工
林
は
約

１
万
9
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お

よ
び
、
そ
の
約
６
割
を
ス
ギ 

・
ヒ

ノ
キ
が
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
令
和
６

年
度
は
市
内
約
43
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

お
い
て
主
伐 

・
再
造
林
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
、
森
林
の
健
全
な
若
返
り

を
図
る
た
め
、
ま
ず
は
市
有
林
に

お
い
て
主
伐 

・
再
造
林
を
推
進
し

て
い
く
方
針
で
す
。
併
せ
て
、
民

有
林
に
つ
い
て
も
、
林
業
事
業
体

と
緊
密
に
協
力
し
な
が
ら
、
着
実

な
事
業
実
施
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

100年先へつなぐ、私たちの森づくり100年先へつなぐ、私たちの森づくり100年先へつなぐ、私たちの森づくり

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

　 

も
え
る
ご
み
処
理
券
や
専

用
ご
み
袋
等
に
名
前
を
記
入

す
る
こ
と
は
、
分
別
の
責
任

を
明
確
に
す
る
た
め
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観

点
か
ら
問
題
が
あ
る
」
と
の

切
実
な
指
摘
も
あ
る
。
市
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
ご
み

を
出
せ
る
よ
う
、
現
在
の
記

名
す
る
運
用
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
。

　 

環
境
部
長

　
ご
み
処
理
券
等
へ
の
記
名
は
、

「
ご
み
の
出
し
方
ル
ー
ル
」
が
守

ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
個
別
の

指
導
や
注
意
喚
起
を
行
う
目
的
で

お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
一
方
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の

配
慮
や
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
十
分
に

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
分
別
の
徹
底
と
い
う

「
排
出
者
責
任
の
確
保
」
と
、
市

民
の
皆
さ
ま
の 

「
個
人
情
報
の
保

護
」
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
他
自

治
体
の
事
例
や
、
記
名
に
代
わ
る

手
法
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
研
究

し
つ
つ
、
総
合
的
に
検
証
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ごみ処理券等への記名廃止で安心できるごみ出しをごみ処理券等への記名廃止で安心できるごみ出しをごみ処理券等への記名廃止で安心できるごみ出しを

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

中
島
ゆ
き
子
議員

な
か

こ

し
ま

田
中
喜
登
議員

た

き

の
り

な
か

下
平
裕
次
郎
議員

し
も

ひ
ら

ゆ
う

じ

ろ
う

　 

豊
か
な
自
然
と
下
呂
温
泉

を
誇
る
本
市
に
お
い
て
、

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
」は
、市
の
魅
力
を
さ
ら
に

高
め
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

切
り
拓
く
大
き
な
第
一
歩
に
な

る
と
考
え
る
。そ
こ
で
、市
長

が
思
い
描
く
下
呂
市
ら
し
い

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
姿
と
今
後
の

展
望
は
。

　 

市
長

　
地
域
ぐ
る
み
で
有
機
農
業
を
推

進
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す 

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
」
は
、
本
市
の
魅
力
の
一
つ

で
あ
る 

「
食
」
の
安
全 

・
安
心
を

高
め
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
展
望
と
し
ま
し
て
は
、

令
和
８
年
度
中
の
宣
言
を
目
標
に

掲
げ
て
い
ま
す
が
、
長
年
、
農
地

を
守
り
抜
い
て
こ
ら
れ
た
熟
練
の

農
業
生
産
者
の
方
々
に
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う
に
有

機
農
業
を
進
め
て
い
く
か
、
こ
れ

に
は
丁
寧
に
対
話
を
重
ね
る
た
め

の
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
2
0
3
0
年
に
は

全
国
2
0
0
市
町
村
の
宣
言
を
目

指
す
と
い
う
国
の
方
針
も
踏
ま
え

つ
つ
、
農
業
生
産
者
の
皆
さ
ま
は

も
ち
ろ
ん
、
関
係
各
位
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
着
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未来を拓く「オーガニックビレッジ宣言」に向けて未来を拓く「オーガニックビレッジ宣言」に向けて未来を拓く「オーガニックビレッジ宣言」に向けて
答 問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

▲デマンド竹原
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

未来のまちを見据えた公共施設の見直し未来のまちを見据えた公共施設の見直し未来のまちを見据えた公共施設の見直し
　 

公
共
施
設
の
見
直
し
の
必

要
性
と
、
今
後
の
具
体
的
な

進
め
方
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
公
共
施
設
の
見
直
し
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
取

り
組
み
で
す
。
本
市
で
は
人
口
が

減
る
中
で
も
多
く
の
施
設
を
維
持

し
て
お
り
、
維
持
や
更
新
に
必
要

な
費
用
に
対
し
て
、
年
間
約
12
億

円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
外
部
有
識
者
を

交
え
た
研
究
会
も
開
催
し
、
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。こ
の
た
め
、２
０
４
０

年
ま
で
に
施
設
面
積
を
約
40
％
削

減
す
る
目
標
の
も
と
、
見
直
し
を

進
め
ま
す
。
令
和
８
年
度
ま
で
に

デ
ー
タ
を
整
備
し
、
市
民
と
の
対

話
を
重
ね
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　 

市
長

　
公
共
施
設
の
見
直
し
は
、
片
手

間
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
一
定

の
体
制
の
も
と
で
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ご

と
の
考
え
方
や
実
情
を
尊
重
し
、

地
域
の
維
持
や
活
性
化
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
単
位

で
の
検
討
を
基
本
と
し
て
進
め
て

い
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
市

民
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
覚

悟
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

答

答

問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

　 

障
が
い
の
あ
る
方
の
ご
家

族
の
多
く
が
抱
え
る 「
親
な

き
後
」
へ
の
強
い
不
安
に
寄

り
添
う
、
市
と
し
て
の
支
援

体
制
と
今
後
の
方
向
性
は
。

　 

福
祉
部
長

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
ご
家
族
が

抱
え
る 

「
親
な
き
後
」
へ
の
不
安

は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は「
下
呂

市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
」

を
組
織
し
、
相
談
支
援 

・
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
、
利
用
者
、
行
政
、
教

育
な
ど
の
関
係
機
関
が
緊
密
に
連

携
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
就
労 

・
く
ら

し 

・
児
童 

・
地
域
生
活
支
援
拠

点
な
ど
の
専
門
部
会
を
年
３
回
か

ら
４
回
、
相
談
支
援
事
業
所
連
携

会
議
を
月
１
回
と
い
う
高
い
頻
度

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

場
を
通
じ
て
、
一
つ
の
機
関
で
は

解
決
が
困
難
な
ケ
ー
ス
の
対
応
策

を
協
議
す
る
ほ
か
、
家
族
向
け
研

修
を
実
施
す
る
な
ど
、
き
め
細
か

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の 

「
顔
の
見
え
る
関

係
」
を
保
ち
な
が
ら
、
親
な
き
後

の
課
題
も
含
め
、
障
が
い
の
あ
る

方
と
そ
の
ご
家
族
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
将
来
に
わ
た
り
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

住み慣れた地域で安心して暮し続けられるために住み慣れた地域で安心して暮し続けられるために住み慣れた地域で安心して暮し続けられるために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

　 

当
市
の
外
国
籍
住
民
は
、

令
和
８
年
３
月
現
在
で
１
０

８
０
人
に
達
し
、こ
の
10
年
間

で
３
倍
以
上
に
急
増
し
て
い

る
。令
和
６
年
度
に
は
出
生
児

の
約
１
割
を
外
国
籍
の
子
が

占
め
る
な
ど
、多
文
化
共
生
が

進
む
今
、あ
ら
ゆ
る
世
代
へ

「
切
れ
目
の
な
い
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
支
援
」を
行
う
こ
と
は

不
可
欠
と
考
え
る
が
、各
世
代

へ
の
支
援
の
現
状
と
今
後
の

展
望
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
近
年
、
観
光
業
等
に
従
事
す
る

在
留
資
格
を
持
つ
方
が
、
配
偶
者

と
共
に
転
入
し
出
産
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多

文
化
共
生
担
当
課
と
庁
内
関
係
課

が
密
に
連
携
し
、
こ
ど
も
園
か
ら

小
中
学
校
ま
で
の
各
段
階
で
の
支

援
等
に
加
え
、
入
園
前
か
ら
の
関

係
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、市
民
と
外
国
籍
住
民
が 

「
や

さ
し
い
日
本
語
」
で
交
流
す
る
サ

ロ
ン
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
令
和
８
年
度
に
策
定

予
定
の 

「
第
２
期
下
呂
市
多
文
化

共
生
推
進
方
針
」
に
お
い
て
、
生

活 

・
教
育 

・
就
労
等
の
各
段
階
に

お
け
る
課
題
を
改
め
て
精
査
し
、

市
役
所
全
体
で
切
れ
目
の
な
い
対

応
策
を
構
築
し
て
い
く
考
え
で
す
。

国籍を問わず、誰もが輝く切れ目ない支援を国籍を問わず、誰もが輝く切れ目ない支援を国籍を問わず、誰もが輝く切れ目ない支援を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

　 

近
年
、
全
国
的
に
農
業
の

後
継
者
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
も
加
速
し
て
お
り
、
若
手

へ
の
世
代
交
代
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景

を
踏
ま
え
、
新
規
就
農
の
促

進
を
は
じ
め
と
す
る
次
世
代

の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
取

組
状
況
と
今
後
の
方
策
は
。

　 

農
林
部
長

　
当
市
で
は
新
規
就
農
者
の
確
保

に
注
力
し
て
お
り
、
平
成
23
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
に
57
名
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
う
ち
30
名
が

市
外
か
ら
の
転
入
で
、
移
住
促
進

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
支
援
と
し
て
、
研
修
生
住
宅
を

最
長
２
年
間
、
低
額
で
貸
与
し
て

い
ま
す
。
家
電
完
備
の
住
宅
提
供

に
よ
り
生
活
費
を
抑
え
、
就
農
に

向
け
た
自
己
資
金
の
確
保
を
後
押

し
し
て
お
り
、
こ
れ
が
就
農
地
と

し
て
選
ば
れ
る
大
き
な
要
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
国
県

の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
、
就
農

準
備
や
経
営
開
始
へ
の
金
銭
的
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
の
安
全
安
心
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
、
来
年
度
の

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」

を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
農
業
に
興
味
を

持
ち
、
将
来
の
担
い
手
確
保
に
つ

な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

地域の農業を確実に次世代へつなぐために地域の農業を確実に次世代へつなぐために地域の農業を確実に次世代へつなぐために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

下呂市役所下呂庁舎
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

未来のまちを見据えた公共施設の見直し未来のまちを見据えた公共施設の見直し未来のまちを見据えた公共施設の見直し
　 

公
共
施
設
の
見
直
し
の
必

要
性
と
、
今
後
の
具
体
的
な

進
め
方
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
公
共
施
設
の
見
直
し
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
取

り
組
み
で
す
。
本
市
で
は
人
口
が

減
る
中
で
も
多
く
の
施
設
を
維
持

し
て
お
り
、
維
持
や
更
新
に
必
要

な
費
用
に
対
し
て
、
年
間
約
12
億

円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
外
部
有
識
者
を

交
え
た
研
究
会
も
開
催
し
、
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。こ
の
た
め
、２
０
４
０

年
ま
で
に
施
設
面
積
を
約
40
％
削

減
す
る
目
標
の
も
と
、
見
直
し
を

進
め
ま
す
。
令
和
８
年
度
ま
で
に

デ
ー
タ
を
整
備
し
、
市
民
と
の
対

話
を
重
ね
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　 

市
長

　
公
共
施
設
の
見
直
し
は
、
片
手

間
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
一
定

の
体
制
の
も
と
で
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ご

と
の
考
え
方
や
実
情
を
尊
重
し
、

地
域
の
維
持
や
活
性
化
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
単
位

で
の
検
討
を
基
本
と
し
て
進
め
て

い
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
市

民
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
覚

悟
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

答

答

問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

　 

障
が
い
の
あ
る
方
の
ご
家

族
の
多
く
が
抱
え
る 「
親
な

き
後
」
へ
の
強
い
不
安
に
寄

り
添
う
、
市
と
し
て
の
支
援

体
制
と
今
後
の
方
向
性
は
。

　 

福
祉
部
長

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
ご
家
族
が

抱
え
る 

「
親
な
き
後
」
へ
の
不
安

は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は「
下
呂

市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
」

を
組
織
し
、
相
談
支
援 

・
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
、
利
用
者
、
行
政
、
教

育
な
ど
の
関
係
機
関
が
緊
密
に
連

携
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
就
労 
・
く
ら

し 

・
児
童 

・
地
域
生
活
支
援
拠

点
な
ど
の
専
門
部
会
を
年
３
回
か

ら
４
回
、
相
談
支
援
事
業
所
連
携

会
議
を
月
１
回
と
い
う
高
い
頻
度

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

場
を
通
じ
て
、
一
つ
の
機
関
で
は

解
決
が
困
難
な
ケ
ー
ス
の
対
応
策

を
協
議
す
る
ほ
か
、
家
族
向
け
研

修
を
実
施
す
る
な
ど
、
き
め
細
か

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の 

「
顔
の
見
え
る
関

係
」
を
保
ち
な
が
ら
、
親
な
き
後

の
課
題
も
含
め
、
障
が
い
の
あ
る

方
と
そ
の
ご
家
族
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
将
来
に
わ
た
り
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

住み慣れた地域で安心して暮し続けられるために住み慣れた地域で安心して暮し続けられるために住み慣れた地域で安心して暮し続けられるために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

　 

当
市
の
外
国
籍
住
民
は
、

令
和
８
年
３
月
現
在
で
１
０

８
０
人
に
達
し
、こ
の
10
年
間

で
３
倍
以
上
に
急
増
し
て
い

る
。令
和
６
年
度
に
は
出
生
児

の
約
１
割
を
外
国
籍
の
子
が

占
め
る
な
ど
、多
文
化
共
生
が

進
む
今
、あ
ら
ゆ
る
世
代
へ

「
切
れ
目
の
な
い
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
支
援
」を
行
う
こ
と
は

不
可
欠
と
考
え
る
が
、各
世
代

へ
の
支
援
の
現
状
と
今
後
の

展
望
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
近
年
、
観
光
業
等
に
従
事
す
る

在
留
資
格
を
持
つ
方
が
、
配
偶
者

と
共
に
転
入
し
出
産
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多

文
化
共
生
担
当
課
と
庁
内
関
係
課

が
密
に
連
携
し
、
こ
ど
も
園
か
ら

小
中
学
校
ま
で
の
各
段
階
で
の
支

援
等
に
加
え
、
入
園
前
か
ら
の
関

係
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、市
民
と
外
国
籍
住
民
が 

「
や

さ
し
い
日
本
語
」
で
交
流
す
る
サ

ロ
ン
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
令
和
８
年
度
に
策
定

予
定
の 

「
第
２
期
下
呂
市
多
文
化

共
生
推
進
方
針
」
に
お
い
て
、
生

活 

・
教
育 

・
就
労
等
の
各
段
階
に

お
け
る
課
題
を
改
め
て
精
査
し
、

市
役
所
全
体
で
切
れ
目
の
な
い
対

応
策
を
構
築
し
て
い
く
考
え
で
す
。

国籍を問わず、誰もが輝く切れ目ない支援を国籍を問わず、誰もが輝く切れ目ない支援を国籍を問わず、誰もが輝く切れ目ない支援を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

　 

近
年
、
全
国
的
に
農
業
の

後
継
者
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
も
加
速
し
て
お
り
、
若
手

へ
の
世
代
交
代
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景

を
踏
ま
え
、
新
規
就
農
の
促

進
を
は
じ
め
と
す
る
次
世
代

の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
取

組
状
況
と
今
後
の
方
策
は
。

　 

農
林
部
長

　
当
市
で
は
新
規
就
農
者
の
確
保

に
注
力
し
て
お
り
、
平
成
23
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
に
57
名
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
う
ち
30
名
が

市
外
か
ら
の
転
入
で
、
移
住
促
進

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
支
援
と
し
て
、
研
修
生
住
宅
を

最
長
２
年
間
、
低
額
で
貸
与
し
て

い
ま
す
。
家
電
完
備
の
住
宅
提
供

に
よ
り
生
活
費
を
抑
え
、
就
農
に

向
け
た
自
己
資
金
の
確
保
を
後
押

し
し
て
お
り
、
こ
れ
が
就
農
地
と

し
て
選
ば
れ
る
大
き
な
要
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
国
県

の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
、
就
農

準
備
や
経
営
開
始
へ
の
金
銭
的
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
の
安
全
安
心
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
、
来
年
度
の

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」

を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
農
業
に
興
味
を

持
ち
、
将
来
の
担
い
手
確
保
に
つ

な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

地域の農業を確実に次世代へつなぐために地域の農業を確実に次世代へつなぐために地域の農業を確実に次世代へつなぐために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

未来のまちを見据えた公共施設の見直し未来のまちを見据えた公共施設の見直し未来のまちを見据えた公共施設の見直し
　 

公
共
施
設
の
見
直
し
の
必

要
性
と
、
今
後
の
具
体
的
な

進
め
方
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
公
共
施
設
の
見
直
し
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
取

り
組
み
で
す
。
本
市
で
は
人
口
が

減
る
中
で
も
多
く
の
施
設
を
維
持

し
て
お
り
、
維
持
や
更
新
に
必
要

な
費
用
に
対
し
て
、
年
間
約
12
億

円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
外
部
有
識
者
を

交
え
た
研
究
会
も
開
催
し
、
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。こ
の
た
め
、２
０
４
０

年
ま
で
に
施
設
面
積
を
約
40
％
削

減
す
る
目
標
の
も
と
、
見
直
し
を

進
め
ま
す
。
令
和
８
年
度
ま
で
に

デ
ー
タ
を
整
備
し
、
市
民
と
の
対

話
を
重
ね
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　 

市
長

　
公
共
施
設
の
見
直
し
は
、
片
手

間
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
一
定

の
体
制
の
も
と
で
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ご

と
の
考
え
方
や
実
情
を
尊
重
し
、

地
域
の
維
持
や
活
性
化
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
単
位

で
の
検
討
を
基
本
と
し
て
進
め
て

い
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
市

民
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
覚

悟
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

答

答

問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

　 

障
が
い
の
あ
る
方
の
ご
家

族
の
多
く
が
抱
え
る 「
親
な

き
後
」
へ
の
強
い
不
安
に
寄

り
添
う
、
市
と
し
て
の
支
援

体
制
と
今
後
の
方
向
性
は
。

　 

福
祉
部
長

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
ご
家
族
が

抱
え
る 

「
親
な
き
後
」
へ
の
不
安

は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は「
下
呂

市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
」

を
組
織
し
、
相
談
支
援 

・
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
、
利
用
者
、
行
政
、
教

育
な
ど
の
関
係
機
関
が
緊
密
に
連

携
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
就
労 

・
く
ら

し 

・
児
童 

・
地
域
生
活
支
援
拠

点
な
ど
の
専
門
部
会
を
年
３
回
か

ら
４
回
、
相
談
支
援
事
業
所
連
携

会
議
を
月
１
回
と
い
う
高
い
頻
度

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

場
を
通
じ
て
、
一
つ
の
機
関
で
は

解
決
が
困
難
な
ケ
ー
ス
の
対
応
策

を
協
議
す
る
ほ
か
、
家
族
向
け
研

修
を
実
施
す
る
な
ど
、
き
め
細
か

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の 

「
顔
の
見
え
る
関

係
」
を
保
ち
な
が
ら
、
親
な
き
後

の
課
題
も
含
め
、
障
が
い
の
あ
る

方
と
そ
の
ご
家
族
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
将
来
に
わ
た
り
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

住み慣れた地域で安心して暮し続けられるために住み慣れた地域で安心して暮し続けられるために住み慣れた地域で安心して暮し続けられるために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

　 

当
市
の
外
国
籍
住
民
は
、

令
和
８
年
３
月
現
在
で
１
０

８
０
人
に
達
し
、こ
の
10
年
間

で
３
倍
以
上
に
急
増
し
て
い

る
。令
和
６
年
度
に
は
出
生
児

の
約
１
割
を
外
国
籍
の
子
が

占
め
る
な
ど
、多
文
化
共
生
が

進
む
今
、あ
ら
ゆ
る
世
代
へ

「
切
れ
目
の
な
い
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
支
援
」を
行
う
こ
と
は

不
可
欠
と
考
え
る
が
、各
世
代

へ
の
支
援
の
現
状
と
今
後
の

展
望
は
。

　 
地
域
振
興
部
長

　
近
年
、
観
光
業
等
に
従
事
す
る

在
留
資
格
を
持
つ
方
が
、
配
偶
者

と
共
に
転
入
し
出
産
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多

文
化
共
生
担
当
課
と
庁
内
関
係
課

が
密
に
連
携
し
、
こ
ど
も
園
か
ら

小
中
学
校
ま
で
の
各
段
階
で
の
支

援
等
に
加
え
、
入
園
前
か
ら
の
関

係
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、市
民
と
外
国
籍
住
民
が 

「
や

さ
し
い
日
本
語
」
で
交
流
す
る
サ

ロ
ン
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
令
和
８
年
度
に
策
定

予
定
の 

「
第
２
期
下
呂
市
多
文
化

共
生
推
進
方
針
」
に
お
い
て
、
生

活 

・
教
育 

・
就
労
等
の
各
段
階
に

お
け
る
課
題
を
改
め
て
精
査
し
、

市
役
所
全
体
で
切
れ
目
の
な
い
対

応
策
を
構
築
し
て
い
く
考
え
で
す
。

国籍を問わず、誰もが輝く切れ目ない支援を国籍を問わず、誰もが輝く切れ目ない支援を国籍を問わず、誰もが輝く切れ目ない支援を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

　 

近
年
、
全
国
的
に
農
業
の

後
継
者
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
も
加
速
し
て
お
り
、
若
手

へ
の
世
代
交
代
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景

を
踏
ま
え
、
新
規
就
農
の
促

進
を
は
じ
め
と
す
る
次
世
代

の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
取

組
状
況
と
今
後
の
方
策
は
。

　 

農
林
部
長

　
当
市
で
は
新
規
就
農
者
の
確
保

に
注
力
し
て
お
り
、
平
成
23
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
に
57
名
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
う
ち
30
名
が

市
外
か
ら
の
転
入
で
、
移
住
促
進

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
支
援
と
し
て
、
研
修
生
住
宅
を

最
長
２
年
間
、
低
額
で
貸
与
し
て

い
ま
す
。
家
電
完
備
の
住
宅
提
供

に
よ
り
生
活
費
を
抑
え
、
就
農
に

向
け
た
自
己
資
金
の
確
保
を
後
押

し
し
て
お
り
、
こ
れ
が
就
農
地
と

し
て
選
ば
れ
る
大
き
な
要
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
国
県

の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
、
就
農

準
備
や
経
営
開
始
へ
の
金
銭
的
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
の
安
全
安
心
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
、
来
年
度
の

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」

を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
農
業
に
興
味
を

持
ち
、
将
来
の
担
い
手
確
保
に
つ

な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

地域の農業を確実に次世代へつなぐために地域の農業を確実に次世代へつなぐために地域の農業を確実に次世代へつなぐために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と
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一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

未来のまちを見据えた公共施設の見直し未来のまちを見据えた公共施設の見直し未来のまちを見据えた公共施設の見直し
　 

公
共
施
設
の
見
直
し
の
必

要
性
と
、
今
後
の
具
体
的
な

進
め
方
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
公
共
施
設
の
見
直
し
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
取

り
組
み
で
す
。
本
市
で
は
人
口
が

減
る
中
で
も
多
く
の
施
設
を
維
持

し
て
お
り
、
維
持
や
更
新
に
必
要

な
費
用
に
対
し
て
、
年
間
約
12
億

円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
外
部
有
識
者
を

交
え
た
研
究
会
も
開
催
し
、
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。こ
の
た
め
、２
０
４
０

年
ま
で
に
施
設
面
積
を
約
40
％
削

減
す
る
目
標
の
も
と
、
見
直
し
を

進
め
ま
す
。
令
和
８
年
度
ま
で
に

デ
ー
タ
を
整
備
し
、
市
民
と
の
対

話
を
重
ね
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　 

市
長

　
公
共
施
設
の
見
直
し
は
、
片
手

間
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
一
定

の
体
制
の
も
と
で
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ご

と
の
考
え
方
や
実
情
を
尊
重
し
、

地
域
の
維
持
や
活
性
化
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
単
位

で
の
検
討
を
基
本
と
し
て
進
め
て

い
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
市

民
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
覚

悟
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

答

答

問

桂
川
融
己
議員

か
つ
ら

が
わ

ゆ
う

き

　 

障
が
い
の
あ
る
方
の
ご
家

族
の
多
く
が
抱
え
る 「
親
な

き
後
」
へ
の
強
い
不
安
に
寄

り
添
う
、
市
と
し
て
の
支
援

体
制
と
今
後
の
方
向
性
は
。

　 

福
祉
部
長

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
ご
家
族
が

抱
え
る 

「
親
な
き
後
」
へ
の
不
安

は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は「
下
呂

市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
」

を
組
織
し
、
相
談
支
援 

・
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
、
利
用
者
、
行
政
、
教

育
な
ど
の
関
係
機
関
が
緊
密
に
連

携
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
就
労 

・
く
ら

し 

・
児
童 

・
地
域
生
活
支
援
拠

点
な
ど
の
専
門
部
会
を
年
３
回
か

ら
４
回
、
相
談
支
援
事
業
所
連
携

会
議
を
月
１
回
と
い
う
高
い
頻
度

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

場
を
通
じ
て
、
一
つ
の
機
関
で
は

解
決
が
困
難
な
ケ
ー
ス
の
対
応
策

を
協
議
す
る
ほ
か
、
家
族
向
け
研

修
を
実
施
す
る
な
ど
、
き
め
細
か

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の 

「
顔
の
見
え
る
関

係
」
を
保
ち
な
が
ら
、
親
な
き
後

の
課
題
も
含
め
、
障
が
い
の
あ
る

方
と
そ
の
ご
家
族
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
将
来
に
わ
た
り
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

住み慣れた地域で安心して暮し続けられるために住み慣れた地域で安心して暮し続けられるために住み慣れた地域で安心して暮し続けられるために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

大
西
尚
子
議員

お
お

に
し

な
お

こ

　 

当
市
の
外
国
籍
住
民
は
、

令
和
８
年
３
月
現
在
で
１
０

８
０
人
に
達
し
、こ
の
10
年
間

で
３
倍
以
上
に
急
増
し
て
い

る
。令
和
６
年
度
に
は
出
生
児

の
約
１
割
を
外
国
籍
の
子
が

占
め
る
な
ど
、多
文
化
共
生
が

進
む
今
、あ
ら
ゆ
る
世
代
へ

「
切
れ
目
の
な
い
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
支
援
」を
行
う
こ
と
は

不
可
欠
と
考
え
る
が
、各
世
代

へ
の
支
援
の
現
状
と
今
後
の

展
望
は
。

　 

地
域
振
興
部
長

　
近
年
、
観
光
業
等
に
従
事
す
る

在
留
資
格
を
持
つ
方
が
、
配
偶
者

と
共
に
転
入
し
出
産
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多

文
化
共
生
担
当
課
と
庁
内
関
係
課

が
密
に
連
携
し
、
こ
ど
も
園
か
ら

小
中
学
校
ま
で
の
各
段
階
で
の
支

援
等
に
加
え
、
入
園
前
か
ら
の
関

係
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、市
民
と
外
国
籍
住
民
が 

「
や

さ
し
い
日
本
語
」
で
交
流
す
る
サ

ロ
ン
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
令
和
８
年
度
に
策
定

予
定
の 

「
第
２
期
下
呂
市
多
文
化

共
生
推
進
方
針
」
に
お
い
て
、
生

活 
・
教
育 

・
就
労
等
の
各
段
階
に

お
け
る
課
題
を
改
め
て
精
査
し
、

市
役
所
全
体
で
切
れ
目
の
な
い
対

応
策
を
構
築
し
て
い
く
考
え
で
す
。

国籍を問わず、誰もが輝く切れ目ない支援を国籍を問わず、誰もが輝く切れ目ない支援を国籍を問わず、誰もが輝く切れ目ない支援を

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

問答

田
口
琢
弥
議員

た

ぐ
ち

た
く

や

　 

近
年
、
全
国
的
に
農
業
の

後
継
者
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
も
加
速
し
て
お
り
、
若
手

へ
の
世
代
交
代
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景

を
踏
ま
え
、
新
規
就
農
の
促

進
を
は
じ
め
と
す
る
次
世
代

の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
取

組
状
況
と
今
後
の
方
策
は
。

　 

農
林
部
長

　
当
市
で
は
新
規
就
農
者
の
確
保

に
注
力
し
て
お
り
、
平
成
23
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
に
57
名
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
う
ち
30
名
が

市
外
か
ら
の
転
入
で
、
移
住
促
進

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
支
援
と
し
て
、
研
修
生
住
宅
を

最
長
２
年
間
、
低
額
で
貸
与
し
て

い
ま
す
。
家
電
完
備
の
住
宅
提
供

に
よ
り
生
活
費
を
抑
え
、
就
農
に

向
け
た
自
己
資
金
の
確
保
を
後
押

し
し
て
お
り
、
こ
れ
が
就
農
地
と

し
て
選
ば
れ
る
大
き
な
要
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
国
県

の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
、
就
農

準
備
や
経
営
開
始
へ
の
金
銭
的
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
の
安
全
安
心
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
、
来
年
度
の

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」

を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
農
業
に
興
味
を

持
ち
、
将
来
の
担
い
手
確
保
に
つ

な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

地域の農業を確実に次世代へつなぐために地域の農業を確実に次世代へつなぐために地域の農業を確実に次世代へつなぐために

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

答 問

尾
里
集
務
議員

お

あ
つ

む

ざ
と

下呂市役所下呂庁舎

はぎわら図書館
▲日本語交流サロンでの一コマ
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老
朽
化
に
伴
い
令
和
10
年

３
月
末
を
も
っ
て
指
定
管
理

者
に
よ
る
運
営
を
終
了
予
定

の 「
上
ヶ
平
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」

に
係
る
民
間
提
案 （
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
）
の

状
況
と
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の

今
後
の
進
め
方
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
令
和
６
年
11
月
に
調
査
を
開
始

し
、 

12
月
26
日
ま
で
に
２
社
か
ら

「
民
間
資
金
に
よ
る
健
康
づ
く
り

事
業
」 

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
は
、
こ
の
提
案
を
精
査
し
、

速
や
か
に
施
設
活
用
事
業
者
の
公

募
要
項
等
の
作
成
を
行
い
、
利
用

者
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
ね
な

が
ら
、
令
和
８
年
度
中
の
事
業
者

決
定
を
目
指
し
ま
す
。

　 

市
長

　
プ
ー
ル
を
残
さ
な
い
と
い
う
選

択
は
な
か
な
か
厳
し
い
と
い
う
思
い

は
持
っ
て
お
り
、民
間
事
業
者
の

方
々
に
も
そ
う
い
う
思
い
も
し
っ
か

り
伝
え
た
上
で
、民
間
資
金
を
活

用
し
た
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
プ
ー
ル
を
維
持
で
き
る
形
で
の

事
業
化
に
向
け
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
、利
用
者
の
皆
さ
ま
と

し
っ
か
り
語
り
合
っ
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

民間活力によるプールの存続と健康づくりの推進を民間活力によるプールの存続と健康づくりの推進を民間活力によるプールの存続と健康づくりの推進を
答

答

問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

▲上ヶ平サンビレッジ

下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

　
３
月
18
日
、
下
呂
温
泉
街
整
備
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
下
呂
駅
周
辺
エ
リ

ア
の
整
備
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
、
旧
下
呂
温
泉
病
院
跡

地
の
活
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

や
現
時
点
で
の
全
体
構
想
案
、
今
後
の

基
本
計
画
策
定
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
学

生
の
送
迎
エ
リ
ア
の
確
保
や
駅
周
辺
の

渋
滞
対
策
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
、

令
和
８
年
度
の
基
本
計
画
策
定
に
向
け

て
さ
ら
に
論
点
を
整
理
し
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

　
本
市
、中
津
川
市
、郡
上
市
、東
白
川
村

の
三
市
一
村
議
会
で
合
同
会
議
を
組
織

し
、濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開

通
に
向
け
連
携
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
は

国
へ
の
要
望
活
動
を

行
い
、国
土
交
通
省

か
ら
は
、自
治
体
間

の
連
携
を
評
価
さ

れ
る
と
と
も
に
、未

事
業
化
区
間
の
予

算
確
保
や
早
期
完

成
に
向
け
た
前
向

き
な
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

管
　外
　視
　察

　
令
和
８
年
１
月
29
日
、
民
生
教
育
ま

ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
は
、
本
市
の
地

域
医
療
体
制
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、

中
部
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー 

（
美
濃
加
茂

市
）
と
多
治
見
市
民
病
院 

（
多
治
見
市
）

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
中
部
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
救

急
対
応
の
現
状
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

金
山
地
域
か
ら
の
救
急
搬
送
に
は
南
側

に
位
置
す
る
医
療
機
関
と
の
連
携
が
有

効
で
あ
る
と
再
確
認
し
た
ほ
か
、
災
害

時
に
備
え
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
実
用
的
な

運
用
ル
ー
ル
づ
く
り
の
必
要
性
を
学
び

ま
し
た
。

　
多
治
見
市
民
病
院
で
は
、
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
る
病
院
運
営
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。
経
営
の
継
続
性
と
責
任
体

制
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
若
手

医
師
が
集
ま
る 

「
教
育
病
院
」
と
し
て

の
環
境
づ
く
り
が
、
医
師
確
保
に
直
結

す
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
視
察

で
得
た
知
見
を

活
か
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
安

心
で
き
る
医
療

体
制
の
構
築
に

向
け
、
さ
ら
に

協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

「読みたくなる議会だより」とするため、皆さんの
声をお聞かせください。右の二次元コードを読み取
り、アンケートに回答をお願いします。

過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

● 農林環境
森林整備や草刈に対する意見。
地域の環境維持に向けた一歩を後押しするため、令和8年度より「刈払い機安全講習」などが新設されます。
こうした初心者向けメニューも用意されていますので、ぜひご活用ください。

市　民
委員会

　下呂市議会では、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案を直接お届けいただく仕組みとして、「議会への意見 ・提案箱」
を設置しています。寄せられたご意見等を関係する委員会に引継ぎ、それぞれの委員会が調査研究などに取り組んでいます。
令和８年３月までに寄せられたご意見等と各委員会での対応状況をご紹介します。

『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします

● 窓口DX
振興事務所や竹原出張所等にリモート窓口を導入し、利便性向上と事務の効率化を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

● まちづくり
サンビレッジのプールを令和８年度以降も子どもの発達のために継続を提案します。
上ケ平サンビレッジについて、担当部局から現在の状況等を聴取しました。

市　民
委員会

市　民 委員会… 市民の皆さまからのご意見・ご提案 … 委員会での対応

ケアハウス入所者の通院・外出支援のため、デマンドバス運行を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

宿泊税増額を財源に、空き家活用と交通網整備で下呂市の観光振興を提案します。

今後の政策検討や提言等の参考にさせていただきます。

下呂市
出身者

委員会

生殖補助医療の通院費助成を、採卵に至らない場合も対象とするよう提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

市　民
委員会

歩行者と外国人住民のため、旧下呂温泉病院跡地の栄町通りに横断歩道の設置を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

道路整備や交通網の充実は、若者の定住や観光の安全、地域の魅力向上に不可欠です。
今後の政策検討や提言等の参考にさせていただきます。

市　民
委員会

名古屋からの利便性向上のため、高速やバイパスの整備の提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

下呂駅駐輪場の乗り入れ段差を解消し、高齢者等も利用しやすい改善を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

● 道路整備

若年公務員の低賃金による離職を防ぐため、給与水準の改善を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

● 生活支援

移住支援や観光政策の閉鎖性を指摘し、多様な産業育成と情報発信の改善を求める意見。
今後の政策検討や提言等の参考にさせていただきます。

市　民
委員会

● 観光産業

お寄せいただいたご意見等は、紙面の都合上、抜粋 ・要約して掲載していますのでご理解をお願いいたします。引き続き
調査研究に取り組みながら、市民の皆さまからの貴重な声を、政策提言等へ着実に反映できるよう努めていきます。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲国土交通省大臣政務官との要望面談
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朽
化
に
伴
い
令
和
10
年

３
月
末
を
も
っ
て
指
定
管
理

者
に
よ
る
運
営
を
終
了
予
定

の 「
上
ヶ
平
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」

に
係
る
民
間
提
案 （
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
）
の

状
況
と
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の

今
後
の
進
め
方
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
令
和
６
年
11
月
に
調
査
を
開
始

し
、 

12
月
26
日
ま
で
に
２
社
か
ら

「
民
間
資
金
に
よ
る
健
康
づ
く
り

事
業
」 

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
は
、
こ
の
提
案
を
精
査
し
、

速
や
か
に
施
設
活
用
事
業
者
の
公

募
要
項
等
の
作
成
を
行
い
、
利
用

者
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
ね
な

が
ら
、
令
和
８
年
度
中
の
事
業
者

決
定
を
目
指
し
ま
す
。

　 

市
長

　
プ
ー
ル
を
残
さ
な
い
と
い
う
選

択
は
な
か
な
か
厳
し
い
と
い
う
思
い

は
持
っ
て
お
り
、民
間
事
業
者
の

方
々
に
も
そ
う
い
う
思
い
も
し
っ
か

り
伝
え
た
上
で
、民
間
資
金
を
活

用
し
た
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
プ
ー
ル
を
維
持
で
き
る
形
で
の

事
業
化
に
向
け
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
、利
用
者
の
皆
さ
ま
と

し
っ
か
り
語
り
合
っ
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

民間活力によるプールの存続と健康づくりの推進を民間活力によるプールの存続と健康づくりの推進を民間活力によるプールの存続と健康づくりの推進を
答

答

問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

▲上ヶ平サンビレッジ

下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

　
３
月
18
日
、
下
呂
温
泉
街
整
備
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
下
呂
駅
周
辺
エ
リ

ア
の
整
備
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
、
旧
下
呂
温
泉
病
院
跡

地
の
活
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

や
現
時
点
で
の
全
体
構
想
案
、
今
後
の

基
本
計
画
策
定
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
学

生
の
送
迎
エ
リ
ア
の
確
保
や
駅
周
辺
の

渋
滞
対
策
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
、

令
和
８
年
度
の
基
本
計
画
策
定
に
向
け

て
さ
ら
に
論
点
を
整
理
し
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

　
本
市
、中
津
川
市
、郡
上
市
、東
白
川
村

の
三
市
一
村
議
会
で
合
同
会
議
を
組
織

し
、濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開

通
に
向
け
連
携
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
は

国
へ
の
要
望
活
動
を

行
い
、国
土
交
通
省

か
ら
は
、自
治
体
間

の
連
携
を
評
価
さ

れ
る
と
と
も
に
、未

事
業
化
区
間
の
予

算
確
保
や
早
期
完

成
に
向
け
た
前
向

き
な
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

管
　外
　視
　察

　
令
和
８
年
１
月
29
日
、
民
生
教
育
ま

ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
は
、
本
市
の
地

域
医
療
体
制
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、

中
部
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー 

（
美
濃
加
茂

市
）
と
多
治
見
市
民
病
院 

（
多
治
見
市
）

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
中
部
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
救

急
対
応
の
現
状
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

金
山
地
域
か
ら
の
救
急
搬
送
に
は
南
側

に
位
置
す
る
医
療
機
関
と
の
連
携
が
有

効
で
あ
る
と
再
確
認
し
た
ほ
か
、
災
害

時
に
備
え
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
実
用
的
な

運
用
ル
ー
ル
づ
く
り
の
必
要
性
を
学
び

ま
し
た
。

　
多
治
見
市
民
病
院
で
は
、
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
る
病
院
運
営
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。
経
営
の
継
続
性
と
責
任
体

制
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
若
手

医
師
が
集
ま
る 

「
教
育
病
院
」
と
し
て

の
環
境
づ
く
り
が
、
医
師
確
保
に
直
結

す
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
視
察

で
得
た
知
見
を

活
か
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
安

心
で
き
る
医
療

体
制
の
構
築
に

向
け
、
さ
ら
に

協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

「読みたくなる議会だより」とするため、皆さんの
声をお聞かせください。右の二次元コードを読み取
り、アンケートに回答をお願いします。

過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

● 農林環境
森林整備や草刈に対する意見。
地域の環境維持に向けた一歩を後押しするため、令和8年度より「刈払い機安全講習」などが新設されます。
こうした初心者向けメニューも用意されていますので、ぜひご活用ください。

市　民
委員会

　下呂市議会では、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案を直接お届けいただく仕組みとして、「議会への意見 ・提案箱」
を設置しています。寄せられたご意見等を関係する委員会に引継ぎ、それぞれの委員会が調査研究などに取り組んでいます。
令和８年３月までに寄せられたご意見等と各委員会での対応状況をご紹介します。

『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします

● 窓口DX
振興事務所や竹原出張所等にリモート窓口を導入し、利便性向上と事務の効率化を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

● まちづくり
サンビレッジのプールを令和８年度以降も子どもの発達のために継続を提案します。
上ケ平サンビレッジについて、担当部局から現在の状況等を聴取しました。

市　民
委員会

市　民 委員会… 市民の皆さまからのご意見・ご提案 … 委員会での対応

ケアハウス入所者の通院・外出支援のため、デマンドバス運行を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

宿泊税増額を財源に、空き家活用と交通網整備で下呂市の観光振興を提案します。

今後の政策検討や提言等の参考にさせていただきます。

下呂市
出身者

委員会

生殖補助医療の通院費助成を、採卵に至らない場合も対象とするよう提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

市　民
委員会

歩行者と外国人住民のため、旧下呂温泉病院跡地の栄町通りに横断歩道の設置を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

道路整備や交通網の充実は、若者の定住や観光の安全、地域の魅力向上に不可欠です。
今後の政策検討や提言等の参考にさせていただきます。

市　民
委員会

名古屋からの利便性向上のため、高速やバイパスの整備の提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

下呂駅駐輪場の乗り入れ段差を解消し、高齢者等も利用しやすい改善を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

● 道路整備

若年公務員の低賃金による離職を防ぐため、給与水準の改善を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

● 生活支援

移住支援や観光政策の閉鎖性を指摘し、多様な産業育成と情報発信の改善を求める意見。
今後の政策検討や提言等の参考にさせていただきます。

市　民
委員会

● 観光産業

お寄せいただいたご意見等は、紙面の都合上、抜粋 ・要約して掲載していますのでご理解をお願いいたします。引き続き
調査研究に取り組みながら、市民の皆さまからの貴重な声を、政策提言等へ着実に反映できるよう努めていきます。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲国土交通省大臣政務官との要望面談
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G E R O  C I T Y  C O U N C I L G E R O  C I T Y  C O U N C I L

　 

老
朽
化
に
伴
い
令
和
10
年

３
月
末
を
も
っ
て
指
定
管
理

者
に
よ
る
運
営
を
終
了
予
定

の 「
上
ヶ
平
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」

に
係
る
民
間
提
案 （
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
）
の

状
況
と
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の

今
後
の
進
め
方
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
令
和
６
年
11
月
に
調
査
を
開
始

し
、 

12
月
26
日
ま
で
に
２
社
か
ら

「
民
間
資
金
に
よ
る
健
康
づ
く
り

事
業
」 

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
は
、
こ
の
提
案
を
精
査
し
、

速
や
か
に
施
設
活
用
事
業
者
の
公

募
要
項
等
の
作
成
を
行
い
、
利
用

者
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
ね
な

が
ら
、
令
和
８
年
度
中
の
事
業
者

決
定
を
目
指
し
ま
す
。

　 

市
長

　
プ
ー
ル
を
残
さ
な
い
と
い
う
選

択
は
な
か
な
か
厳
し
い
と
い
う
思
い

は
持
っ
て
お
り
、民
間
事
業
者
の

方
々
に
も
そ
う
い
う
思
い
も
し
っ
か

り
伝
え
た
上
で
、民
間
資
金
を
活

用
し
た
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
プ
ー
ル
を
維
持
で
き
る
形
で
の

事
業
化
に
向
け
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
、利
用
者
の
皆
さ
ま
と

し
っ
か
り
語
り
合
っ
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

民間活力によるプールの存続と健康づくりの推進を民間活力によるプールの存続と健康づくりの推進を民間活力によるプールの存続と健康づくりの推進を
答

答

問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

▲上ヶ平サンビレッジ

下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

　
３
月
18
日
、
下
呂
温
泉
街
整
備
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
下
呂
駅
周
辺
エ
リ

ア
の
整
備
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
、
旧
下
呂
温
泉
病
院
跡

地
の
活
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

や
現
時
点
で
の
全
体
構
想
案
、
今
後
の

基
本
計
画
策
定
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
学

生
の
送
迎
エ
リ
ア
の
確
保
や
駅
周
辺
の

渋
滞
対
策
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
、

令
和
８
年
度
の
基
本
計
画
策
定
に
向
け

て
さ
ら
に
論
点
を
整
理
し
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

　
本
市
、中
津
川
市
、郡
上
市
、東
白
川
村

の
三
市
一
村
議
会
で
合
同
会
議
を
組
織

し
、濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開

通
に
向
け
連
携
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
は

国
へ
の
要
望
活
動
を

行
い
、国
土
交
通
省

か
ら
は
、自
治
体
間

の
連
携
を
評
価
さ

れ
る
と
と
も
に
、未

事
業
化
区
間
の
予

算
確
保
や
早
期
完

成
に
向
け
た
前
向

き
な
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

管
　外
　視
　察

　
令
和
８
年
１
月
29
日
、
民
生
教
育
ま

ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
は
、
本
市
の
地

域
医
療
体
制
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、

中
部
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー 

（
美
濃
加
茂

市
）
と
多
治
見
市
民
病
院 

（
多
治
見
市
）

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
中
部
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
救

急
対
応
の
現
状
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

金
山
地
域
か
ら
の
救
急
搬
送
に
は
南
側

に
位
置
す
る
医
療
機
関
と
の
連
携
が
有

効
で
あ
る
と
再
確
認
し
た
ほ
か
、
災
害

時
に
備
え
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
実
用
的
な

運
用
ル
ー
ル
づ
く
り
の
必
要
性
を
学
び

ま
し
た
。

　
多
治
見
市
民
病
院
で
は
、
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
る
病
院
運
営
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。
経
営
の
継
続
性
と
責
任
体

制
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
若
手

医
師
が
集
ま
る 

「
教
育
病
院
」
と
し
て

の
環
境
づ
く
り
が
、
医
師
確
保
に
直
結

す
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
視
察

で
得
た
知
見
を

活
か
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
安

心
で
き
る
医
療

体
制
の
構
築
に

向
け
、
さ
ら
に

協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

「読みたくなる議会だより」とするため、皆さんの
声をお聞かせください。右の二次元コードを読み取
り、アンケートに回答をお願いします。

過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

● 農林環境
森林整備や草刈に対する意見。
地域の環境維持に向けた一歩を後押しするため、令和8年度より「刈払い機安全講習」などが新設されます。
こうした初心者向けメニューも用意されていますので、ぜひご活用ください。

市　民
委員会

　下呂市議会では、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案を直接お届けいただく仕組みとして、「議会への意見 ・提案箱」
を設置しています。寄せられたご意見等を関係する委員会に引継ぎ、それぞれの委員会が調査研究などに取り組んでいます。
令和８年３月までに寄せられたご意見等と各委員会での対応状況をご紹介します。

『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします

● 窓口DX
振興事務所や竹原出張所等にリモート窓口を導入し、利便性向上と事務の効率化を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

● まちづくり
サンビレッジのプールを令和８年度以降も子どもの発達のために継続を提案します。
上ケ平サンビレッジについて、担当部局から現在の状況等を聴取しました。

市　民
委員会

市　民 委員会… 市民の皆さまからのご意見・ご提案 … 委員会での対応

ケアハウス入所者の通院・外出支援のため、デマンドバス運行を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

宿泊税増額を財源に、空き家活用と交通網整備で下呂市の観光振興を提案します。

今後の政策検討や提言等の参考にさせていただきます。

下呂市
出身者

委員会

生殖補助医療の通院費助成を、採卵に至らない場合も対象とするよう提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

市　民
委員会

歩行者と外国人住民のため、旧下呂温泉病院跡地の栄町通りに横断歩道の設置を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

道路整備や交通網の充実は、若者の定住や観光の安全、地域の魅力向上に不可欠です。
今後の政策検討や提言等の参考にさせていただきます。

市　民
委員会

名古屋からの利便性向上のため、高速やバイパスの整備の提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

下呂駅駐輪場の乗り入れ段差を解消し、高齢者等も利用しやすい改善を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

● 道路整備

若年公務員の低賃金による離職を防ぐため、給与水準の改善を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

● 生活支援

移住支援や観光政策の閉鎖性を指摘し、多様な産業育成と情報発信の改善を求める意見。
今後の政策検討や提言等の参考にさせていただきます。

市　民
委員会

● 観光産業

お寄せいただいたご意見等は、紙面の都合上、抜粋 ・要約して掲載していますのでご理解をお願いいたします。引き続き
調査研究に取り組みながら、市民の皆さまからの貴重な声を、政策提言等へ着実に反映できるよう努めていきます。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲国土交通省大臣政務官との要望面談
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老
朽
化
に
伴
い
令
和
10
年

３
月
末
を
も
っ
て
指
定
管
理

者
に
よ
る
運
営
を
終
了
予
定

の 「
上
ヶ
平
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」

に
係
る
民
間
提
案 （
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
）
の

状
況
と
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の

今
後
の
進
め
方
は
。

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
令
和
６
年
11
月
に
調
査
を
開
始

し
、 

12
月
26
日
ま
で
に
２
社
か
ら

「
民
間
資
金
に
よ
る
健
康
づ
く
り

事
業
」 

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
は
、
こ
の
提
案
を
精
査
し
、

速
や
か
に
施
設
活
用
事
業
者
の
公

募
要
項
等
の
作
成
を
行
い
、
利
用

者
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
ね
な

が
ら
、
令
和
８
年
度
中
の
事
業
者

決
定
を
目
指
し
ま
す
。

　 

市
長

　
プ
ー
ル
を
残
さ
な
い
と
い
う
選

択
は
な
か
な
か
厳
し
い
と
い
う
思
い

は
持
っ
て
お
り
、民
間
事
業
者
の

方
々
に
も
そ
う
い
う
思
い
も
し
っ
か

り
伝
え
た
上
で
、民
間
資
金
を
活

用
し
た
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
プ
ー
ル
を
維
持
で
き
る
形
で
の

事
業
化
に
向
け
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
、利
用
者
の
皆
さ
ま
と

し
っ
か
り
語
り
合
っ
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

民間活力によるプールの存続と健康づくりの推進を民間活力によるプールの存続と健康づくりの推進を民間活力によるプールの存続と健康づくりの推進を
答

答

問

一
般
質
問
・
答
弁

の
映
像
は
こ
ち
ら

今
井
政
良
議員

い
ま

い

ま
さ

よ
し

▲上ヶ平サンビレッジ

下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

下
呂
温
泉
街
整
備
特
別
委
員
会

　
３
月
18
日
、
下
呂
温
泉
街
整
備
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
下
呂
駅
周
辺
エ
リ

ア
の
整
備
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
、
旧
下
呂
温
泉
病
院
跡

地
の
活
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

や
現
時
点
で
の
全
体
構
想
案
、
今
後
の

基
本
計
画
策
定
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
学

生
の
送
迎
エ
リ
ア
の
確
保
や
駅
周
辺
の

渋
滞
対
策
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
、

令
和
８
年
度
の
基
本
計
画
策
定
に
向
け

て
さ
ら
に
論
点
を
整
理
し
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

濃
飛
横
断
道・リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

　
本
市
、中
津
川
市
、郡
上
市
、東
白
川
村

の
三
市
一
村
議
会
で
合
同
会
議
を
組
織

し
、濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開

通
に
向
け
連
携
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
は

国
へ
の
要
望
活
動
を

行
い
、国
土
交
通
省

か
ら
は
、自
治
体
間

の
連
携
を
評
価
さ

れ
る
と
と
も
に
、未

事
業
化
区
間
の
予

算
確
保
や
早
期
完

成
に
向
け
た
前
向

き
な
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

管
　外
　視
　察

　
令
和
８
年
１
月
29
日
、
民
生
教
育
ま

ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
は
、
本
市
の
地

域
医
療
体
制
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、

中
部
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー 

（
美
濃
加
茂

市
）
と
多
治
見
市
民
病
院 

（
多
治
見
市
）

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
中
部
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
救

急
対
応
の
現
状
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

金
山
地
域
か
ら
の
救
急
搬
送
に
は
南
側

に
位
置
す
る
医
療
機
関
と
の
連
携
が
有

効
で
あ
る
と
再
確
認
し
た
ほ
か
、
災
害

時
に
備
え
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
実
用
的
な

運
用
ル
ー
ル
づ
く
り
の
必
要
性
を
学
び

ま
し
た
。

　
多
治
見
市
民
病
院
で
は
、
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
る
病
院
運
営
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。
経
営
の
継
続
性
と
責
任
体

制
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
若
手

医
師
が
集
ま
る 

「
教
育
病
院
」
と
し
て

の
環
境
づ
く
り
が
、
医
師
確
保
に
直
結

す
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
視
察

で
得
た
知
見
を

活
か
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
安

心
で
き
る
医
療

体
制
の
構
築
に

向
け
、
さ
ら
に

協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

「読みたくなる議会だより」とするため、皆さんの
声をお聞かせください。右の二次元コードを読み取
り、アンケートに回答をお願いします。

過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。

インターネットライブ配信
本会議および常任委員会（付託案件審査）は、動画共有
サービス（YouTube）にてライブ配信を行っています。

「げろ議会だより」アンケート

● 農林環境
森林整備や草刈に対する意見。
地域の環境維持に向けた一歩を後押しするため、令和8年度より「刈払い機安全講習」などが新設されます。
こうした初心者向けメニューも用意されていますので、ぜひご活用ください。

市　民
委員会

　下呂市議会では、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案を直接お届けいただく仕組みとして、「議会への意見 ・提案箱」
を設置しています。寄せられたご意見等を関係する委員会に引継ぎ、それぞれの委員会が調査研究などに取り組んでいます。
令和８年３月までに寄せられたご意見等と各委員会での対応状況をご紹介します。

『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします『議会への意見・提案箱』 へのご意見等と対応状況をお伝えします

● 窓口DX
振興事務所や竹原出張所等にリモート窓口を導入し、利便性向上と事務の効率化を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

● まちづくり
サンビレッジのプールを令和８年度以降も子どもの発達のために継続を提案します。
上ケ平サンビレッジについて、担当部局から現在の状況等を聴取しました。

市　民
委員会

市　民 委員会… 市民の皆さまからのご意見・ご提案 … 委員会での対応

ケアハウス入所者の通院・外出支援のため、デマンドバス運行を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

宿泊税増額を財源に、空き家活用と交通網整備で下呂市の観光振興を提案します。

今後の政策検討や提言等の参考にさせていただきます。

下呂市
出身者

委員会

生殖補助医療の通院費助成を、採卵に至らない場合も対象とするよう提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

市　民
委員会

歩行者と外国人住民のため、旧下呂温泉病院跡地の栄町通りに横断歩道の設置を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

道路整備や交通網の充実は、若者の定住や観光の安全、地域の魅力向上に不可欠です。
今後の政策検討や提言等の参考にさせていただきます。

市　民
委員会

名古屋からの利便性向上のため、高速やバイパスの整備の提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

下呂駅駐輪場の乗り入れ段差を解消し、高齢者等も利用しやすい改善を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

● 道路整備

若年公務員の低賃金による離職を防ぐため、給与水準の改善を提案します。
市担当部局と情報共有を行いました。

市　民
委員会

● 生活支援

移住支援や観光政策の閉鎖性を指摘し、多様な産業育成と情報発信の改善を求める意見。
今後の政策検討や提言等の参考にさせていただきます。

市　民
委員会

● 観光産業

お寄せいただいたご意見等は、紙面の都合上、抜粋 ・要約して掲載していますのでご理解をお願いいたします。引き続き
調査研究に取り組みながら、市民の皆さまからの貴重な声を、政策提言等へ着実に反映できるよう努めていきます。

民
生
教
育
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲国土交通省大臣政務官との要望面談
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　議会活動の透明性を高めるため、すべての委員会の
内容を容易に知ることができるよう検討を進めます。

市民参加
及び市民
との連携

〇本会議のケーブルテレビ放送・インターネット配
信、常任委員会における付託案件審査状況の
インターネット配信
〇各種団体との 「出前座談会」およびワークショ
ップ形式による市民との意見交換会 「議会カ
フェ」の開催

評価

Ｂ

　市民の皆さまとの意見交換会については、幅広い年
代の参加を促す工夫やテーマを絞った開催など、より
効果的な広聴活動となるよう、さらなる検討を進めます。

Ｂ

今 後 の 対 策 等主 な 取 組 状 況条　項

第
５
条

　市民の皆さまにとって、開かれた、より身近な議会を
目指し、ホームページをはじめとする各種媒体による情
報発信の充実に継続して取り組みます。

議会広報
の充実

〇読みたくなる 「議会だより」を目指した分かりや
すい紙面づくり
〇各委員会における活動方針をケーブルテレビで
放送、インターネットによる配信

Ｂ
第
６
条

　執行部と政策競争をする議会を目指し、さらなる議
員の意識改革と資質向上、継続的な議論が可能な議会
体制の構築に向け取り組みます。

市長等と
の関係

〇常任委員会ごとで調整した市政の課題に対する
提言書を議会として市長に提出 Ｂ

第
８
条

　論点や争点を明確にし、市民に分かりやすい議論の
場とするため、令和８年６月定例会から 「一問一答方
式」の本運用を目指します。そのため、試行段階の検
証を行い、必要な改善に取り組みます。

一般質問 〇一問一答方式による一般質問を試行運用

Ｂ
第
10
条

　市民全体の代表者として、より高い政治倫理を確立
するため、現行の規程を条例へ格上げすることや、ハ
ラスメント防止の観点を追加することなど、必要な見直
しを行います。

議員の政
治倫理

〇現行 「議会議員政治倫理規程」の見直しに向
けた検討

Ｂ
第
23
条

　６月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。なお、一般質問
などの内容は新聞折込および下呂市メールでお知らせします。

６月定例会会期日程（予定）

※日程は変更になる
　場合もあります。

月　　日
６月　５日
１８日
１９日
２２日
２３日
２４日
２６日

金
木
金
月
火
水
金

午前9時30分～

本会議（初日）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
常任委員会
常任委員会
予算決算常任委員会（予算関係）
本会議（最終日）

会　議　内　容 時　　間曜日

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３ー１会議室）

　３月定例会では、新年度予算をはじめ暮らしに直結する
大切な議論が行われました。本号では、その要点を２～３頁
で特集しています。「これってどうなるの？」と気になる事業
があれば、ぜひお近くの議員へ気軽にお声掛けください。
　令和7年度の議会は「伝える・聴く」の向上に全力で取り
組んできました。一般質問での一問一答方式の導入や議会
カフェの開催、映像で各委員会活動方針を発信するなど、
新しい試みも始めました。
　座談会の開催数など課題も残りましたが、「市民に寄り添
い、分かりやすく伝える議会」を目指し、令和８年度も改善を
積み重ねていきます。

編 集 後 記

　下呂市議会は、議会が果たすべき役割と責任を自覚し、市民福祉の向上に全力で取り組むことを決意して、令和３年に 「下呂市議
会基本条例」を制定いたしました。
　本条例の第27条には、条例の運用状況を定期的に検証し、必要に応じて見直しを行うことが定められています。これに基づき、令
和７年度における各条項の達成状況について検証を行い、このたび、その結果と評価を取りまとめましたのでお知らせいたします。

＊議会基本条例は、制定して終わりではなく、その成果や課題を検証して、さらにレベルアップした条
例へと改正していくことが、議会活動の質の向上にとってとても重要です。そのためにも、この検証
の取り組みを継続していきます。
＊すべての条項に係る検証結果 ・評価は、下呂市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

【主な検証結果 ・評価】 《 評価の段階：Ａ「達成」、Ｂ「一部達成」、Ｃ「未達成」、－「対象外」》

議会基本条例の達成状況を検証しました議会基本条例の達成状況を検証しました
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　物価高騰が続く中、子育て世帯の経済的負担を軽減するための新たな支援が始まりました。
　令和８年４月６日、たけはらこども園の入園式にあわせて「入園用品贈呈式」が行われ、年少児2クラス21組
の親子に、園生活で活用できる用品一式が贈られました。
　贈呈されたのは、地元企業製の名前入り長靴、カラー帽子、自由画帳、お便り帳、名札の５品。「園でも家庭で
も楽しく使えて、思い出に残るものを」との思いで選ばれました。新しい道具を手に、楽しい園生活がスタートし
ています。

【子育て世帯を応援する 「入園用品」を贈呈】
表
紙
の
写
真

●令和８年度予算審査報告
●３月定例会報告（審議結果）・常任委員会報告（審査結果）
●一般質問（内容紹介）
●民生教育まちづくり常任委員会 管外視察報告、特別委員会報告
●「議会への意見・提案箱」へのご意見等と対応状況
●議会基本条例の達成状況検証、６月定例会日程

TOPICS

詳細は
下呂市HPを
ご覧ください


